
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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擬の星




「わあ、これ全部人形？」

　ワタリとリドリーの前にあるのは、大きな連結型のガラスショーケース。その中に多種多様な星人の人形が入れられていた。

　降り立った星のことを知ろうと、馬車が着地した付近の建物に入ってみた。すると、そこに人形たちが入れられたショーケースがたくさんあったのだった。

「地球人のもあるよ」

　人形はどれもすごく精巧な出来で、まるで生きているかのようだ。造形は不細工なものもあれば美人なものもある。様々だった。

　二人が人形に見入っていると背後から声がかけられた。

「誰かいるの？」

　振り返る。そこにいたのは、この星の人間だった。背丈はワタリたちと同じくらい。長くて太い触手のような髪を垂らしている。隙間から少しだけ目と口が見える。大きな口に鋭い牙が特徴的だった。偏屈そうな三白眼がワタリたちを見据えていた。

「あなたたち、地球人ね。どうして私のドールショップに？」

　問いを受けて、リドリーが前に出る。

「ああ、ここはドールショップだったのですね。どうもすみません。私たちは旅の者で、移住できる星を探しています。たまたま降り立った場所に建物──このお店のことですね──があったので入ってしまいました」

「……別に謝らなくていいわよ。ちょうど店を開けるところだったから」

　店主の星人がそう言うと、ちょうど店の扉が開いて客が入ってきた。身なりのいい星人で、地球人の少年を連れている。少年は身なりこそ整えられているが、首輪をつけられていた。リードを星人に握られているのを見るに、飼われているようだ。

　少年がリドリーとワタリを見た。それで何な故ぜか顔が少し赤くなった。

　店主が客の星人に挨拶する。「……いらっしゃいませ」

　気だるそうで、小さな声だった。あまり接客が得意ではないらしい。

　客は言った。

「地球人のドールを頂こうか。もうすぐシーズンなのでね」

「そうですねえ。そろそろ旬ですねぇ……」などと星人二人は話をしている。

「どうぞ、ゆっくりご覧になってください……」と店主が客を促す。

　客は地球人を連れて、地球人のドールのショーケースの前へ向かった。そして少年に尋ねた。

「さ、どれがいいと思う？」

　ショーケースの前の少年は、迷うことなくリドリーとワタリを指さした。

「あの二体がいい」

　客もリドリーとワタリを見た。

「他の人形よりずっとかわいいよ。今までの人形で一番だ。生きてるみたい」

　客はにこにこしながら言った。「そうかそうか。それは掘り出し物だな。では、その二体をもらえるかな」

　けれど店主が首を横に振った。

「悪いけど、それは売り物じゃないわ。というより人形じゃないの。本物の地球人」

「えっ、そうなのか」

　客は驚いた後、戸惑いながら触手で頭を搔かく。

「参ったなぁ。地球人は本当にみんな同じに見える」

　客は続けた。

「だが、本物の地球人というならそれはそれでいい。譲ってくれないか」

「ダメです」

「売ってくれてもいいじゃないか。人形ではなく本物を売る店もたくさんあるのだし」

「じゃあ、そういう店に行ってください」

　店主が引かないから、客は渋々諦めた。彼は少年に言う。

「あの二体は売り物じゃないそうだ。ショーケースから選びなさい」

　少年は不満そうな顔をした。

「ちぇっ、どれもあんまりかわいくないんだよなぁ」

　そう言いながらも少年は一体のドールを選ぶ。客はそれを買って出ていった。「ありがとうございましたー」と店主が覇気のない声で送り出した。

　リドリーが尋ねる。

「この星では異星人のドールがよく売れるのですか？」

「そうね。特に最近のトレンドは地球人なんだけど……制作に関して困ったことがあるのよね」

「困ったこと？」

「私たちには地球人がみんな同じに見えるの。特に美醜は、全然わからない。美しいとされる地球人のドールは……それはそれは高値で取引されるんだけど美醜がわからないもんだから作りようがないのよね」

　ワタリが首を傾かしげた。

「変なの。美醜がわからないのに、高値で取引されるなんて」

　リドリーが腕を組んで、ふむと言った。

「でも、芸術作品なんてそんなもんかもしれないな。私にはゴッホやゴーギャンの絵のすごさはよくわからないが……ていうか多分地球人のほとんどがよくわからないはずだが、それでも目玉が飛び出るような値段で取引されるだろう」

　ワタリは納得した。「言われてみればそうである」

「さっきの地球人は、美醜を判断するために飼われていたんだなぁ」と言って、ワタリはまじまじとショーケースを見た。ドールたちの顔が多種多様である理由がようやく分かった。

「まあ、でもなんであれ……。この星には住めそうもないね。地球人の地位が低そうだ」

「そうだね。行こう」

　リドリーとワタリは店の出口へと向かった。

　けれど、

「待って！」

　それを店主が引き留めた。

「行かないで。お願いがあるの」

　二人が振り向く。

「お願い？」

「あなたたちをモデルに、ドールを作らせてほしいの。私はドール販売ではなく、ドール作家が本業なのよ。自分で作ったものを、自分で売っているわけ。私は、いいドールを作ることに誇りがあるの。ぜひあなたたちのドールを作らせて」

　ぼそりと店主が付け加える。「そろそろ釣りの季節だし……時間がないのよ」

　それは小さな呟つぶやきだったので、二人の耳には届かなかった。

　お願いされてなお二人は迷っていた。彼女たちにはこの星に留まる理由がない。けれど、返答しあぐねている二人に店主が縋すがりつく。

「もちろん、お礼はするわ。謝礼を払うし、それに宝石もあげる。地球人は宝石が好きと聞いたことがあるわ」

「宝石！」

　リドリーの目の色が変わった。

「リドリー……」

　ワタリに呆れた目で見られているのに気付いて、リドリーは誤魔化すように「ごほん」と咳せき払ばらいをした。

「……まあ、どうしてもというなら仕方ないですね。ただ、あまり長居はできません。三日が限度です」

「それで十分よ。じゃあ、今日はもう店みせ仕じ舞まい。さっそくあなたたちのドールを作りましょう！」

　店主は店の出入り口に向かうと、クローズドの看板を扉にかけた。

「歴史に名を残す人形作家になってやるわ」

　店主の目はぎらぎらと輝いている。気合に満みち溢あふれていて、さっきまでの陰鬱で気だるそうな雰囲気が噓うそのようだった。




　三人は店の二階へ向かった。そこが店主のアトリエらしい。

　部屋に入って、二人はぎょっとした。

　そこには作りかけの人形がたくさんあった。どれもすでにかなり良く出来ているが、体のあちこちが欠けているために無気味だ。床には人形の部品である手足や首が転がっていてバラバラ殺人の現場に似ている。他には工具なども散らばっていて、足の踏み場もない。

「さ、好きなところに腰を下ろしてちょうだい」

「ど、どこに……」

　座れる場所を探す。やむなく二人はベッドと思われる場所に腰を下ろした。そのベッドの上さえも人形作りに関する本が積まれていて、すごく手狭だった。

　ベッドの上に座った二人に店主が言った。

「ベッドとは、ちょうどいいところに座ったわね」

「ちょうどいい？」

「そうよ。だってあなたたちはこれから服を脱ぐのだから！」

「えっ！」とワタリが大きな声を出す。

「何を驚いているの。ドールを作るんだから当たり前でしょう？　私、知ってるんだから。美しい地球人の体形は、すさまじく繊細なバランスで構成されてるってこと。それを再現するには、あなたたちのプロポーションを完璧に把握しなきゃ」

　店主は目をらんらんと輝かせる。

「隅々まで観察させてもらうわ……！」

　その気迫を前に、思わずワタリは自分を抱いた。芸術家特有の異様な迫力を感じて、助けを求めるようにリドリーを見た。

「ど、どうしようリドリー……」

　けれど、リドリーは神妙な面持ちで頷うなずいた。

「覚悟を決めよう、ワタリ」

「えっ！」

「芸術の分野では、モデルが全裸になるなんてよくあることだし、私たちの人形がこの星の芸術品になるなんて誉れ高いじゃないか。私たちが古代ギリシャの彫像みたいになるんだぞっ？」

　ワタリはジトッとした目でリドリーを見る。

「……とか言って、本当は宝石が欲しいだけでしょ」

「うるさいな。さっさと脱ぐんだ！」

[image: ]

　リドリーは誤魔化すようにワタリに摑つかみかかった。

「わー！　やめて！　自分で脱ぐから！」

　わちゃわちゃしている二人に、店主が指示を飛ばす。

「ちゃんとパンツまで脱ぐのよ！」

　ドタバタのあと、結局二人は裸になって、人形制作が始まった。




　三日後。

「ふう、これで形は一段落ね」

　部屋には二人のドールが出来上がっていた。リドリーとワタリに瓜うり二ふたつな出で来き栄ばえだった。

「すごい。これが人形だなんて……」

　思わず人形に見入ってしまう。まるで自分がもう一人いるかのようにワタリとリドリーは感じた。

　店主も満足そうである。

「ふふ……私の魂を込めたわ。この星の全ての人間がこれを欲しがるわね……」

　店主が無気味に笑う。その足が突然もつれた。

「あっ……」

　倒れそうになったのをワタリが支えた。

「この三日、頑張ってたもんね……」とワタリは腕の中の店主を見下ろして、いたわるように言った。

　店主は見るからに疲れ果ててぐったりしていた。三日間、一睡もせずに人形作りに取り組んでいたから、触手のような髪もしっとりとしていて元気がない。

「少し、休んだ方がいいよ」とワタリはベッドに店主を連れていこうとするが、

「ダ、ダメよ……。まだ仕上げが残っているわ」と店主は、ワタリから離れて自力で立った。

「仕上げ？」とワタリは首をかしげて、出来上がっている人形を見た。

「もうこれ以上ないくらいよくできてると思うけど……」

「ううん。足りないものがある」

「何が足りないの？」

「声よ！」

「声……」

「ドールが声を再生できるようにするの。だから、あなたたちの声を録音させてちょうだい。声が実装されていないとドールの効果が半減だわ」

「ドールの効果……？」

　訝いぶかしんでいるリドリーに気付くことなく、店主は録音機器の準備を始めた。

「声かぁ。私、自分の声、嫌いなんだよね」とぼやくワタリ。

「私はワタリの声は好きだよ」

「どんな台詞せりふを録音されるのかなぁ」

「そりゃあ……この人形は観賞用なんだから、自己紹介とか挨拶とか……？」

　いやいや、とリドリーが何かに気付いて続ける。

「愛玩用の可能性もある。だとしたら『ご主人様大好き』とか『愛してる』とか……？」

「そ、そんな恥ずかしいこと言えないよ……」とワタリが頰を赤くして俯うつむいた。

「まあ、ここまで来たんだ。報酬もあるんだし、おしまいまで付き合おうじゃないか」とリドリーがワタリを宥なだめた。

「録音の準備ができたわ」

　店主がマイクらしきものを二人に向けた。

　リドリーがワタリを促す。

「さあ、ワタリ。マイクに向かって言ってごらん、煽せん情じよう的てきに媚こびるように『ご主人様、大好きです……♡』と！」

「言えるわけないってば！」

　ワタリが助けを求めるように店主を見た。

「そんな台詞せりふ、録音しないよね!?」

「そうね。そんな台詞せりふは録音する予定じゃないわ」

　ワタリがリドリーへと向く。「ほら、やっぱりもっとまともな台詞を……」

「でも！　素晴らしい台詞ね！　予定を変えて録音することにしましょう！」と店主は大きな声でワタリの言葉を遮った。

「その台詞を考えたのは、リドリーね？　あなた脚本家の才能があるかもしれない！　さあ、二人とも！　言いなさい！『ご主人様、大好きです……♡』『ありがとうございます……♡』と！　雄に媚こびるように！　発情した雌になりきって！」

「ええ……」とワタリは完全に引いている。反対にリドリーは楽しそうだった。

「じゃあ、私から」とリドリーがノリノリで録音を始めた。腰をくねらせてしなを作る。

「『ご主人様ぁ〜♡　大好きですぅ♡』」

「イイネイイネ！　最ッ高だねェ！」

　録音を終えたリドリーと店主はハイタッチをした。

「さ、次はワタリの番だ！」

　店主がマイクを向ける。

「う、うう……」

　ワタリは恥ずかしがりながらも言うことにした。拒否できる空気ではなかった。

「ご……ご主人様……大好き……です」

「うん！　これもこれでアリ！　恥じらう様子がきっと星人の心をくすぐるはずだわ！」

　店主はワタリに向かって、力強く言った。

「それにあなた、綺き麗れいな声をしてるわよ。私、美醜はわからないけれど音の良しあしはわかるの。もっと自分の声に自信を持つことね」

「ほ、本当……？」

「本当よ。芸術家は噓うそを吐かないの。芸術に全ての才能を振り切ってしまってるから、お世辞言うスキルがないのよ。だから、もっと胸張って！」

　そこまで言われるとワタリもまんざらでもない。「わ、わかった……」

「じゃあ、次の台詞せりふ行くわよ。お次は『助けてくれてありがとう♡』よ！」

　二人はまた録音を始める。さっきよりはましな台詞だったので、ワタリは少し安心して収録に臨めた。

「よし、これもオッケー！　次は『助けてー！　殺されるー！』でお願いね」

　リドリーがにやにやした。

「ニッチなシチュエーションボイスだな」

　言われるがままに『助けてー！　殺されるー！』も録音する。

「よし、その次は『こちら脱出ポッド！　どなたか応答してください！』だからね」

「……？」

　リドリーとワタリは顔を見合わせた。観賞用または愛玩用の人形に、どうしてこんな台詞を言わせるのだろう。少し変だなと思いつつも録音を続ける。

　そのあとも録音は続いた。『こんにちは。そこに誰かいますか？』『あなたは命の恩人です』『故障で動けません。支援をお願いします』『何でもするので助けてください』『助けに来てくれてありがとう』『Ｓ・Ｏ・Ｓ！　た・す・け・て・く・れ！』などなど……。

　一時間くらいかけて様々なレパートリーの台詞せりふを収録し、ようやく録音を終えた。

「やっと終わったね、リドリー」とワタリは嘆息して話しかける。

　だが、リドリーは返事をしなかった。

　眉間に皺しわを寄せて、何か考え込んでいる。

「リドリー？」

　店主がやってきて、二人の間に入った。

「二人ともお疲れ様。これが約束の報酬よ」

「ああ、うん……」と気のない返事をして、リドリーはたくさんの宝石が詰まった宝石箱を受け取る。

「じゃあ、これでお別れね。三日間、一緒にいてくれてありがとう。あなたたちのおかげでインスピレーション湧きまくりの日々が過ごせたわ」

　店主の感謝の言葉に、ワタリが応じた。

「うん。店主さんも、面白い人だったから楽しかった」

　人見知りのワタリだが、この三日で店主とはずいぶん仲良くなれた。

　だから、ワタリはこう聞いた。

「また、この星に遊びに来てもいいかな？」

　自分たちの間には確かに絆きずながはぐくまれていた。

　そのはずなのに、店主は首を横に振った。

「もう、ここに来てはダメよ」

「えっ、どうして……」

　まさか仲良くなれたと感じたのは自分だけなのかと思ったが、そういう風でもない。

「あなたたちが好きだから言っているの。だから、ひとつ忠告してあげる。この星の周辺で誰かに助けを求められても、決して応じないようにね」

　リドリーが言った。「そうか。やはりこれは……」

「リドリー、どういうこと？」

　リドリーは答えずにこう言った。

「星を出よう。多分、それで全部わかる」

　そうして二人は、店主と別れた。馬車に乗り込んで、宇宙空間へ向かう。星はすぐに小さくなり、馬車は黒い銀河に到達した。

　宇宙空間を行く。けれど、店主の言葉の意味が分からずにワタリはもやもやしていた。

　その時だった。宇宙の闇から信号が飛んできた。それを受信すると、地球人の声が聞こえてきた。

『こちら脱出ポッド！　救助を要請する！』

　必死な叫び声。

　馬車の窓から外を見ると、宇宙空間に脱出ポッドが漂っていた。ポッドに備え付けられた窓からは中に地球人が乗っているのが見える。

『ＳＯＳ！　救助を願います！』

「大変だよ。リドリー、助けに行かなきゃ」

　そう言って馬車を操縦しようとしたワタリを、リドリーが制した。

「どうしたの、リドリー？」

「よく見ろ」

　脱出ポッドの中の人間。それは人形のように微動だにしていない。いや、それはまさしく……。

「人形……」

『何でもするので助けてください』と馬車は声を受信し続ける。

「あの星で作られていたのはドールなんかじゃない。疑似餌だ」

「疑似餌って……釣りに使うルアーみたいな……？」

「そうだ。人間を模したルアー。美醜にこだわったのは、美しい人間の方が助けてもらいやすいからなんだろう」

　馬車に備え付けられたレーダーが異物を感知した。馬車の周りには無数の脱出ポッドが浮遊している。それらが発した救難信号を、全て馬車は受信した。車内に一斉に声が響く。

『こんにちは。そこに誰かいますか？』『故障で動けません。支援をお願いします』『何でもするので助けてください』『緊急事態発生！　援護を要請します！』『エマージェンシーコール！　応答を！』『Ｓ・Ｏ・Ｓ！　た・す・け・て・く・れ！』『誰かそこにいるのか』『助けてー！　殺されるー！』

　暗闇に漂う、人形を乗せた脱出ポッドの群れ。

　それらが奏かなでる輪唱の中を馬車は突っ切っていった。










蝕しよくの星




　月げつ蝕しよくの星だった。

　どういう理屈かはわからない。近くにある恒星の光が特殊なのか、あるいはその星を覆う大気が光を反射するのか。ただ一つ確かなのは、その星は満ち欠けを繰り返しているように見えるのだった。まるで月げつ蝕しよくが起きているかのように。白が黒に侵されていく。

　この星に文明があることは確認済みだ。ワタリとリドリーを乗せる馬車はその星に降りて行った。




　割と良いい星だった。文明のレベルは高くもないし低くもない。地球でいう十八世紀くらいの科学力はある。環境も問題ない。

　だが、気がかりなのはこの星の人々の雰囲気だった。

　誰も彼もが暗い顔をしている。空気が重いせいであまり住みたいと思えない。

　ひとまず旅道具を買いそろえながら、この星の人たちに話を聞くことにした。リドリーが旅行用品を売っている店の主に尋ねる。

「どうしてこの星の人はみんな元気がないんですか？」

　店の主は俯うつむいて答えた。

「……女王だ」

「女王？」

「流れ星みたいな宇宙船に乗ってやってきた……異星の女さ。そいつはとんでもない力を持って、この星を征服しちまった。剣も銃も役に立たねえんだ……」

　アレを見ろと言って、店主は窓の外を指さした。そこには大きな城がある。

「女王はこの星の王を倒して、城を奪った。そしてやりたい放題やってやがる。贅ぜい沢たくし放題、遊び放題……。皺寄せがくるのは俺たちさ。食べ物や宝石を奪われるのはまあいい。問題は、人を連れてくってことだ。うちの娘も……後宮に入れられちまった……」

　言って、店主は悔し涙を零こぼした。

「アンタらもさっさとこの星を出た方がいい。女王は、女なら何でも食っちまう奴やつなんだ。見つかったら最後……」

　その時だった。何やら店の外が騒がしくなった。

「女王だ！　女王が来たぞ！」

　リドリーとワタリはひとまず物陰に身をひそめることにした。窓からわずかに顔をのぞかせ、外を確認する。

　兵士を引き連れて、女王がやってきた。二人は驚いた。やってきた女王が地球人だったからだ。高い身長、真っ白な肌、銀色の髪、凜りんとした佇たたずまい。自分に絶対の自信があることが歩き方から見て取れる。

　特にワタリの驚きは尋常ではなかった。彼女は女王を見て、ハッとしていた。

「ルナ……」

　その呟つぶやきはリドリーにも届いていた。知り合いなのかと聞きたかったが控えた。今は物音を立てたくなかった。

　道を歩く女王ルナの下へ老夫婦が飛び出した。

「女王！　女王陛下！　どうか……！」

　老夫婦はルナのスカートに縋すがりついた。

「娘をどうか返してください。年老いてから授かった宝物なのです」

「ふん」

　ルナは老夫婦を足蹴にする。たまらず老夫婦は尻餅をついた。

「汚けがらわしい。薄汚い老人どもが私に触れていいと思っているの？」

「く……くう……」

　老夫婦は地べたに頭を擦こすりつけた。

「どうか……どうか……！」

「私たちにできることならなんでもしますから……」

　老夫婦の懇願にもルナが心動かされた気配はなかった。ひれ伏す老夫婦を見下ろして、ルナは冷たく言い放つ。

「あなたたちにしてほしい事なんて何もないわ」

「そんな……」

「でも」とルナが微ほほ笑えんだ。

「そこまで言うなら仕方ない。特別に返してあげるわ、あなたたちの娘を」

　老夫婦は顔を上げる。そこには希望の表情があった。

「ああ！　なんとありがたい……！」

「このご恩は一生忘れません……！」

「感謝なんてしなくていいわ」

　ルナはドレスの胸元から小さなポーチを取り出した。それはリドリーの持つ万能小物入れと同じものだった。ルナはそこから何かを取り出して老夫婦の前に放った。ポーチから出されたそれはみるみる本来の大きさに戻る。

　老夫婦の娘だった。

「ああっ……！」

　娘の姿を見て、老夫婦は絶句した。

「う……あー……う……」

　放られた娘は、虚うつろな目をしている。どんな酷ひどい目に遭わされたのか、ろくに言葉も話せないありさまだった。

「ああ……！　そんな……」

「しっかりおし。私がわかるかい？」

　老夫婦が必死に話しかけ体を揺さぶるが、娘は呻うめくばかりだ。

　ルナが老夫婦に言う。

「話しかけても無駄よ。散々遊んで壊してしまったから」

　ルナは退屈そうに続けた。

「まあ、全然面白くないおもちゃだったけどね」

「う、うう……こんなのあんまりだ……」

　老夫婦は、変わり果てた娘を抱いて涙を零こぼした。

　ワタリとリドリーは、ルナのあまりの残忍さに思わず顔をひきつらせる。

「さて……あなたたち、この辺りで黒髪の地球人を見なかった？」

　ルナは周囲を見渡し、町の人々に呼びかける。

「私は先ほど見たのよ。空から馬車型の宇宙船が降りてくるのを。乗っていた人間は、この近くにいるはず。私の知り合いがね」

　ルナが町中に呼びかける。

「いるんでしょう、ワタリ」

　突然に名前を呼ばれてワタリは少し驚いたが、ルナの呼びかけに応じようとはしなかった。息をひそめ、隠れている。沈黙しながら思う。やはりあの女王はルナ。自分の知っているルナなのだ。地球にいた時に同じ実験施設にいた少女……。

　しばしの沈黙が町に満ちた。やがてルナが残念そうに言う。

「出てきてくれないの？　私はあなたとお話がしたいだけなのに。そんなに警戒しないでよ。実験施設にいた頃からのお友達でしょう？」

　何を言っているんだとワタリは思った。ルナは決して友達などではない。それどころか、彼女はいつもワタリに異様な執着を向けてきた。ワタリとしてはルナにそういう感情を向けられる理由に全く心当たりがなかったから、ルナはワタリにとって薄気味悪い人だった。

　ルナはワタリが応じるのを待っている。けれど、ワタリは物音一つ立てない。そのうちにルナがため息を吐いた。

「悲しいわ。そんなに嫌われてしまったなんて。まあ、出てきてくれないなら仕方ないわ」

　足音がした。それでワタリは安あん堵どした。ルナが諦めて立ち去ってくれたのだと思ったのだ。

　だが、違った。

「出てきてくれないなら、こちらから行くしかないわね」

　いつの間にか、ワタリたちの隠れている店の扉が開けられていた。嫌な予感がした時にはもう遅かった。

　ワタリの背後にルナがいた。安あん堵どという一瞬の油断を突かれてしまった。

　振り返って迎撃しようとしたが、ルナの方が速かった。彼女は背後からワタリに両手を絡からみつかせた。

「私、あなたのことは匂いでわかるの。宇宙にいた時からほのかに感じてた」

「放して……！」

「放さない。こうしてまた会えたからには……」

　身動きが取れない。振りほどこうにもルナはワタリと同じくらい力が強い。施設では二人は常にナンバーワンを争うほどに実力が拮きつ抗こうしていたのだ。

「ふふ、宇宙にも運命の女神さまっているのね。私のもとにあなたを遣わしてくれた……。これは私からの愛の証あかし」

　がちんと首のあたりで音がした。見ると、銀色の首輪がワタリの首に嵌はまっている。

「あっ……」

　途端、どういうわけかワタリの全身から力が抜けていった。

「こ、これは……」

「その首輪は銀河で見つけた特別な鉱石でできているの。身に着けた者の力を奪うのよ。これであなたは私のかわいい愛玩動物というわけ」

　ワタリは立っていることもできなくなって、その場にへたりこんだ。全然力が入らない。

「ワタリ！」

　リドリーもただ見ていたわけではない。彼女はレディースのピストルを抜いて、狙いを定めていた。引き金を引く。ちゃんと狙いを定めただけあって、弾丸は正確にルナの額へと飛んでいった。だが、

「こんな玩具で私を止められると思って？」

　あろうことかルナは弾丸を指でつまんで止めた。そのまま弾丸を指でぐしゃりと潰すと、床に落とした。

　歯は嚙がみしているリドリーをルナは冷たい目で睨にらんだ。

「あなた……確かワタリと一緒に地球を出た人だったわね。お名前、なんだったかしら。ま、なんでもいいけど。嘆かわしいわ。あなたみたいな雑ざ魚こがワタリの隣にいるなんて」

　言い終えた瞬間にルナの姿がブレた。瞬まばたきのあとには、ルナはリドリーの目の前に移動していた。手を伸ばす。リドリーの首を摑つかんで、そのまま持ち上げた。

「ぐ……が……」

　万力のように強い力。その手をはがそうとリドリーはもがくがどうにもならない。

「殺してしまいましょう。このまま首の骨を折ってあげるわね」

　ルナが手に力を込める。指が首に食い込んで、リドリーが苦悶の表情を浮かべた。

　ワタリが叫んだ。

「やめて、ルナ！」

　ルナが力を弱めて、ワタリを見る。

「リドリーを殺さないで。お願い……。大切な人なの」

「大切な人……？」

　ルナが再び指に力を込める。

「だったらなおのこと殺さないと……」

　苦しむリドリーを見て、ワタリはひときわ大きな声で叫んだ。

「やめて！　なんでもするから！」

　それで再びルナが止まった。彼女は醜悪な笑みを浮かべて、ワタリに聞き返した。

「なんでも……と言った？」

「うん。なんでも……」

「ふぅん」

　ルナは空いている手の人差し指を口に当てた。

「では、今から言う私のお願いを聞いてくれるかしら」

「……言って」

「私を愛していると言って。銀河で一番ルナのことを愛していると」

　ワタリは一瞬たじろいだ。そんなこと言いたくはなかった。だが、ワタリの迷いをルナは察したのだろう。再び指に力を込めようとするのが見えた。リドリーの命がかかっている。ワタリは覚悟を決めて、言った。

「愛してる……」

　ルナの表情が意地悪く歪ゆがんだ。

「ううん。聞こえないわ！」

　弾はじけるように、半ば自や棄けになってワタリは叫んだ。

「愛してる！　ルナのこと、銀河で一番愛してる！」

　ルナは醜悪な笑みを浮かべる。

「ふ。ふふふふ。はははははははは！」

　満足したルナはリドリーの首から手を離した。床に落ちたリドリーがゴホゴホと咳せき込む。

「そうよ。それでいいの。あなたは私の運命の人なのだから！」

　言って、ルナはリドリーの首の後ろを手刀で打った。それでリドリーが倒れた。思わずワタリはルナに叫んだ。

「そんな！　リドリーに手を出すなんて約束が違う！」

「安心して。殺してない。気絶させただけ」

　そう言うとルナはドレスの懐ふところから鎖を取り出して、ワタリの首輪にひっかけた。

「さあ、行くわよワタリ。結婚式の準備をするの。明日には式を挙げましょう」

　ルナが鎖を引っ張る。ワタリは犬のように引っ張られていった。

　まだ微かすかに意識のあるリドリーが、連れ去られるワタリを見上げていた。

「ワ、ワタリ……」

　ワタリに向かって手を伸ばすのが見えたが、そこで気を失った。




　そうして結婚式が始まった。

　式場は教会だった。花が咲く中庭。その中央に壇があって、神父が立っていた。

　そして式の主役である花嫁姿のワタリとルナが向かい合っている。

　神父が穏やかに、二人へ尋ねた。

「病める時も健やかなる時も富める時も貧しき時も、互いを妻として愛し敬い慈いつくしむ事を誓いますか？」

　即答するルナ。

「もちろん誓います」

　ワタリも答える。

「私も誓います。ルナを妻として愛します」

「ま、待ってくれワタリ！」

　そこに駆け付けたのはリドリーだった。リドリーは壇上のワタリに向かって叫んだ。

「私を捨てないでくれ！」

　だがしかし。

　壇上のワタリは、リドリーを見下ろして、冷たく言い放った。

「ごめんなさい。私もう、リドリーみたいな貧相な女性じゃ満足できないの」

　そう言うと、ワタリはルナに抱き着いた。

「ああ、なんて力強い肉体。やっぱり伴侶はルナくらい、強い女性じゃないと……」

「うふふ。たくさん満足させてあげるわ、ワタリ」

　神父が二人に言う。

「では、誓いのキスを」

　ワタリとルナが瞳を閉じる。そして互いに唇を寄せ合う。

「ワ、ワタリー！　やめてくれぇええええええええええええええええええ！」

　唇が触れ合ったその瞬間、

「やめてくれぇええええええええええええええええええ！」

　叫びながら目を覚ました。

　リドリーは木製のベッドの上で、上体を起こしていた。どうやら飛び起きたらしい。辺りを見渡す。彼女がいるのは、見知らぬ粗末な部屋だった。

「ここは……」

　どうやら気を失っていたらしいと理解する。そこで部屋の扉が開けられた。

「なんだい、大きな声を出して」

　入ってきたのは、ルナと会う前に話をしていた店主だった。

　リドリーは店主に言った。

「……気を失った私を介抱してくれたんですね」

「ああ。女王に酷ひどい目に遭わされた人を放っておくなんて、できないからね」

　店主は目を伏せて言った。

「相方のことは残念だったね」

　それでリドリーはワタリがさらわれたことを思い出した。

「そうだ。ワタリを助けに行かないと！」

　ベッドから出ようとするリドリーを店主が止めにかかる。

「やめなさい。悪いことは言わないから諦めた方がいい。あの女はこの星の人間が束になってかかっても敵かなわなかったんだ。あんたの命を助けてくれたあの子の思いを無駄にしちゃいけないよ」

「ご忠告感謝します」

　そう言いながらもリドリーは店主を押しのけて、ベッドから降りる。

「私たちが別れて生きていくという選択肢は存在しないので」

　とはいえ。

　リドリーはルナの強さを思い出す。ワタリと力で張り合い、銃弾を指で止めた。その身体能力はワタリと比べても遜色ないはずだ。言うならば今回の戦いは、ワタリと戦うに等しい。

　無策で勝てる道理はない。何か手を考えなくては。

　リドリーは窓の外を見た。そこからは大きな城が見える。

「店主さん。ルナはあのお城にいるんですよね」

「そうだけど、城に向かうのは絶対ダメだよ。城にはたくさんの兵士がいる。お前さん一人じゃどうにもならん。玉座のルナにたどり着くことすらできんだろう」

　それはその通りかもしれないと思う。奇襲を仕掛けるにせよ、正面からツッコむのは良くない。

　策を練っていると、部屋の外から声が聞こえた。窓から顔をのぞかせると、兵士が通達を出して回っていた。

「明日の正午にルナ女王の結婚式を行う。場所は教会にある庭園だ。星人は全員出席し祝うこと」

「そこを奇襲する手もあるか……」とリドリーは呟つぶやく。

　それを聞いた店主が再度忠告した。

「そりゃ城を攻めるよりはましだが、それにしたってルナ女王は強いんだ。命が惜しければやめ……」

　しかし、リドリーはそれを遮った。

「命が惜しいから戦うんです。私とワタリは二人で一つの命ですから」

　肉体労働をワタリが担当し、頭脳労働をリドリーが担当する。どちらかが欠ければ、この過酷な銀河では生きていけない。

「何より、やられっぱなしってのは性に合わない。私たちにあれだけの屈辱を味わわせたんです。その代償は払わせなきゃ」

　リドリーは、自分の全身から負のオーラが漏れ出るのを感じていた。抑えられない。それは店主にも伝でん播ぱしてしまったのだろう。彼を怖がらせるつもりはなかったのだが、店主はすっかり気け圧おされてしまっていた。

「そ、そこまで言うなら……止めはしないさ」

　そう言って、店主は部屋を出ていった。

　部屋に一人残されたリドリーは考える。奇襲はあくまで最終手段だ。もっとスマートな方法があれば、それにこしたことはない。

　窓辺で羽を休めている小鳥を見つめながら策を考える。




　一方その頃、城内のルナの私室では、ワタリのドレスフィッティングが行われていた。数人の女の召使いが、ワタリをドレスアップしている。今彼女が着せられているのは、鮮やかな深紅のドレス。黒髪に赤がよく映える。

　着飾ったワタリを見て、ルナは言った。

「よく似合ってるわ」

　だが、言葉とは裏腹にその顔は不服そうである。

「似合ってはいる。でも普通過ぎる。ワタリにはもっと似合うウエディングドレスがあるはず。……そうね、露出を増やしましょう。ワタリのすばらしさは、その肉体美なのだから。特に足はガゼルのように力強くてしなやかなのよ。絶対に見せなくちゃね。でも、決して品を損なわないように。さあ、次のドレスを見繕ってきなさい」

「かしこまりました」と召使いたちはドレスを探しに別の部屋へと向かった。

　ワタリとルナの二人だけが部屋に残った。

　ワタリは訝いぶかしむような目でルナを見ていた。それに気付いて、ルナはワタリに微ほほ笑えんだ。

「そんな顔しないで。心配しなくていいの。必ず私があなたに一番似合うドレスを見立ててあげるから。この星の人間全員があなたの美しさにくらくらするような……。大丈夫。私は銀河で一番、あなたのことをわかっているのだから」

「そんなことを不審に思ってるんじゃないよ」

「あら。じゃあ、どうしてそんな目で私を見るのかしら」

「わからないからだよ……」

「わからない？」

「あなたにそんなに好かれる理由がわからないの」

　ワタリは地球でのことを思い出していた。

「私とあなたは同じ施設にいた。戦場で戦う兵士として肉体を改造され、訓練で何度も顔を合わせた。一緒に戦場に出たこともあるね。けれど……あなたは私のことが大嫌いだったはずでしょう」

　施設においてルナは何かにつけてワタリを目の敵にしていた。顔を合わせればワタリの陰気な容姿を馬鹿にし、カリキュラムの成績も決してワタリにだけは負けないように対抗心を燃やしていた。実戦訓練などは酷ひどいもので、実戦にかこつけて明確な殺意を以もつてワタリに攻撃をしてきたものだった。だから、ワタリは彼女と会うのが嫌だったのだ。間違いなく自分を殺そうとしてくると思っていた。けれど、今はどうしてか愛情を向けられている。

　ルナは答えた。

「そうね。私、あなたのことが大嫌いだった。ううん、今もそう」

　ルナの目に明確な殺意と憎ぞう悪おが宿る。それは施設で見たものと全く変わらない……それどころかより苛烈なものだった。

「そう、今だって！」

　ルナはそう言うと、ワタリの頭を鷲わし摑づかみにする。ワタリはルナの手をはがそうともがくが、首輪のせいで力が入らないのでびくともしない。

「このままあなたの頭を握りつぶしてやりたい。深紅の鮮血と薄汚い脳のう漿しようをぶちまけさせてあげたいの！」

　このまま殺されるかもと覚悟する。しかし、ふっと頭の重圧が無くなった。ルナがワタリから手を離したのだ。床の上に落ちたワタリを見下ろして、ルナが微ほほ笑えんでいる。

「なんてね。冗談よ、冗談。あなたなんて大嫌いだけど、殺したりはしないわ。結婚するだけで許してあげる」

　ワタリは呆ほうけながらも、もう一度尋ねた。

「だから……どうして結婚したいのかがわからないんだよ……」

「説明したって仕方ないわ。どうせ気持ち悪がられるだけで、理解なんてされないもの。だから、あなたはただ、私からの愛をその身で受け止めていればいいの」

　ルナはワタリの耳元に唇を寄せ、蠱こ惑わく的に囁ささやく。

「そして、私を愛してくれれば」

　ワタリはぶんぶんとかぶりを振った。

「それはありえない。たとえ殺されるとしても」

　施設にいた頃から、ルナは感情的だった。彼女の機嫌を損なえば弾みで殺されるかもしれない。けれど、ワタリに反抗されてもルナは思いのほか冷静だった。

「あのリドリーとかいう女が心残りなのね？」

　その言葉で、嫌な予感がする。「まさかリドリーを殺す気なんじゃ……」

　くすくすと笑うルナ。「そんなことをする必要、私にはないのよ」

　言ってルナは小瓶を取り出した。中を赤黒い粘性の強い液体が満たしている。

「これが何かわかるかしら」

　ワタリは首を横に振った。

「ありていに言うならば、惚ほれ薬よ。血を混ぜて使うの。これを飲んだ人間は、混ぜられた血の主のことを愛するようになってしまう……。見ての通り、とても赤いでしょう。私の血をたっぷり混ぜてあるわ。これを結婚式の誓いのキスで……あなたに口移しで飲ませる」

　昂たかぶるルナ。自分で自分を抱きしめる。

「きっとあなたは式が始まっても私を嫌いなままでしょう。けれど、それが反転するのよ。私の口づけでね。誓いのキスを終えたあなたは、私に永遠の愛を約束するようになるの。ねえ、こんなロマンチックなことはないでしょう？」

　そう言って、ルナは狂気の笑みを浮かべた。思わずぞっとしてしまう表情。ルナはワタリに猫なで声で続けた。

「だからね、ウエディングドレスはしっかり選ばないと。シンデレラにも負けない、最高に魅力的なものを」

　そこで召使いたちが新たなウエディングドレスを持ってきた。「女王様、ドレスをお持ちしました」

「では、さっそく着替えさせてあげて。さて、どんなドレスがワタリの旅の終わりに相応ふさわしいかしら……」




　着せ替えは続いた。食事や入浴などのその他もろもろを終えた時には、すっかり夜になっていた。ワタリはルナに手を引かれ、城を歩いていた。連れていかれたのは、尖せん塔とうにある部屋だった。

「今晩はここで眠ってね。それは私だって、一緒に寝たいけれど、ほら、ヴァージンロードはヴァージンで歩いてもらわないといけないでしょう？　我慢できそうにないから」

　そう言って、ルナはワタリを部屋に押し込んだ。

「脱走なんて考えないように。扉の外に見張りを置いておくからね」

　分厚い鉄てつ扉ぴが閉められた。力を奪われているワタリではとても壊せそうにない。見張りが置かれなくとも脱走など不可能だ。

　それでも一応、脱出できないかと周囲を探ってみる。窓があったが、鉄てつ格ごう子しが嵌はめられているので絶対に抜けられない。

　結局、ワタリにできることは何もなく、ただ時が過ぎるのを待つしかなかった。

　夜が更ふけてきた。けれど、眠る気にもなれなかった。

　窓辺から外の風景を見下ろしていると一羽の小鳥がやってきた。小さ夜よ啼なき鳥どりだ。鳥は鉄てつ格ごう子しの間から入ってきて、ワタリに寄り添った。

「私を慰めてくれるの？」と尋ね、ワタリは小さ夜よ啼なき鳥どりを撫なでた。

　鳥が嘴くちばしを動かす。きれいな鳴き声が聞こえるかと思っていたが、発されたのは全く違う音だった。

「私だ」

　人の声。それも聞き慣れた声だった。

「えっ、もしかしてリドリー？」

　よく見ればその小さ夜よ啼なき鳥どりは精巧な機械だった。

「すっかり騙だまされたな」

「まったく気付かなかったよ」

「助けに来た。その鳥の目はカメラになっているから、状況はおおよそ理解している。首輪を見せてくれないか。それさえ破壊できたら、自力で脱出できるだろう？」

　ワタリは頷うなずいて首輪を見せる。小さ夜よ啼なき鳥どりのつぶらな瞳が首輪を観察していたが、やがて諦めたように言った。

「ダメだ。その首輪は壊せそうにない」

「そうだよね。機械の小鳥じゃ金属を壊すようなことは……」

「いや、厳密には壊すことはできる。その小さ夜よ啼なき鳥どりは小型の爆弾でもあるからね。だが、それをワタリの首元で炸さく裂れつさせたら、いくら頑丈なワタリでもただでは済まない。扉の鍵を壊したら、脱出できないか？」

「ダメだよ。扉の外に見張りがいるって言ってた」

「じゃあ、窓の鉄てつ格ごう子しを壊そう。実は今、私は馬車に乗って塔の上を飛んでいる。ワタリが窓から出てきてくれれば、引き上げることはできる」

「そうだね。私もそれがいいと思う」

「じゃあ、窓から離れて。その小さ夜よ啼なき鳥どりを自爆させる」

　ワタリが窓から離れると、窓辺の小鳥が白く発光した。そして次の瞬間、大きな音とともに炸さく裂れつする。窓の鉄てつ格ごう子しが壊れて吹き飛んだ。窓枠もえぐれていたから、ワタリが外に出ることは容易そうだった。ただ、扉の向こうで人が動く気配がした。大きな音を不審に思って見張りが動き出したのだろう。まもなく扉を開けて入ってくるはずだ。急いで脱出せねば。

　ワタリが窓から身を乗り出す。その動きに合わせて、上空から馬車が降りてくるのが見えた。扉からリドリーが身を乗り出して、こちらに手を差し伸べていた。

「ワタリ！」

　背後で扉が開けられる音がした。見張りが入ってきたのだ。馬車はまだ窓の高さまで降りてきてはいなかったが、もはや時間はなかった。振り向く時間すら惜しく、ワタリは窓から馬車に向かって飛んだ。首輪のせいで力が抑制され、まったく跳躍できなかったが、ワタリの手をリドリーが摑つかんだ。それでリドリーは少し、馬車から落ちそうになる。だが、どうにか堪える。

「んぎぎぎぎぎぎぎ……」

　顔を真っ赤にして、ワタリを引き上げようとする。非力なリドリーには、ワタリを持ち上げるのは大変な重労働だ。それでもどうにかゆっくりと、歯を食いしばりながらワタリを引き上げていく。

　馬車も上昇を続けている。もう尖せん塔とうの天てつ辺ぺんより高い位置まで来ていた。これならば、見張りはどうしようもない。安心して、馬車に乗ることだけを考えればよかった。

　あともう少しで籠の入り口のヘリに足がかかる。が、その時……。

　がんという音とともに馬車が大きく揺れた。

　背後に邪悪な気配を感じた。振り返る。

「うふふふふふ、どこに行こうというのかしら」

　ルナがいた。馬車の車輪に摑つかまっている。

　何な故ぜルナがここに。その疑問がよぎった瞬間には、ルナは車輪からワタリへと飛び移っていた。そのままワタリを抱きしめる。二人分の重みに、リドリーは耐えられない。たまらずリドリーは手を離してしまった。

「ワタリ！」

　リドリーの叫びが遠ざかっていく。ルナとともにワタリは地上へと落ちていく。

　地面に衝突する直前、ルナは自分の体をワタリの下にした。そして強く抱きしめる。強烈な落下の衝撃がワタリを襲うがワタリには怪け我がはなかった。ルナもルナで強きよう靱じんな肉体を有しているため、かすり傷程度しか負っていない。

　地上に降りたルナが笑ってワタリをたしなめた。

「まったくもう。逃げちゃダメと言ったのに……」

　ルナの言葉を無視して、ワタリは尋ねた。

「どうしてあなたがあの場所に……」

「うん？」

「見張りから連絡が行ったとしても、やってくるのが早すぎる……」

　くすくすとルナが笑った。

「だって私が見張りをしていたんですもの。扉越しにずっとあなたの息遣いを聞いていたの……。一晩中そうするつもりだった……。あなたを少しでも近くに感じたくて……」

　ワタリはうんざりした。ルナの言葉に何度ぞっとさせられればいいのだろう。

「それにしても、本当に脱走を図るなんて。これはもう、仕方ないわね。一晩中一緒にいるしか……」

　言うとルナはワタリを横抱きにして立ち上がった。

「ま、まさか……」

「ワタリが悪いのよ？　これは必要に迫られて、なんだから」

　言いながら、ルナはワタリをお姫様抱っこして歩き出す。行く先は想像がつく。ルナの寝室だろう。

「た……助けて、リドリー……」

　呟つぶやいて、夜空を見上げる。馬車はまだそこにあったが、攻めあぐねていた。正面からルナとぶつかったらリドリーに勝ち目はない以上は退くしかない。彼女の歯は嚙がみする顔が見えるようだった。




　寝室に連れていかれた。この星で一番贅ぜいを凝らしたと思われる大きなベッドが置かれていた。ルナはワタリをベッドの上に放ると、獣のように覆いかぶさってきた。目をぎらぎらさせている。ルナは心底から嬉うれしそうに言った。

「さあ、褥しとねを共にしましょう」

　舌なめずりをするルナを見て、ワタリは戦慄する。「わ……わぁ……」

　自分はこのまま食べられてしまうのだと直感した。勝てないと分かっていながらもワタリは抵抗しようとした。両手を振り回す。けれど、ルナは難なくその手を摑つかんでしまった。これでもうおしまいだった。あとはルナにされるがままになるだけ。

　ルナが言う。

「身をゆだねて。大丈夫。私、今日までたくさんの女を抱いてきたから。私の愛あい撫ぶで満足しない女はいなかった……」

　言いながらルナはワタリの首筋に唇を寄せる。生温かい物が触れた。ルナの舌だと理解する。舌を這はわされている。「ひぃ」という悲鳴がワタリの口から洩もれた。いよいよ、もう、そうなってしまうのだと思った。ワタリは硬く目をつむって、我慢するしかない。

　けれど、妙なことが起こった。舌の動きが止まったのだ。不審に思って目を開けると、ルナは舌をひっこめてワタリを見つめていた。

「……やめた」

　ルナは覆いかぶさるのをやめて、ワタリの隣にあおむけになった。ただ、手だけは離さなかった。ワタリと手を繫つないだまま、天井を見上げていた。

　ワタリは相当驚いた。さっきまでのルナの目は性欲に飲み込まれた獣のそれだったのに、何な故ぜ。

「……どうしてやめたの？」と思わず聞いてしまった。

　ルナが楽しげに聞く。

「あら、してほしかった？」

「全然、まったく、これっぽっちもそんなことはないけど……」

「でしょうね」

　ルナはくつくつと笑う。

「別にいいかなって思ったのよ」

　ルナは天蓋を見つめて言った。

「この星で……ずっと奇跡を待っていた。夜空からあなたが降りてくる奇跡。起こりえないと思っていたから、胸をかきむしりたくなるような苦しい夜を過ごしてた。あなたに触れたくて触れたくて、でもどうにもならなくて……」

　ワタリの手を握るルナの手に、力がこもった。

「今、手をつないだ時にね、幸せだなって思っちゃったの。そうしたら、別にまぐわいなんてどうでもいいなって、なっちゃった」

　ワタリは動揺した。今、隣にいるルナが、さっきまでのルナと同一人物には思えなかった。天蓋を──その向こうにある夜空を──見つめているだろう彼女の目は、吸い込まれそうになるほどに純な輝きを帯びていた。狂的で獰どう猛もうなルナは影もない。

　今のルナなら、話が通じるかもしれない。そう思って、ワタリは切り出した。

「ルナ。私を解放してほしいの。私はね、まだ旅の途中なの」

　ルナが横目に、ワタリを見た。凪ないだ瞳だった。

「たくさんの星を、リドリーと一緒に渡ってきた。困難も二人で乗り越えてきたの。リドリーと離れるなんて、私には考えられないんだ。リドリーだってそうだと思う。だからお願い。私を解放して」

「そうなの」

　怒らせるかと思ったが、そんなことにはならなかった。ルナは薄く、少しだけ寂しげな笑みを浮かべただけだった。

「それは……きっと素敵な旅だったのでしょうね。二人の愛情がどんどん深まっていくような……」

「うん……」

「でもね、ワタリ。私のあなたへの愛情も、リドリーに負けないくらい深まっていったのよ。あなたたちが旅をしているうちに……」

「……わからないよ。私たちは地球を出てから全然かかわりなかったのに、どうして深まるの？」

「それはね……」

　言いながら、ルナは体を起こした。そして自分が着ているドレスを脱いでいく。しゅるりという衣きぬ擦ずれの音。窓から射さす明かりの下に、ルナの一糸まとわぬ肢体が露あらわになる。

「ワタリ。見て、私の体を」

　その体を見た時、ワタリは思わず起き上がって、ルナを抱きしめていた。

　ルナもまた、そっとワタリの背に手を回した。

　二人にしかわかり合えない絆きずなが、そこにあった。




　翌朝。

　町外れに置いてある馬車の中にリドリーはいた。今日の正午、結婚式が行われる。なんとしても阻止しなくてはならない。町の人に聞いたところによると、ルナは強力な惚ほれ薬を持っているらしい。彼女は誓いのキスに乗じてそれをワタリに飲ませるつもりだという。それだけはなんとしても阻止しなくてはならなかった。

　問題は、やはりルナをどうするかだった。アレが傍そばにいる限り、ワタリの奪取は困難なのだ……。

　策を思案していると、誰かが馬車の扉をノックした。町の人間でも来たのだろうか。少し不審に思いながら、リドリーは扉へと向かった。

「はい。どちら様……」

　扉を開けて、リドリーは目を剝むいた。そこにいたのはワタリとルナだった。ルナがワタリの手を握っている。

　リドリーの視線は自然とルナに向けられた。警戒していた。それを察して、ルナが言った。

「そんな怖い顔をしないで。昨夜の意趣返しに来たのではないの。私だって、あなたのことを無用に傷つけたくはないわ。だってワタリの大事な人ってよくわかったんですもの」

「……じゃあ、どうしてここに来た。私を殺す以外に理由はないと思うが」

「ワタリの希望よ。どうしてもあなたに会いたいって言うから……」

　ルナがワタリを促す。

「さ、ワタリ。言ってあげなさい」

「うん。リドリー、私ね、決めたことがあるの」

　神妙な顔をしているワタリに、リドリーは尋ねる。「……何を決めたんだ」

「私、ルナと結婚する……」

　リドリーは心臓が縮こまる思いがした。だが、すぐに思い至る。

「ワタリ、拷問でもされたのか」

　そうでなければ、ワタリがこんなことを言うなんて考えられない。

「ルナ、絶対に許さないぞ。ワタリを傷つけたなら……」

「違うよ、リドリー。私の体のどこにも傷なんてないでしょう？」

　今のワタリは、ルナの趣味で露出の多い服を着ている。そして少なくとも見える範囲には傷一つつけられていなかった。

　ルナが言った。「私がワタリに暴力なんて振るうわけないでしょう？」

「そうか。なら、惚ほれ薬を飲ませたんだな？　卑ひ怯きようだぞ、ワタリの意思を蹂じゆう躙りんするような真ま似ねをして……」

「惚ほれ薬？　ああ、これのことね」

　ルナは、ドレスの胸元から真っ赤な液体が入った小瓶を取り出すと、それを地面に放ってしまった。瓶が割れて中身が飛び散った。

「……惚ほれ薬を飲まされたんじゃないのか？」

　ワタリが答える。

「うん。飲まされてない。だからね、これは完全に私の意思なの。もう一度言うね、リドリー」

　そうしてワタリは、再びその言葉を口にした。

「私、ルナと結婚するね」

　その瞬間、リドリーは脳が破壊された感じがした。

　何も考えられない。言葉も出ない。リドリーの頭は真っ白だった。

「だから、今日の結婚式は邪魔をしないでほしいな。私を助けようともしなくていいから」

　その後、ワタリが何かを喋しやべっていたがその全てはリドリーの耳を素通りしていった。

「リドリー、聞いてる？」

「────」

「壊れてしまったみたいね。まあ、時間をおけば治るでしょう」とルナがワタリの腰に手を回す。それにワタリは抵抗しない。よく見れば、もう首輪もしていない。それはつまり、ワタリは抗あらがおうと思えばルナに抗あらがえるのだ。なのに、それをしないということは……。

　ワタリは本当に、ルナのことを好きになってしまったのだ。

「さ、行きましょう、ワタリ」

　二人が硬直しているリドリーに背を向ける。

　ルナがワタリに言う。

「これで死ぬまで一緒ね、私たち」

「うん……！」

　二人は仲なか睦むつまじい様子で歩いて行った。それをリドリーは茫ぼう然ぜんとして見つめていた。

　かなり時間をおいて、ようやく思考力が戻ってきた。その頃にはとっくに二人はいなくなっていたし、なんなら結婚式が始まる時刻になった。

　意識が戻ってきたリドリーが最初に放った一言は、

「野郎。ぶっ殺してやる」

　言いながら、リドリーは馬車の中に戻った。

　リドリーは弱い。正面からルナを殺すことは叶かなわない。だが、手段を選ばなければその限りではない。

「この惑星破壊爆弾で……！」

　リドリーの馬車には無数の兵器が搭載されている。その中で最も破壊力があるのがこの惑星破壊爆弾だった。小惑星くらいなら跡形もなく消し去ることができる。いかにルナといえどひとたまりもないだろう。一生使わないと思っていたが、ついに出番が来たようだ。ワタリだって許すものか。たった一晩であんな女に鞍くら替がえして……。

「ふひ、ひひひひひひ」

　リドリーの目は完全にイってしまっていた。口からも唾液が滴したたっている。

　馬車内のコックピットで機器を操作し、惑星破壊爆弾の起爆スイッチを出現させる。それに指を当てる。だが、押す寸前で止まった。

「う、うう……」

　さっきまで無気味に笑っていたリドリーだったが、今度は泣き出した。

「うわああああああああああああん！　うわああああああああああああん！　嫌だよぉおおおおおおおおおおおお！」

　やっぱりワタリが死ぬのはダメだ。もう彼女の気持ちが自分に向いていないとしても、それでもいいからワタリには生きていてほしい。

　そう思って、すんでのところでリドリーは爆弾のボタンを押さずに済んだ。ハンカチを取り出して、涙を拭く。ティッシュで思い切り鼻をかむ。それで少し落ち着きを取り戻した。

「ううっ……ぐすっ……」

　目も鼻も真っ赤だったが。

　……冷静に考えて。

　やはり一晩でワタリが心変わりするとは考えにくい。何かしらの精神操作がなされたはずだ。いや、もしなされていないのだとしてもだ。私はワタリの心変わりを認められない。絶対にワタリを諦められない。

　リドリーは馬車を発進させると、結婚式が行われる教会へと向かった。




「新婦新婦の入場です」

　教会の中に、二人の新婦のための壇が準備されていた。

　赤い道が壇へと続いている。それは花のアーチで彩いろどられていた。女王の結婚式ということで、星中の人々が集められて、庭園はにぎわっていた。

　ルナとワタリが並び、壇への道を歩く。ワタリは純白のウエディングドレスに身を包んでいた。背中と肩、腕が出ているデザインだ。足も出ているが、フィッシュテールスカートなので品位は保っている。ワタリの黒髪に、ヴェールの透き通るような白さが映える。これを見立てたルナのセンスは確かなものだった。

　ルナはと言えば、夜空を思わせるロイヤルブルーのドレスに身を包んでいる。普段の苛烈な彼女とは正反対の静せい謐ひつな色。腕に嵌はめている銀色のウエディンググローブが輝きを放っている。ヴェールは夜のとばりのようなシックな黒。ワタリと違って、一切の露出はない、格式高い装よそおいだった。

　二人は腕を絡からませて、壇へと向かう。ワタリを見るルナは穏やかな表情をしている。ワタリもまたルナを嫌がる様子は全くない。

　壇に上がって向かい合う。ルナがワタリのドレス姿を改めて見た後に、ほうっと夢見るようなため息を吐いた。

「……本当に綺き麗れい。夢で会った時よりもずっと……」

「ルナも……まるで月の女神様みたい」

「あら、本当？」

「本当だよ」

「……すごく嬉うれしい」

　ルナの瞳の端から、星ほし屑くずのような涙が零こぼれた。

　神父役を命じられている星人が、二人に尋ねる。

「病める時も健やかなる時も、富める時も貧しき時も、死がふたりを分かつまで命の続く限り、これを愛し、敬い、貞操を守ることを誓いますか？」

　二人は迷いなく答えた。「誓います」

　神父は頷うなずいて言った。

「では、誓いのキスを」

　二人は互いのヴェールをそっとあげた。そして唇を寄せ合う。

　唇が触れそうになった、その瞬間。

　ルナがはっとした表情をして、ワタリから離れた。彼女の目は上空を睨にらんでいた。

　視線の先にはリドリーの馬車があった。馬車のあちこちからレーザー砲が顔を出している。普段は格納されている十近い砲門が、全てルナに向けられていて、それらが一斉に光を放った。色とりどりの閃光がルナを襲った。

　ルナは腕を振るって、そのレーザーを弾いた。ルナのグローブは戦闘用の特殊合金でできていたのだ。圧倒的な身体能力で、撃たれるレーザーを次々とはじいていく。

　集まっていた星人たちは、突然の襲撃に慌てふためいた。騒ぎながら一斉に教会の出口へと向かっていく。

　レーザー攻撃は間断なく続く。正確にルナに狙いをつけ、次々に掃射される。ルナはそれを打ち落としていくが、防ぎきれなかったレーザーによって少しずつ着ているドレスが焦げていった。

　ワタリが、馬車に向かって叫んだ。

「リドリー、やめて！　お願いだから！」

　その声は、観衆の騒ぎに搔かき消けされて届かない。攻撃は苛烈さを増していった。




　馬車の中からリドリーは敵を見ていた。このままレーザーを撃ち続ければ、じきに相手が疲弊する。そうなれば、こちらの勝ちだ。

　モニターに映るルナをリドリーは集中力を以もつて凝視する。いつ敵が反撃してくるかわからなかった。だが、敵にその気配はなかった。その気になれば、馬車まで跳躍したり、あるいは地上にある何かを投とう擲てきして攻撃することもできるはずなのだが……。ただただ攻撃を防いでいる。格式高い服はあちこちが破れて、肌が見えるようになっていた。

　そこでリドリーは違和感に気付いた。

「あれは……まさか」

　リドリーの手が止まる。レーザー攻撃が止やむ。

　けれど、それはルナを許したからではない。もう、攻撃の必要がないと分かったからだった。

　攻撃をしのぎ切ったルナが、肩で息をしているのが見える。

「がふっ」

　唐突に彼女は咳せき込んだ。そして膝を突くと、大量の血液を吐き出した。無論それは、レーザー攻撃のせいではない。

　露出したルナの体、そのほとんどが黒色に蝕むしばまれていた。




「この黒に、あなたなら見覚えがあるでしょう？」

　昨夜、窓からの明かりに肢体を晒さらしながら、ルナはワタリに言った。

　ルナの体、そのほとんどすべてを覆う黒色を見て、ワタリは言葉を失った。

　黒化。それは、ワタリら改造人間に見られる病の症状だった。戦争のために肉体を改造された彼らは、その限界を超えた身体性能を発揮する。その代償として、適切なメンテナンスや治療を受けないと体が崩壊してしまう場合がある。この黒色がそれなのだ。ワタリもまたリドリーのメンテナンスや治療がなければ、同じ症状に苦しめられていただろう。

　ワタリは咄とつ嗟さに言った。

「リドリーに診てもらおう」

　その時にはもう、ワタリはルナへの敵意を失なくしていた。とても他ひ人と事ごとには思えなかったからだ。施設では黒化して死んでいった者がたくさんいた。

　けれど、ルナはワタリの提案に首を振った。

「もう遅いわ。わかるでしょう、ここまで進行してしまっては。明日で限界だと思うの」

　言いながら、がふがふとルナは咳せき込んだ。口に手を当てたが、指の間から血が漏れてワタリに少しかかった。

「ごめんなさい……」

　言いながら、ルナはワタリの顔を指で拭った。

「……この症状が、ルナが変わった理由？」

　ルナは少し考えてから言った。「……そうね。そういうことになるわね」

「施設時代のこと、覚えてる？　私は私のことが大好きだった」

「そうだね。自分が一番だって言うのを隠そうとしなかった」

「だって、みんな私より弱くて醜いんですもの。劣等を尊重する理由があって？　その考えは今も変わらない」

　ワタリは黙した。ルナのその考えには賛同できなかった。

「地球が滅んだ後、私はこの星に来た。そして力ですべてを支配した。強者は心置きなく欲しいものを……。いい時代になったものだと思ったわ。私は強くて美しいから、この世の全てを享受する権利がある。そんな幻想を打ち砕いたのが、この黒だった」

　胸の漆黒を忌いま々いましそうに見つめた。

「私は強くも美しくもなくなった。こんな病気ひとつで死ぬ脆ぜい弱じやくな存在なのだと思い知らされた。途端、私は怖くなったわ」

「……死ぬのが？」

「……それよりも……誰とも分かり合えずに消えることが」

　ルナは困ったように笑った。

「私は別に他人が嫌いだったわけじゃない。自分と同等の人間に出会いたかっただけ。もし私と同等の強さと美しさを持つ人が現れたら……いつでも受け入れるつもりだった。だったのに……」

　ルナは続ける。

「……荒れたわ。手あたり次第に女を抱いた。愛を囁ささやかせたり、囁ささやいたりしてみた。でも、どれもままごと。すればするほどに虚むなしくなるだけ。当たり前よね、だって私は内心ではその人たちを見下しているんだもの。私はきっと誰も愛せない。空虚だった私に、ふと過よぎったのがあなたの顔だった」

「どうして私を。私のこと、嫌いだったはず」

「そうよ。大嫌い。でもそれは……あなたが美しくて鼻についたからよ。いつもおどおどしてて醜いくせに……こと戦いになると誰よりも力強く美しい……。この私と同じくらいに……」

　ルナは不思議な目をしていた。愛憎が混じった、どろどろの目だった。

「病に侵されて、やっと気づいたのよ。私はあなただけは認めていたこと。でも、もう遅かった。だって、あなたはこの銀河のどこにいるかわからないんですもの。私は夜空を見上げて、あなたのことを想おもうしかできなかった。思いに気付いてからは肥大する一方だった。膨らむのは……もう、私にも止められなかった。夢想したわ。あなたと一緒にこの銀河を渡る夢……。どんな困難も二人で力を合わせて乗り越えるのよ。私の胸の中だけの冒険譚たん」

　気持ち悪いよねとルナが言った。確かにそうだと思って、ワタリは言った。

「うん。気持ち悪いね」

　昼間のルナの言葉を思い出す。

　──説明したって仕方ないわ。どうせ気持ち悪がられるだけで、理解なんてされないもの。

　その通りだ。勝手に妄想の出だ汁しに使われているなんて気持ちが悪い。だが、ルナの言葉の後半は違う。

「でも、理解できないってことはないよ」

　ワタリの言葉はルナにとって予想外だったのだろう。彼女は目を猫のように丸くした後、心底嬉うれしそうに顔をほころばせた。

「ありがとう。すごく嬉うれしい」

　ワタリはルナの体に触れる。黒くなった部分は、人間の皮膚とは思えないほどに硬化している。その硬さで進行の度合いがわかる。これはもう、助からない。たまらずワタリはルナを抱きしめていた。

「……私にできることはない？」

「……いいの？　お願いして」

「うん」

　ルナは、今更ながら躊躇ためらった様子を見せてから言った。

「私のことを愛しているふりをして。私が死ぬまででいいから」

　その願いを跳ねのけることなどワタリにはできなかった。




　翌日、二人でリドリーの下へ向かった。そして事情を全て説明した。自分たちが結婚すること。でも、それは一日限りのことであること。明日になったらルナは自分を解放してくれること。ルナの病を治せないかも聞いたが、リドリーは全く反応を見せてくれなかった。結婚をすると話した時点でフリーズしていた。それで諦めて、結婚式場に向かったのだった。




　ルナへの攻撃をやめた馬車が地上に降りてくる。肩で息をするルナはうずくまったまま動かない。傍かたわらにいるワタリがルナを抱いていた。

「ルナ！　しっかりして、ルナ！」

　馬車から降りてきたリドリーが二人に近づいてくる。ワタリがリドリーに縋すがるように言った。

　ルナの病とワタリの必死さ。それだけでどういう状況か、リドリーにはおおよそ察しがついた。

「ねえ、リドリー！　どうにかならない!?　私がこうなるのは防いでくれたでしょ？」

「これは無理だ……」とリドリーはかぶりを振った。

「もっと症状が軽ければどうにかなったが……」

　ルナが血を吐きながら言った。

「いいの。これでいいの」

　血まみれの手で、ルナはワタリのドレスに縋すがりついた。

「最さい期ごに……抱きしめてくれる？　眠るときは、愛する人の腕の中で……」

　もう呼吸も浅い。

　ルナの最さい期ごの願いを叶かなえようと、ワタリは彼女を抱きしめようとした。

　けれど、それをリドリーが制した。

「やめろ、ワタリ」

「リドリー……！」

　ワタリはリドリーを睨にらんだ。

「最さい期ごの願いくらい叶かなえてあげたいよ」

「必要ない」

「い、いくらなんでもそれは……」

「最さい期ごとは限らない」

「えっ……」

「馬車に運ぼう。私にはこの病に打つ手はないが……他の星の技術なら違うだろう。緊急手術をすれば、少しの間延命することができる……と思う。その間に……」

　ワタリの顔に希望の光が射さした。

「リドリー……！」

「急いで運び入れてくれ。死んでしまったら終わりだ」

「うん！」

　ワタリはルナを担かつぎ上あげる。ルナが朦もう朧ろうとした意識の中、リドリーに尋ねた。

「どうして……助けてくれるの。あれだけ酷ひどいことしたのに……」

　リドリーは静かに答えた。

「お前のためじゃない」

　言って、リドリーはルナの黒化した肌を見る。

「もうあの戦争の犠牲者を見るのは、こりごりなんだよ」

　馬車は蝕むしばまれたルナを乗せて、月げつ蝕しよくの星を出た。

　黒い病を治す術を求めて。










涙の星




　馬車は、銀河を駆ける。運転は、機械の御者の自動操縦に任されている。いつもはリドリーが細かく経路や運航方法を指示するのだが、今はそれがなかった。それどころではなかった。

「くそっ、間に合ってくれよ……！」

　多次元の車内には、手術室も完備されている。そこに病人を運び込み、手術を行おうとしていた。

　ストレッチャーに乗せられている病人の名はルナ。前の星で拾った暴虐の女王にして、地球での戦争で体を黒に汚染された少女だった。走るストレッチャーの傍かたわらには心配そうな面持ちのワタリが並走していた。

　手術室に着く。ワタリはここまでしかついていけない。部屋に入るリドリーにワタリは縋すがるように言った。

「リドリー、頼んだよ……」

　頷うなずいて見せたリドリーだったが、その表情は険しかったし、冷汗も流れていた。




　その間、ワタリは部屋の前に置いてあるソファーに座って待っていた。

　数時間かけて手術が終わり、部屋から憔しよう悴すいした様子のリドリーが出てきた。リドリーの姿を認めて、ワタリがソファーから立ち上がる。

「どうだった……？」

　リドリーは答えずに、ソファーにどかっと座った。疲れ切っていて、声も出ないといった様子だ。いや、本当にそれだけだろうか。この憔しよう悴すいぶりは……。

「まさか……」

「いや」

　リドリーは手のひらを見せて、小さな声で否定した。

「一命は取り留めた。手術は成功だ」

　それを聞いて、ワタリはほっと胸をなでおろした。「よかった」

　だが、とリドリーは険しい顔をしたまま続ける。

「だがこれだけじゃ意味がない。黒化そのものは全然治せていないんだ。ただ、進行を遅らせただけ。時間稼ぎ、それもほんの数日……」

「そんな……」

　ワタリの顔がまた暗くなる。

「それじゃあ、ルナはこのまま死を待つだけなの？」

「そうだな」

　リドリーは肯定する。

「だが、それはあくまで現状ならと言うことだ。手は、なくもない。治す方法は、君も知っているだろう」

　それでワタリはハッとする。

「そっか！　あの人なら……！」

　ワタリもかつては黒化の症状に苦しんだことがあった。その時に彼女の助けとなってくれた人がいる。

　馬車は、その人物が住む星へとすでに馬首を向けている。

　行く先は月。会うべき星人の名は、月の人といった。




　二人はこれまでに果てしない距離を旅してきた。月はほとんど二人にとってスタート地点にあるため、戻るには本来膨大な時間がかかる。けれど、二人は月への航行に関しては、それを省略できた。二人のことを気に入った月の人が、月の超科学によって馬車のエンジンに改造を施していたからである。

「いつでもまた遊びに来てちょうだい」という言葉とともに施されたその改造によって、馬車は月までであればワープすることができるのである。

　すぐに月に着いた。月の人の下へ向かう前に、ワタリとリドリーはルナの部屋に向かった。一言、声をかけておきたいと思ったからだった。ワタリが言う。

「月の人っていう星人に会ってくるから。そうしたらきっと、黒化を治せる。安心して待っててね」

　だが、その言葉を聞いてベッドで寝ていたルナが無理やりに体を起こした。

「私もついていく……」

　リドリーが諫いさめた。「病人は寝ていろ」

　しかし、ルナは辛つらそうにしながらも言った。

「私の体を治すために動いてくれているのに、私だけ寝ているわけにはいかないから……」

「そんな体でついてこられた方が足手まといだ」

「わかっているけれど……お願いよ」

　それからしばらく二人はルナの説得を試みたが、彼女があまりにも頑かたくなだから、最後には二人が折れた。

「仕方ない」と言って、リドリーは電子車椅子を持ってきた。乗っている人間の意思を読み取って、自動で動いてくれるものだ。これならば、煩雑な操作はいらないので今のルナでも負担なく動かせる。ルナを車椅子に乗せると、三人で月面へと降り立った。

　三人は、小さなポーチのようなものを身に着けていた。使用者の周囲の大気や重力を調整してくれる装置である。これがあれば月面でも問題なく行動できる。

　鈍色の月面を進み、お目当ての人物を探す。

　すぐに見つけることができた。その人は相変わらず地球を眺めていた。赤茶けた、死の星と化した地球。リドリーらが初めてここに来た時も同じようにしていた。

　──月の人。

　彼女は、十じゆう二に単ひとえを着ているように見えた。ただ、体の周りに後光めいた柔い光を纏まとっている。それが、いいようもなく彼女を魔性たらしめていた。月の人の周りにはお供みたいに小さなうさぎたちがいた。そのうさぎたちは、月の人の幼体だった。

　月の人は、リドリーたちが近づいてきたことに気付かず、ただただ死の星と化した地球を見つめている。

　リドリーが声をかけようとした。「あの……」だが、同時に月の人も口を開いた。けれど、それはたまたま独り言が重なっただけにすぎなかった。

「いい加減に、私もここを去るべきかしらね」

　そう言って月の人はそれまで見つめていた地球から視線を外した。そうして偶然にリドリーたちの方を向いた。

「あら」と月の人が紅の瞳を見開く。

「地球人。それも三人」

　リドリーが応じた。

「お久しぶりです。月の人。私たちのこと、覚えていますか」

「忘れるわけないわ。あなたたちの思い出は特に美しかったもの。リドリーにワタリでしょう」

　月の人はにこやかに、ルナを見て言った。

「そちらの方はお友達？　歓迎するわ。ちょうどエネルギーを補給したいところだったのよ」

　ルナが警戒して、ワタリに尋ねる。

「ねえ、この星人は……」

「大丈夫。月の人は、地球人に友好的だから」

　ワタリの言葉に月の人は頷うなずいた。

「そうよ。月の人はね、地球人を傷つけるようなことはしないわ。あなたたちを観察することでエネルギーを充足しているんだから」

「観察することで？」

「ええ、地球人の美しさ……愛、友情、正義……。そういったものを観測し、エネルギーに換えることで私たちは生きているからね。まあ……」

　月の人は横目に、赤茶けた地球を見る。

「その地球があのザマじゃ、もうどうしようもないけど。脱出できなかった地球人からエネルギーを得ているけれど、それも近いうち全滅するでしょう」

　それが先の独り言──「いい加減に、私もここを去るべきかしらね」──の意味だった。

　月の人はルナに向き直る。

「だから、地球人は大歓迎なの。そもそも私は、昔一度地球に行ったことがあるくらいにあなたたちのことは好きだし……。だから、是非あなたの思い出を観測させてちょうだい。美しいものがあれば、引き換えに月の涙をあげるから」

　この月の涙こそが、リドリーたちがここに来た目的だった。

　月の涙。それは月の人が美しいものを観測した時に、瞳から零こぼす結晶だ。それには万能薬めいた効能がある。月の涙をもとに作った薬で、リドリーはワタリの黒化を治したのだった。

　月の人はルナに言う。

「見たところ、体の具合が悪いのでしょう？　私の涙があればきっと治るから。さあ、読み取らせて。もうお腹なかペコペコで……」

　月の人は待ちきれないという様子だ。少女のように無邪気な表情をしている。

　だが、ルナは迷っていた。そして気弱な瞳でワタリを見た。ワタリにもルナの言わんとするところは分かった。

「私の記憶は……」

　彼女の横暴さをワタリはよく知っている。わかっていてなお、ルナに言う。

「難しくても、一か八かやるしかないよ。だってこのままじゃルナは絶対に死んじゃうんだから」

　ルナは難しい顔をしながらも、ワタリの言葉にうなずいた。

「……あなたの言う通りだわ」

「お話は終わった？　そんなに身構えなくて大丈夫よ。私、歳とし取ってすごく涙もろくなったから。何でもないことでも泣いちゃうし……」

「だってさ、だから大丈夫だよ」とワタリがルナを勇気づける。

　ルナは頷うなずく。リドリーも月の人をルナの方へと促した。

　月の人はルナの前までいくと、彼女に向かってかがんだ。そして額をルナのそれにくっつけた。そうやって月の人は地球人の記憶を読み取るのである。

「……？」

　ルナの記憶を読み取り始めた途端、月の人の表情が変わった。それまでの期待に満みち溢あふれていたものから、一転、不快そうなものへと。

　やがてうめき声をあげて、ルナから勢いよく離れた。

「げぇ───！　なんなのこいつ！」

　まるで口の中に汚物を詰め込まれたかのような反応だった。月の人はワタリたちに背を向けて四よつん這ばいになると、キラキラしたものを口からはいた。月の人の吐と瀉しや物だった。

「うげっ！　うえええ……おえええ……」

　吐いた後で、月の人は口元をぬぐいながらルナたちの方へ振り返った。ぜえぜえと息をしている。

「し……信じられない。この女の記憶には綺き麗れいなものがひとつも存在しない！」

　月の人がルナを見る目には、怒りと憎しみがこもっている。

「この女はいつだって自分のことしか考えてない！　自分の欲望を満たすためなら周りがどんなに苦しんでもいいと思っているんだわ。こういう人間を私は嫌けん悪おする。今すぐそいつを連れて消えて！」

　まくしたてる月の人に、ワタリが弁明する。

「で、でも……私は……あの夜に私に打ち明けてくれたのが嬉うれしかったし……その時はルナが綺き麗れいに見えたんだよ」

「それはあなたが優しいだけでしょう。この恋心だって、私には醜くて仕方ないわ。あなたを手に入れるために、どれだけの人に迷惑をかけたと思っているの」

「まあ、その通りだね」と言ったのは、まさに迷惑をかけられたリドリーだった。

「そいつの記憶に美しいものがないっていうのは酷ひどく納得できる。なら、月の人、読み取るのは私たちの記憶にしてくれないか。そこから美しいものを読み取って、月の涙に……」

「あなたたちの記憶は前に読み取っているから、もうエネルギーにならないわ」

　月の人は取り付く島もない。「さっさと立ち去ってちょうだい」

「……なんとかならないか。地球人の科学者として、戦争の被害で死ぬやつをもう見たくないんだよ」

「あんな記憶を見せられては、用意してた涙も引っ込んでしまったわ」

　月の人は腕を組み、憮ぶ然ぜんとして聞いている。

「頼む、この通りだ」

　リドリーが頭を下げる。同時にワタリもそうした。その様子を車椅子に座るルナが何とも言えない顔で見つめている。

「…………」

　月の人はしばらくむっとしていたが、やがて根負けしたように言った。

「……どうしてもというなら、私に月の涙を流させる手がなくはないけど」

　リドリーたちが身を乗り出す。

「それは一体どんな」

「実力行使で私を泣かせるのよ。力でね。私、痛いの苦手だから、ちょっと痛いだけでもすぐ泣いちゃう……。泣いちゃうけど……」

　月の人の赤い目がきらめく。それは言いようもない威圧感をまとう双そう眸ぼうだった。

「けど、私を泣かせるのは不可能よ。私、あなたたちよりずっと強いし、そいつのために涙なんて流したくないから。攻撃してくるなら、全力で応じるわ。だから、やめておきなさい」

「やろう」と即答したのは、ワタリだった。

「こういう時のために、私がいるんだから」

　ワタリはスカートの下から、コンバットナイフを取り出した。それを月の人に向かって構える。月光を反射して、刃が鋭くきらめいた。

「こっちも加減はできないよ」

「お好きにどうぞ。どうせ……」

　月の人の周りにいたうさぎたちの毛が逆立つ。ただならぬ気配を感じて岩陰へと一目散に逃げていった。

　淡い光が月の人の体からあふれ出て、天衣のように身を包んだ。

「傷一つ、つけられやしない」

　その人知を超えた者の威容を、ワタリは感じ取った。だから、しばらくは不用意には動けなかった。

　うさぎたちが岩陰から顔をのぞかせて、事の成り行きを見守っている。

　やがてワタリが動いた。月面を抉えぐるほどの勢いで蹴る。そしてナイフを月の人の胸へと突きだした。刃が月の人に肉薄する。月の人と刃の間にあるのは、薄ぼんやりとした光だけ。

　だが、刃はその淡い光に阻はばまれた。

「……!?」

　ナイフを押し込もうとする。けれど、どういうわけかワタリの怪力をもってしても全く前に進まない。力は込めれば込めるだけ霧散していくかのようだった。

　ワタリは一旦引き下がると、ナイフから機関銃に持ち替えた。スカートの下から出したそれを、月の人へ掃射する。爆音とともに無数の弾丸が月の人を襲った。一発、一発が鋼鉄を引き裂く威力を有している。だが、一発も彼女には届かなかった。

　今度は火炎放射器に持ち替える。トリガーを引くと、ノズルから業ごう火かが溢あふれだした。リドリー特製の、どんな星ででも使える火炎放射器だ。激しい炎が月の人を包んで焼き尽くす。しばらくすると炎が消えたが、そこにあったのはさっきと寸分変わりない月の人の姿だった。髪の毛一本燃えていない。

「くっ……」

　新たな武器を試そうとするワタリを、リドリーが諫いさめた。

「多分、何をしても無駄だ」

　リドリーの目は、月の人の周りの光を見つめている。

「あの光は、あらゆる物理的干渉を無効化するんだろう。アレがある限り、月の人には触れることもできない」

「じゃあ、どうすれば……」

「あの光をなんとかするしかないが……」

「光を消したりできない？」

「無理だ。彼女自身が発光している以上は……」とリドリーが歯は嚙がみする。

「そうね。無理よ」と月の人がからかうような調子で言う。

「どうしても私を倒したいなら、ブラックホールでも持ってくるのね」

　ブラックホールは、光すら吸い込むほどに強力な重力を有する。確かにそれがあれば、月の人の光を吸収して、ダメージを与えることができる。

　が、

「不可能でしょう？　地球人ごときの科学力でブラックホールを作り出すなんて」

　その言葉で、リドリーの目に火が灯ともった。

「舐なめやがって……」

　それに気付いたワタリが期待して言った。

「リドリー……！　リドリーならブラックホールくらい作れるよね？」

　リドリーは力強く断言した。

「できん！　ブラックホールなんて作れるわけない！」

「ええ……」

　思わず肩の力が抜けそうになったワタリだが、リドリーの目に諦めの色はない。彼女は月の人を睨にらんだまま言った。

「待ってろよ！　今にそのお綺き麗れいな衣を剝いで、泣かせてやるからな！」

　そんな追剝ぎみたいな捨すて台詞ぜりふを吐くと、リドリーは馬車の中へと入っていった。その後で馬車の中で何やらどったんばったんと大騒ぎしている音が聞こえてきた。

「……リドリーもリドリーで、戦ってくれてるんだろうな」と呟つぶやいた後、ワタリは月の人へと向き直った。

「さて、私も……」

　今度はスカートの下からフラッシュバンを取り出した。より強力な光なら、月の人の光を塗りつぶせるのではないかとワタリなりに考えてのことだった。フラッシュバンの発光に、自分の攻撃を合わせられれば、攻撃が届くかもしれない……。

　フラッシュバンを投げようとしたところで、ルナが言った。

「ねえ、どうして……」

「えっ？」

「どうして、私なんかのためにそこまでしてくれるの。彼女の言う通りよ。私は……自分のことだけが大事で……。もし私が私を見たら、絶対に嫌いになってると思う。こんな悪い奴やつ、助ける価値なんて……」

「だったら、私も悪い人だよ」とワタリは言った。

「色んな星を渡ってきた。敵対した異星人は殺したし、助けられない地球人を見捨てた。私たちのしてきたこともルナと大差ないって、私は思う」

「そんなこと……そんなことないわ。だって……きっとあなたたちにはやむにやまれぬ理由があったのでしょう」

「それでも、結果は結果だよ」

　普段は気弱なワタリ。けれど、今の言葉には芯があって、同時にある種の冷徹さも備えていた。

「ねえ、ルナ。いい人とか悪い人とか……人ってそんな単純なくくりで分けていいものなのかな。少なくとも私たちが見てきた人には……いいも悪いもなかった。ただ、その人がその人として、懸命に生きているだけで……」

　だから、いい人とか悪い人って言い方は好きじゃないなとワタリは言った。

「私はルナを助けるよ。私が助けたいと思っているから」

「……でも、助けた後で私がまた誰かを傷つけたら」

「その時は、私が止めに行くよ」

　ワタリはルナを見て、笑って言った。

「楽勝だよ。私の方が強いから」

　自信に満みち溢あふれた、力強い笑みだった。

　ワタリが月の人へとフラッシュバンを振りかぶったから、ルナは顔を背けて目をつぶる。強烈な閃せん光こうが瞬またたいて、再び攻撃が始まった。




　一時間ほど続いただろうか。

　ワタリの周囲にはあらゆる種類の武器が散らばっている。そのどれひとつとして光の衣を突破することはできなかった。ワタリの方も手詰まりで、攻めあぐねていた。何かまだ試していない手はないかと考えていたところで、月の人があくびをしながら言った。

「もう、諦めたら？　何をしても無駄だって思い知ったでしょう」

　ワタリには反論のしようがなかった。

「……そうだね。もう武器は出し尽くした。正直、私にはもう手はない」

「だったら……」

「私には、ね」

　そこで馬車からリドリーが出てきた。

「できたぞ、ワタリ！」

　ワタリの下へ駆けてくると、一発の黒い銃弾を渡した。

「コイツで、アイツを泣かせろ」

「了解」

　リドリーは汗だくだ。よっぽど集中して、この弾を作ってくれたのだろう。

　ワタリは弾を受け取ると、転がっていた銃を拾い上げて、装塡する。

　その様子を月の人は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの微ほほ笑えみを浮かべて、眺めていた。

「まさかブラックホール入りの銃弾でも完成したのかしら」

　少し嘲りの色がある。そんなものを作り出すのは不可能だと、月の人にはわかっているのだろう。

　渡された銃弾がどんな性質のものか、ワタリはリドリーに聞いたりしなかった。無言で、ある種の機械的な動きで装塡する。

　──リドリーのことを信用している。

　弾を込めた銃を月の人に向ける。狙いをつけるワタリに、リドリーが言った。

「外すなよ、一発きりだからな」

「誰に言ってるの」

　即答と共に、引き金が引かれた。放たれた銃弾が、月の人の胸元へと正確に直進する。

　月の人は、ちょっと呆あきれた顔をした。

「だから無駄だって……」

　銃弾は光の衣に触れた。あらゆる攻撃を無力化する鉄壁の守り。

　なのに、

「あら……？」

　どういうわけか、銃弾は光の衣を突き破った。そして、月の人の胸の中心へと吸い込まれていった。月の人の胸に、黒い穴が穿うがたれた。

「ざまぁ！」とリドリーが勝利の雄お叫たけびを上げた。

　小さな風穴を見下ろしながら月の人は呟つぶやいた。

「一体どうやって……」

「吸収率だよ！」

　勝ち誇ったリドリーが説明する。

「宇宙船のある機器にはな、ベンタブラックをはじめとした真っ黒な素材が使われてるのさ。ただの黒じゃないぞ。光の吸収率九十九・九六五パーセント以上の黒の中の黒だ。ああ、確かに地球人にブラックホールは作れないさ。だがな、光のほぼすべてを吸収する黒は百年も前に作られてんだよ！」

　馬車の中で大暴れしていたのは、それらの黒が使われている機器を分解していたからであった。そうして作られた真黒の銃弾は、守りの光を吸収して月の人に届いたのである。

　地球人舐なめるな！　とリドリーは吠ほえた。

　その咆ほう哮こうを、月の人は静かに受け止めた。

「……あなたたちは、素晴らしいわね。そうやって、二人で力を合わせて色々な障害を乗り越えてきたのでしょう。でも、やっぱり残念だわ」

　その瞬間、月の人の姿が蜃しん気き楼ろうのように揺らいで消えた。

「それでも私の方がずっと強いから……」

　二人の背後から声がした。

　振り向くとそこに無傷の月の人がいた。

「あなたたちが見ていたのは、月影が生み出す幻。初めからね」

　咄とつ嗟さに応じようとする二人に、月の人は告げた。

「もう終わりにしましょう」

　その瞬間、月の人の体が光を放った。さっきまでの鎧よろいのようにまとっていた淡い光ではない。氷の剣のように冷たい光だった。月影の刃はワタリとリドリーの体をズタズタに裂いた。二人の悲鳴が響いた。

　血しぶきを上げながら、二人は地に伏した。

「降参すると言って。そうしたら傷を治してあげる」

　リドリーが声を搾り出す。

「だ、誰が……」

「私、あなたたちのことは好きだから……。報われないと分かって頑張ってるのは、見ていて辛つらいのよ……」

　だが、月の人の言葉はそこで途切れた。ワタリがゆっくりと立ち上がったからだ。

「……驚いた。立てない程度に痛めつけたはずだけど」

　その目算は正しい。ワタリは立っているのがやっとというありさまだった。足は震えているし、力むと全身の傷から血が滲にじんだ。

　けれど、彼女はまだ諦めていない。その目でしっかりと月の人を正面に見据えている。

　月の人が嘆息した。

「……わかったわ」

　月の人のまとう光が、鋭利さを帯びる。

「今度こそ立てないようにしてあげる」

　再び月の光が、ワタリを切り刻もうとした。

　その時だった。

「もうやめて！」

　叫んだのは、ルナだった。

「もういい。わかったから……」

　それで月の人の動きが止まる。彼女は冷たい目でルナを見ていた。

「それ以上、二人を傷つけないで。私のことは、もういいから」

　ワタリがルナを見ている。傷つけられた彼女に、喋しやべるだけの余裕はない。だが、その目は、勝手に諦めるなと言っていた。

　それがわかったうえで、ルナは続けた。

「私……初めてだった。誰かが自分のためにここまでしてくれたの……。嬉うれしかった。こんなに嬉うれしいって知らなかった。最さい期ごにそれを知ることができただけで……私にはもう、十分だから」

　ルナは、二人に向けて微ほほ笑えんだ。

「ありがとう、二人とも」

　それは、前の星にいた時のルナとは全く別人の微ほほ笑えみだった。目を細めた拍子に、ルナの涙が零こぼれて地面で弾はじけた。

　ルナは車椅子を動かし、月の人の前に向かった。そして、言った。

「私を殺して」

　月の人はやはり冷めた目で見つめている。

「私が生きている限り、二人は諦めてくれないから。私を殺して、それで終わりにして」

　月の人が目を閉じる。

「私のことが嫌いなんでしょう。なら、できるでしょう。さあ、早く」

　月の人は動かなかった。いや、それは正確ではない。

　閉じている彼女の瞼まぶたが、微かすかに揺れていた。何かを堪えるように。

「ああ……嫌になる」

　吐き出す声も、細く震えている。

「歳としを取ると、本当に涙もろくなって……」

　閉じられた瞼まぶた。その端から、月の涙が零こぼれて落ちた。




　しばらくの間、月にとどまった。

　手に入れた月の涙をもとにリドリーが黒化の治療薬を作った。並行して、少し分解してしまった宇宙船の修復作業も行った。そのどちらも無事に終了した。リドリーとワタリの怪け我がも、月の人が治してくれていた。

　完成した薬によって、ルナの黒化は治った。まだ肌に黒ずんだところは多いが、そのうちにそれも消える。車椅子から降りられる日も遠くないだろう。

　月を発たてる日が近づいてきた頃、ワタリがリドリーに言った。

「ルナも一緒に連れていくってのはどうかな」

　リドリーが聞き返す。

「旅に？」

「うん」

　ワタリが少しおどおどしながら言う。

「一緒にいれば力になってくれると思うし、同じ地球人だし」

　リドリーが見透かしたように笑った。

「同じ地球人だし、ではなく、君の友人だからだろ？」

　ワタリはちょっとためらいながらも頷うなずいた。

「……うん」

「ふむ」とリドリーは考え込んだ。

「私としてはまだ彼女を信用しきれていないところがある。助けたのも、戦ったのも、どちらかと言えば自分のプライドのためだしね」

「でも、もうあの子は……酷ひどいことをしないと思うの。だから……」

「わかった」

「えっ」

　思いのほかあっさりと了承されて、ワタリが驚く。

「君がそこまで言うんだ。信用しようじゃないか。それに、旅をしていくうちに深まる信頼もあるだろう」

　ワタリは喜んでリドリーに抱きついた。

「ありがとう、リドリー」

　早速、ワタリはルナの部屋へ向かった。扉を開けると、車椅子に座ったルナがワタリを出迎えた。調子がよさそうだ。

「あら、ワタリ……」

　ルナはワタリに微ほほ笑えみかける。そしてワタリが含み笑いをしてしまっているのに気付いた。

「どうしたの、そんなに嬉うれしそうにして」

「ルナ、話があるの」

「話？」

「私たちと一緒に旅をしない？」

　ワタリの誘いを受けて、ルナが目を少し見開く。

「……一緒に旅を？」

「うん。ルナがいてくれれば心強いし。リドリーの許可も取ってあるから」

　ワタリはキラキラした目で言った。

「色んな星を一緒に巡ろうよ。それでいつか、安住の星を見つけるの」

　ルナはきっと即答してくれる。「いいわよ」と言って、一緒に喜んでくれると思っていた。今回のことを通じて、自分たちは少し、繫つながりのようなものができたような気がしていた。

　なのに、

「……そうね」

　ルナの返事は鈍い。

「……ルナ？」

　ルナは何かを考えているようだった。

「すごく素敵ね。巡る旅も、あなたと一緒にいられるのも……」

「そうだよね。なら決まりだね」

　ワタリはそう言いはした。けれど、なんとなくもうわかっていた。

　ルナは私たちにはついてこない。

　予感していた通りに、ルナがかぶりを振った。

「私はあなたたちと一緒には行けないわ」

　聞かずにはいられない。

「どうして……」

「うまく、言えないのだけれど……」

　ルナは言葉を探しながら続ける。

「月の人との戦いを見て……私には……まだあなたの隣にいる資格がないように思えたから」

「そんなことないよ。資格なんて必要は……」

「ダメよ」とルナはぴしゃりと言い放った。

「多分、今の私がついていったら……許してくれない」

「許してくれないって、誰が？」

「私が、私のことを」

　ルナは辛つらそうに目を伏せた。

「だから、ごめんなさい。嬉うれしいけれど、一緒には行けない」

　本当はついてきたいと思ってくれているのが、面持ちからわかった。けれど、それ以上に彼女の意思は固かった。それでワタリは説得ができないことを悟った。

　今度は穏やかな口調でルナはワタリに言った。

「だから、あなたたちは、あなたたちの旅を続けてちょうだい。私は一人で大丈夫だから」

　旅のための道具一式も前の星から持ってきているしねとルナは付け加えた。

「ルナ……」

　それでもワタリは少し迷っていたが、最後にはルナの意思を尊重することにした。

「わかった。じゃあ、ここでお別れしよう」

「ええ。……助けてくれて本当にありがとう」

　それでルナは部屋の外へ、そして馬車の外へと向かう。馬車から降りるのを、出入り口でワタリが見送った。そこにちょうどリドリーがやってきて、ワタリに声をかけた。

「ここで別れることにしたんだね」

「うん」

「なんとなく、そんな気はしてたんだ」とリドリーは言った。

「あの子は、私と同じでプライドが高そうだから」

　そう言って、リドリーは馬車の中に戻っていく。

「それじゃあ、発たとうか」

　リドリーはこういう時いつもドライだ。

「うん」

　ワタリもリドリーの後を追って、馬車の中に戻る。

　最後にワタリはルナに向かって手を振った。ルナも小さく手を振って応えた。

　やがて、馬車が動き出した。月を発たつ。

　馬車は月の人の超科学によって、ワープ以前にいた座標までワープして消えた。

　窓から見えていたルナは、ずっと自分たちに向かって手を振っていた。




　月に残ったルナは、いつまでも空を見上げていた。馬車が見えなくなった後も。

　真っ暗な宇宙、その先にある銀河を見つめる。

　傍かたわらに月の人がやってきて尋ねた。小さなうさぎたちも彼女の背後に控えている。

「あなた、これからどうするつもり？」

「そうね」

　ルナは答えた。どうするかは決めていた。

「私も旅をしようと思うわ。すごく大変だと思うけれど……彼女たちに追いつきたいの」

「わざわざ追いかけるくらいなら、ついていけばよかったものを」

　そういう意味ではないのだ。これは物理的な距離の話じゃない。

「地球人って、本当、不合理」

　ルナは言い返さない。月の人の言う通りだと思ったからだ。

　月の人が言葉を続ける。それはぼやくような、そして少し悔しそうな声だった。

「私はあなたが嫌いだった。ファーストインプレッションはもう、最悪だった」

「知ってる」

　吐かれたのを思い出して、ルナは少し楽しくなった。

「……でも、いけないわね。最初に嫌いだった相手ほど、反転した時は深く好きになってしまうものなのよ」

「えっ」

　思わず素っ頓狂な声が出た。ルナは大いに驚いて、月の人を見た。

「あなたの旅に、私もついていっていいかしら。どうせこの星は出ないといけないし……あなたがどんな旅をするのか興味がわいてしまったから」

「えっ……ええっ……」

　戸惑った。そういえば誰かに好意を向けられるのは生まれて初めてだった。どうしてか顔が熱くなった。初めてのことだった。

「……わ、私なんかでよければ」

　ルナは思う。自分は多分、コミュニケーションが苦手なのだ。だから、色んな人を傷つけてしまう。色んな人を傷つけて寄せ付けなかったのだから。

　でも、一緒に旅をする仲間がいれば、そんな自分も少しずつ変えられるんじゃないかと思った。

　ルナが受け入れると、月の人は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「じゃあ、決まりね。これからよろしくね、相棒」

　月の人の差し出してきた手を、ルナは握った。思えば誰かと握手をするのも、生まれて初めてだった。二人の背の高さはちょうど同じくらいだった。

　予感がした。少し不安で、でも楽しい予感。

　──旅をしたら、こういう初めてがたくさん待っている。

　小さなうさぎたちが、二人の周りで嬉うれしそうに飛んだり跳ねたりしていた。










読の星




　それは、一本の電話（電子通話）から始まった。

「おめでとうございます！　あなたの小説が最終選考に残りました！」

　電話を受けたのは、ワタリだった。

「えっ、いきなり何のお話ですか」

「あっ、すみません。興奮して、つい……」

　電話の向こうから聞こえる宇宙共通言語が、少し恐縮した。

「私、ＵＳＯプレスで編集を務めているものです。ワタリさん、小説を弊社の文芸賞に応募されたでしょう」

「……ああ、そういえば」

　四か月くらい前だろうか。確かにワタリは自作の小説を、小さな公募に出していた。

　旅の途中、航行する時間があまりに暇だったので、手慰みに小説を書くようになったのが始まりだった。せっかく書いたものを誰にも見せずにおくのもなんだかもったいない気がして（リドリーに読ませるという考えはなかった。彼女には、もっとうまく書けるようになってから読んでもらいたいと思っている。何な故ぜならリドリーはかつてワタリの小説を読んだ際に、そのあまりのつまらなさに頭の血管が切れて気を失ったことがあった）、半ば捨てるような気持ちで公募に出したのだった。

　電話口の声は熱を帯びているような調子だった。

「私、本作に出会った時、『これは……！』と思いました」

　ワタリはおずおずと尋ねる。

「これは、とおっしゃるのは……？」

　あまりにひどすぎるということだろうか。だが、相手の答えは違った。

「それはもう、傑作です！　十年に一人、いや、百年に一人の天才です、ワタリさんは！　不思議に思ったくらいですよ。どうして私たちのような小さな出版社にこのような玉稿をお送りになられたのかと……」

「……あの、本当ですか？」

　ワタリは編集のテンションについていけずにいた。

「私の書く物は……ほとんど褒められたことがないんですよ。友達に読ませても、気を失ってしまって……」

「……大変失礼ですが、そのお友達というのは読書が好きな方ではありませんか？」

「はい。古今東西、色んな本を読んでます」

「あー！　だからだ！　だからそんなことを言うんです！」

　相手が膝を打つのが見えるような気がした。

「読書家というものは、既存の本から逸脱したものを受けいれられないものなのです！　ワタリさん、あなたの書く物は天才的だ。しかし、だからこそ凡俗には理解されがたい。私は編集の仕事を始めて二十年になりますが、それくらいの経験を経て初めてこの原稿の価値がわかるのです！」

「そ、そうですか？」

　熟練の編集者が、ここまで自分の作品を褒めてくれている。気弱なワタリも、なんだか自己肯定感が上がってきた。

「そんなによかったですか？」

「よかったなんてものじゃないですよ。編集部では、もっぱら大賞の最有力候補です！」

「えっ！　そこまで……」

「選考は三日後に行われます。結果が出ましたらご連絡しますから、今しばらくお待ちください！」

　それで通話は切れた。

　しばらくするとじわじわとワタリの中に嬉うれしさが湧き上がってきた。

　私の小説が最終選考に!?　しかも大賞の最有力候補に!?

　ワタリは馬車に備え付けられている端末で銀河ネットワークに接続し、ＵＳＯプレスの公募ページを開いた。そこには大賞となった作品は紙の本として出版されるのを確約されるだけでなく、副賞として大金（二十一世紀の日本円換算で三百万円ほど）が支払われるという。もちろん、印税だって入ってくるだろう。

　夢みたいな話だ。

　でも、ワタリは少し不安だった。

「……本当に、私の小説にそんな価値あるのかな」

　本になるということは、さっきの編集を含めて色んな人──営業担当とか、デザイナーとか、宣伝担当とか──がワタリの作品に携わるということだ。暇つぶしで書いたものにそこまでさせてしまうのは、なんだか申し訳ない気が……。

　その時だった。ワタリの目の前にぱーっと光が集まった。それは少女の輪郭を形作った。

「あ、あなたは……！」

　現れたのは、本の精霊だった。

　精霊は親指を立てて、言った。

「問題ない。いけ」

　それだけ言うと姿を消した。その一言を言うためだけに出てきたらしかった。

　彼女がワタリの背中を押すのは当然だった。本の精霊は、紙の本がなくなると消滅してしまうらしい。現代では書物はほとんどが電子媒体で扱われているので、精霊の生存戦略として紙の本が生まれる機会を逃させるわけにはいかなかったのだろう。

　その思惑がわかっていてなお、その一言でワタリは背中を押された気持ちになった。




　三日後。

　その日一日中、ワタリは電話機の前で待っていた。いつ電話が来るのかとうずうずして、他のことは手につかなかった。本の精霊も隣にいた。二人で鳴らない電話を見つめて、うずうずしていた。

　ワタリが精霊に言う。

「もしかして、落選したのかな」

「どうだろう。でも、大丈夫だと思うよ」

「なんで」

「最近のワタリの小説、普通に面白くなってきているから」

「そ、そうかな……」

「努力の成果」

　そういえば、ここ数か月は暇さえあれば小説を書いていた。気付かぬうちに努力していたようだ。

「ワタリの小説、私は好き」

　ワタリが気恥ずかしそうに、頭の後ろに手をやった。「いやぁ、参ったな……」

「私がファン第一号。デビューしたらサインちょうだい」

「サインかぁ。どんなのにするか考えておかないとなぁ」などと言うワタリはにやけが隠しきれていない。精霊がそれを見て、はやし立てる。

「先生！　ワタリ先生！」

「やめてやめて。まだ早い。まだ早いから」

　などとイチャイチャしているところで電話がかかってきた。もう遅い時間だった。着信した瞬間にワタリは電話に出た。

「はい、もしもし！」

　上ずった声が出た。

「ああ……ワタリさんですか」

　返ってきた声は、妙に意気消沈していた。それで嫌な予感がした。

「申し訳ありません！」

　編集は、大きな声で謝ってきた。

「我々の力不足です！　ワタリさんの作品は、受賞を逃してしまいました……」

　後頭部を金づちで殴られた気がした。

「そ、そんな……」

　ワタリは受話器を取り落としそうになった。この三日間、受賞して作家になる自分を夢見ていたのだ。

「あともう少しのところだったのです。選考委員の議論は過熱し、ほとんど殴り合いになっていたのですが……。本当に僅差で……。私としても悔しいばかりです。こんなに良いい作品を、世に送り出せないなんて……」

　頭が真っ白になりかかりながらも、どうにか言葉を発する。

「……いえ、編集さんのせいじゃありませんから」

　むしろワタリはこの編集に感謝していた。たくさんの応募作品の中から、自分の作品を見つけ出し、評価してくれたのだ。それは受賞よりも価値のあることに思えた。

　でも、やはり少しは未練もある。だから、ワタリは聞いた。

「……その、受賞せずに出版ということはできないんですか。拾い上げデビューっていうのがあるって、聞いたことがあるんですが……」

　どうしてか電話口で言葉に詰まるような気配がした。

「……そうですね。あるにはあります」

「それをお願いできないでしょうか」

　編集は、少し黙った後に続けた。

「……結論から申しますと、可能です。ですが……敢あえてお話しせずにいました」

「どうしてですか？」

「条件があるのです。通常、ネームバリューがなくファンもいない新人作家の書く物はほとんど売れることがありません。ですから、受賞という箔はくをつけて売り出すのです。もしワタリさんの本を拾い上げて売り出すとしたら、その箔はくがつけられないことになります。つまり売れる可能性は低いと判断されます……」

　あれっとワタリは思った。

「でも、私の作品は傑作だったんですよね。それなら売れるのでは？」

「はい。私はそう思っています。けれど営業はそう判断しないということです。そうなると予算が出ないんです。だから、本にできません……」

「そういうことでしたか……」

「本当に申し訳ありません。あともう少しだけ予算があれば本にできたのですが……」

「いくらぐらい足りないんですか？」

「えっ、それを聞いてどうされるんですか」

「とりあえず教えてください」

　聞き出した金額は、およそ百万円（二十一世紀日本円換算）ほどだった。

　ワタリは考えた。それは大金だったが、ワタリに出せない金額ではなかった。

　本の精霊と顔を見合わせる。二人の気持ちは同じだった。

　手慰みとはいえ、今日までワタリは小説に真面目に向き合ってきた。

　本の精霊も実はワタリの努力を見ていた。そして叶かなうことならそれが日の目を見てほしいとも思っている。

　だから、ワタリは言った。

「……足りない金額を私が出すことで本にできませんか？」

「ええっ、そんな……。こちらの力不足でこうなっていますのに……」

「どうしても本になっている姿が見たいんです」

　ちゃんとした本になっているのを見れば、リドリーだって喜んでくれるはずだ。

「……私、感激いたしました。そこまでおっしゃってくださるなら……！」

　電話口から涙声が聞こえてきた。

「必ずいい本にしましょう！」

「はい！」とワタリは力強く応えた。

　そうしてワタリは翌日にはお金を相手の銀行口座に振り込んだのだった。




　それからワタリたちは編集と打ち合わせを繰り返した。校正やタイトル決め、それに表紙デザインの方向性の打ち合わせ。それらは大変に頭を悩ませる作業だったが、同時に充実感のあるものでもあった。自分の小説が本になった姿を想像すると、わくわくした。それにワタリは一人ではなかった。本の精霊もワタリが迷っているとアドバイスをしてくれた。

　諸々が決まった後、最後に本の精霊が言った。

「奥付にワタリのアドレスを載せよう」

　ワタリは尋ねた。

「どうして？」

「いいことがあるかもしれない」

　そういうものだろうか。

　よくわからなかったが、ワタリは従うことにした。本の精霊の方が、本に詳しいのだ。




　そうして一か月後、本が完成した。

　ワタリの下に出版社から本が届いた。それはまさに思い描いていたものだった。

　ワタリと本の精霊は、仕上がった本を見て少し泣きそうになった。

　ワタリが本の精霊に言った。

「お店に並んでいるのを見てみよう」

　本の精霊は頷うなずいた。

　やはり自分の小説が本屋に並んでいるのは見てみたかった。

　そうしてワタリたちは、それからめぐる星に本屋があれば必ず覗のぞいた。

　だが、どれだけ星を巡っても、ワタリたちが自分の本を見かけることは一度もなかった。




　十店舗ほど回った。その星にもワタリの本はなかった。

　馬車に戻ったワタリは、本の精霊に言った。

「なんか変だよ」

　精霊は頷うなずいた。

「あんまり冊数を刷ってないのかもしれない。でも、それにしたって見かけなさすぎる。だって本屋なんて現代ではほとんど絶滅状態なんだよ？　いくら刷った部数が少なくても、十軒回って一冊も配本されてないなんて、考えにくいと思う」

　精霊がまた頷うなずいて、ワタリに言った。

「編集の人にちゃんと配本されているか聞いてみたら？」

「それがね、最近全然電話つながらないんだ」

　電話以外の連絡手段を取ろうにも、その出版社が所在する星がどこかをワタリたちは聞いていなかった。本になることが嬉うれしくて、そのことばかりを考えていたのだ。

「じゃあ、私と一緒にその編集のところに行ってみよう」

「どこの星にいるかもわからないのにどうやって」

「私は本があるところならどこにでも移動できる。ワタリの本がある場所に行けば、編集に会えるはず」

　そう言って、本の精霊はワタリの手を握った。瞬間、周囲の風景が変わった。精霊の力で転移したのだ。

　二人はどこかの建物の中に移動していた。そこは事務所のような場所で机がたくさんあった。傍かたわらには段ボールのような箱がいくつもあって、その中に乱雑にたくさんの本が入っている。

　ワタリの本も、その中にあった。

　そこには数人の星人がいた。体の細い星人で、長い首と黄色い嘴くちばしを有していた。

　サギに似ている。

　サギ星人たちは、談笑していた。ワタリたちが転移してきたことに気付いていない様子だった。

　若いサギ星人が言った。

「しかし、なんでうちのカモたちはこんなに馬鹿なんでしょう？　大金払ってまで本にしたいなんて理解できませんよ」

　別のサギ星人が答えた。

「そりゃあ理解できないだろうさ。小説なんて書く奴やつは、もともとどこかいかれちまってるのさ」

　さらに別のサギ星人が言った。

「そう悪く言うな。そのいかれた連中のおかげで、俺たちは食いっぱぐれずにいられるわけなんだから」

「そういやこの前、銀河警察に駆け込んだやつがいたそうですね」

「無駄だよな。だって一応、こっちは本を作ってんだからよ。契約は履行してる」

　言いながら、サギ星人は本の詰まった段ボール箱を蹴とばした。ワタリの本が溢あふれて、床に転がった。

「どいつもこいつも少しおだてただけでその気になって。本よりも作者の方が傑作なんだよな！」

　わはははははという笑い声が部屋中に響いた。

　ワタリはそれを静かに聞いていた。

　そして、ぽつりと言った。

「精霊さん、少し目をつぶっていて」

　殺気。言われなくても本の精霊は目を閉じてしまっていた。

　轟ごう音おん。悲鳴。

　瞬まばたきの間に、全ては終わっていた。

　詐欺出版社は、それがあった小惑星ごと粉砕され、スペースデブリとなったのだった。

　全てを破壊した後、星の欠片かけらの上でワタリが言った。

「やっぱり、私の小説を好きになってくれる人なんていなかったんだね」

　ワタリの言葉に、精霊はふるふると首を振った。けれど、ワタリにはそれが目に入らない。

「馬鹿みたい。あんな風に浮かれて……。悔しいけど、確かに傑作だっただろうな……」

　ワタリが目を伏せる。悔し涙が零こぼれた。

　サギ星人は倒した。騙だまされたお金は取り返した。けれど、心の傷が癒えることはない。

　精霊が呟つぶやいた。

「ごめんね」

「なんであなたが謝るの」

「私が背中を押したから……。本になってほしかった……」

　一緒になって浮かれて、騙だまされてしまっただけに──不ふ甲が斐いなさを感じているようだった。

「本になんてするんじゃなかった」とワタリは言った。

　長い間、二人は黙って星の欠片かけらの上に座り込んでいた。真っ暗な銀河をデブリと化したワタリの本が漂い、遠ざかっていった。




　ワタリは小説を書くのをやめた。

　本の精霊は毎日のようにワタリの下にやってきて励ましたけれど、あまり効果があったとは言えなかった。傷を癒いやしてくれるのは、時間の流れだけだった。

　一か月が経たった。

　その頃にはワタリはサギ星人のことをあまり思い出さなくなっていたが、やはり小説は書いていなかった。無意識下に深い傷を負ったのだろうとワタリは思った。

　自室には、もう使っていない執筆道具がある。それを見つめて、ワタリは呟つぶやいた。

「まあ、もう二度と書かないだろうな」

　執筆の道具をゴミ箱に捨てようとした。部屋には精霊もいたが、止めることができなかった。

　ワタリは精霊に言った。

「これで、あなたとも多分お別れだね」

　今のワタリは、もう本を見るのも嫌だった。

　ゴミ箱の上で道具から手を離そうとした、まさにその時だった。

　部屋の扉が開いて、リドリーが入ってきた。

「おい、ワタリ。手紙だぞ」

「手紙？」

　この銀河にも手紙という文化は細々と生きている。特別な科学により、宛名を記入するとその人の下へ転移してくれる手紙が発明されたおかげだった。もっとも電話などの便利な通信手段が溢あふれている中で、敢あえて手紙を使う人など一部のもの好きだけだったが。

「確かに渡したからな」

　リドリーはワタリに一通の手紙を渡して、去っていった。

　ワタリは少し困惑した様子で、手紙を手にしていた。

　差出人の名を見てみるが、心当たりはない。どこかの星の宇宙人のようだが……。

　その場で封を切ってみた。中には愛らしいデザインの便せんが入っていた。

　読み始めて、ワタリは目を剝むいた。

　──はじめてお手紙を書きます。宇宙をただよってたあなたの本を読みました。おもしろくってびっくりしました。

　少し幼そうな文字と文面のそれは、本を書いたワタリへのファンレターだった。書きぶりからして普段文章を書き慣れていないのが伝わってきて、本当に初めて手紙を書いたのだというのがわかった。

　──友だちの間であなたの本を回して読んでいます。みんなおもしろいって言ってます。続きがあったら読みたいです。

　何な故ぜこんな手紙が自分の下に届いたのか。それでワタリは思い出した。奥付に自分のアドレスを載せたことを。

　手紙は、こう締めくくられていた。

　──この物語を本にしてくれて、ありがとうございました。

　ワタリは思わず、部屋にいた本の精霊を見た。互いにちょっと複雑な顔をしていて、それがおかしくて二人で笑った。

「あんな本でも、誰かが楽しんでくれるものなんだね」とワタリが言った。

「あんななんて言わないで」

　そう言う精霊の声が震えていた。彼女は泣いていた。

「いきさつは残念だったけど……それでワタリの書いた物語まで残念になるわけじゃないんだから」

「そうだね」とワタリは言った。

「楽しんでくれた人がいるなら、本にした意味があったんだろうね……」

　ワタリは、手紙を胸に抱いた。

　もうずっと治らないと思っていた傷が、癒えていくのを感じた。










解の星




　俺はエイリアン。

　それも相当に恐ろしいやつだ。

　寄生した星人の中で成長し、腹を食い破って出てくるのだ。そして宿主を喰くい、バラバラのバラにしてしまう恐怖の生命体なのだ。

　俺の母親は、卵の俺をある女の体に植え付けた。そいつが眠っている間に密ひそかに。

　女の名前はリドリーと言う。ワタリとかいう相方がそう呼んでいたから間違いない。地球人の女らしい。相方と仲なか睦むつまじく旅をしている。

　哀れな奴やつだ。もうじきその旅も終わる。

　俺はもうこいつの中で十二分に成長した。体も随分と大きくなった。あとはこいつの肉体を食い破って外に出るだけなのだ。ワタリとかいうヤツと戦闘になっても、まず負けないだろう。俺の肉体は鋼鉄よりも硬い。強力な酸でも俺は溶かせないし、重力や圧力がめちゃくちゃな場所でも生きていける。空気すら生存に必要としない。そんな最強の生物が俺なのだ。

　よし、外に出よう。もう、狭い場所はうんざりだ。

　俺は肉に嚙かみついた。ぶちぶちぶちぶち。音がする。食い破り、進む。仄ほのかに光を感じる方向へと進む。途中、血管があったからそれに嚙かみつく。大量の血液が溢あふれだして、俺の顔を汚した。次々と血管と肉を嚙かみちぎり、上へ上へと向かう。

　やがて光が強くなった。あとは皮を残すだけ。俺は最後の防壁を食い破って、リドリーの外に出た。眩まぶしい室内灯が俺の視覚器官を満たした。

　同時に女の心地よい断末魔の叫びが響き渡った……。




「いて」

　咄嗟リドリーは腕を押さえる。見れば前腕部分に赤いポツができていた。針の先で突いたような小さな血の点だった。

「なんだ、これ」

　血の点をリドリーは不思議そうに見つめる。

　突然、腕に鋭い痛みが走ったかと思ったら血が出てきたのだ。

「リドリー、大丈夫？」

　ワタリが心配そうにのぞき込んでくる。

「なんかいきなり血が出てきた」

「えっ、怪け我が？　痛い？」

「いや、全然大丈夫。ゴムパッチンされた程度の痛みだから」

　心配するなとリドリーはワタリに言う。

「でも、なんで血が出てきたんだろう」

　ワタリと一緒に血のしずくを覗のぞき込む。その中で何か小さなものが蠢うごめいているのを見つけた。

「何かいる！」

　そうリドリーが叫んだ時には、ワタリがそれをつまんでいた。

　ワタリの指先にいるのは、小さな魚のようなエイリアンだった。全長数ミリほどだろうか。

「げっ、エイリアン!?　まさか寄生されてたのか？」

「そうみたい。小さくてよかったねぇ」

　リドリーはぞっとした様子で言った。

「いいものか。小さい寄生生物の方が、何なら怖い。脳や心臓に達して、宿主を死に至らしめるやつは多いんだぜ」

　ワタリの指の中で小さなエイリアンが暴れている。小さい割には強い力だが、圧倒的な体格の差はどうにもならない。ましてやつまんでいるのはワタリである。

「でも、おかしいね。私たちの体には常に装置でバリアが張られてて、有害な生命体や物質は近づかないはずなのに……」

　その装置を二人は常に携帯している。おかげで、この危険な銀河を旅できている。

　ふむ、とリドリーが言った。

「興味深いね。私たちのバリアをかいくぐる何らかの機能を有しているのかもしれない」

　それでワタリはリドリーの思惑を察した。

　馬車の中には実験室がある。二人はそこへ向かうことにした。

「解剖して研究すれば、私たちのバリアの機能を向上させられるだろう」

　ワタリが少しだけ哀れむような目をエイリアンに向けた。

「じゃあ、この子はバラバラのバラだね」










食の星




　宇宙の闇を小さな円盤が漂っている。

　通りかかった宇宙船が、それを回収した。中には好奇心旺盛な科学者（地球人）が乗っていた。

　円盤は地球産の映像記録媒体だった。

　──何が記録されているんだろう？

　科学者はワクワクしながらそれを再生した。

　モニターに映し出されたものを見て、科学者はぎょっとした。

　映ったのは、自分と同じ地球人の男だった。しかし、その様子がおかしい。手足がだらんと投げ出されていて、椅子に浅く座っている。

　目に光がない。

　頭からはコードが伸びていて、傍かたわらの機械につながっている。

　画面は無音で、しばらくの間じーっと男を映し続けていた。

　やがて画面の外から声が聞こえてきた。

「彼の乗る宇宙船は、宇宙人から攻撃を受けた」

「今後の我々の宇宙活動のために、被害状況を録取していく」

「しかし、見ての通り、彼は言葉を話すことができない。心に深い傷を負ったからと思われる」

「そこで我々は彼の脳に電極をつけることとした」

　コードが繫つながれた機械には、ランプがついていた。

「私は彼に質問をする。彼がイエスと思った時にはランプが青に、ノーと思った時には赤に光る」

　声は男に言った。

「辛つらいことも聞くだろうが、頑張ってほしい」

「よく思い出して、答えてくれ」

　男は喋しやべらない。代わりにランプが青く光った。イエスである。

「では最初の質問をしよう。被害の状況を始まりから確認していくことにする」

「君たちは死の星となった地球を出て、新たな移住先を探していた？」

　青く光った。

「襲われたのは、どこかの星でのこと？」

　赤く光った。

「じゃあ、銀河間を航行中？」

　青く光った。

「宇宙船が襲撃に遭ったんだね？」

　青く光った。

「君たちの仲間はたくさんいた？　つまり百人以上？」

　青く光った。

「百人もいたのに、君以外みんな殺されてしまったのかい？」

　赤く光った。

「殺されてはいないの？」

　青く光った。

「じゃあ……捕まっている？」

　青く光った。

「何な故ぜ捕まえたんだろう……。それは……奴隷にするため？」

　赤く光った。

「玩具にするため？」

　赤く光った。

「まさか……食用？」

　青く光った。

「捕まった地球人は、食用として生かされている？」

　青く光った。

「彼らが人を食うところを見たことがある？」

　青く光った。

「彼らは嚙かみついていた？」

　赤く光った。

「飲み込んでいた？」

　赤く光った。

「嚙かみつきも飲み込みもしていない……？　……肉体に接触はしていた？」

　赤く光った。

「肉体に接触がない……なら……」

　ここで思案するかのような沈黙が続く。

「精神を食べていた……？」

　青く光った。

「精神。そいつらは、精神を食べていたんだね」

　青く光った。

「精神の中でも、それは生き物の感情を食べていた？」

　青く光った。

「それは負の感情を好んで食べる？」

　青く光った。

「獲物を見つけると、心に入り込んでくる？」

　青く光った。

「悲しいこと、苦しいこと、辛つらいことを呼び起こしてくる？」

　青く光った。

「その感情が、やつらの大好物？」

　青く光った。

「被害状況の確認に戻りましょう。乗員はあなたの仲間ということで間違いない？」

　青く光った。

「大切な人もいた？」

　青く光った。

「妻がいた？」

　青く光った。

「娘もいた？」

　青く光った。

「二人が壊れていくのを見た？」

　それまで即答を繰り返していたランプが、ここで反応を止めた。

「協力して。辛つらいことも聞くって言ったでしょう？」

　声はもう一度尋ねる。

「妻と娘が、宇宙人に壊されるのを見た？」

　間を置いて、やっと青く光った。

「やつらは君の大事な人の心に入り込んだ？」

　青く光った。

「妻と娘が恐怖に泣き叫ぶのを見た？」

　青く光った。

「次第に叫ぶ力もなくなって、体が弛し緩かんしていった？」

　青く光った。

「手足が力を失って、だらんと投げ出された？」

　青く光った。

「目から光がなくなった？」

　青く光った。

「君が呼びかけても、何の反応もしなくなった？」

　青く光った。

「妻と娘は、今も目の前で心を弄ばれている？」

　ランプはもう光らなかった。

　男の光りなき眼めは画面に映らない何かを見つめていた。

　灰色の瞳から、一粒の涙がこぼれた。

　声が聞こえる。

「ああ、おいしいおいしい」

　映像はそこで終わった。










慈の星




　向かいから一隻の宇宙船がやってきた。その見た目がブリガンティン（二本のマストと横帆を持つ帆船）を模していたことから、一目見て地球人が乗っていることが分かった。

　リドリーらの馬車は信号を出した。同じ星の船がすれ違う時に、互いを認識するためのものだった。リドリーらの信号に応じて、相手の船も信号を返す慣習になっている。

　だが、その船が信号を返してくることはなかった。どうやら難破しているようだ。

「船員、死んでるのかもね」とリドリーが言った。

「どうだろう。生きてるけど、信号を返せない状態なのかもよ」

　船の外観を改めて確認する。少なくとも見た目は遭難しているようには見えない。小綺麗で壊れている様子もなかった。

「まあ、とりあえず漁あさってみるか」と言ったのはリドリーだ。難破船ならば残った資源を頂けるし、困った人がいるなら助けられる。

　二人は馬車を帆船に寄せた。

　外に出る前に小さなポーチ型の生命維持装置を二人は装備した。これは周囲の大気や重力を調整してくれる装置なので、宇宙空間でも行動することが可能だ。

　甲板に降り立つ。けれど、人が出てくる気配はない。だが、直感できたことがあった。

「船員が死んでいるっていう説は、外れだな」

　船からは人の気配がした。少なくとも全滅してはいないようだ。

「信号も出せない状態なら、急がないと」

　ワタリが先導して、船内に入った。そして声をかける。

「こんにちはー！　誰かいませんかー!?」

　返事はない。なのに人の気配だけが満ちている。

「……声も出せない状態なのかも」

　警戒しながら船を捜索する。

　いくつかの船室を巡る。どこも整然としていて、生活臭が感じられた。

　最初に入った船室は、乗組員のための居住スペースのようだった。ベッドはきちんと整えられ、机の上には写真や地図が広げられている。乗組員の家族や友人との写真と思われた。壁には、地球の風景を描いた絵が飾られており、乗組員たちが故郷を懐なつかしんでいたことを物語っている。

　次に訪れたのは、食堂と思われる部屋だった。長いテーブルが中央に置かれ、椅子が周囲に並べられている。テーブルの上には、食器やカトラリーが置かれていた。食堂の隅には、小さなキッチンがあり、調理器具が整然と並んでいる。

　さらに奥に進むと、動力室にたどり着いた。エンジンは静かに稼か働どうしており、船がまだ機能していることを示していた。工具や部品が整然と並べられており、整備が行き届いていることがわかる。

　最後に訪れたのは、船長室だった。ここには、船の航路を管理するための計器類や操そう縦じゆう桿かんが並び、中央には大きな机が置かれている。机の上には、航海日誌が置かれていた。

「これを読めば、何が起きたかわかるかもしれない」

　リドリーとワタリは航海日誌を開いた。

　日誌の最初は、リドリーたちが地球を出たのとほとんど同じ日付から始まっていた。




　二二××年〇月■日

　地球を出た。先の戦争で多くの仲間を失ったが……それでも生き残りの五十名ほどは全員、この船に乗ることができた。私たちは必ずや安住の星に辿たどり着ついてみせる。




　そこからしばらくはありふれた航海の日々が綴つづられていた。行く先々の星が生存に不適切な環境で苦慮しているのが伝わってくるが、特に取り立てるべき内容は見つからない。

　異変が起きたのは、今から四か月ほど前の日付に差し掛かってからだった。




　二二××年◇月▽日

　宇宙人から強襲を受け、あろうことかエンジンが破壊されてしまった。それを修理できる技術者もやられた……。くそっ、これからどうすれば……。この船は、漂流するほかない。どこか奇跡的に移住できる星に辿たどり着つくのを祈ることしかできないのか……。食料の備蓄は……あと二か月あるかどうかだ。船内は早くも絶望的な空気で満たされている。無理もない。いや、船長の私が弱気になってどうする。




　そこからの日誌は痛ましかった。船長はどうにか船員が助かる道を模索しているのだが、うまくいかない。日に日に日誌は暗あん澹たんたる内容となっていく。




　二か月半ほど経たった。




　二二××年☆月〇日

　ついに死者が出てしまった。◇◇だ。子供たちに食料を分け与えて、自分は食べずにいたらしい。やむなく宇宙葬にする。子供たちが泣いて送り出していたのが……。だが、わかっている。ここからが……。




　続く日誌は凄惨なものだった。




　二二××年●月◎日

　地獄絵図だ。この世には神はいないのか。死者の数は増え続け、宇宙葬も間に合わない。生き残った者たちは、死者を食べることで命を繫つないでいる。それも自然死した死体ではなく、殺した死体で……。あの子供たちも……ついに殺された。子供の肉はやわらかくてうまいと船員が、仲間だった船員が狂喜している。ただ奇跡を願う。一刻も早くどこかの星に辿たどり着ついてくれ。




　日付は、現実のそれに近づいてきた。三日前に付けられた日誌。

　掠かすれた、ミミズがのたくったような字でそれは記載されている。




　二二××年●月★日

　生き残った　私だけ　漂流　望み　なく




　そこでリドリーは日誌を読むのをやめて口を開いた。

「おかしいじゃないか」

　言って、周囲に目をやる。

「この日誌の通りに凄惨な出来事がこの船で起きたなら、なんで争いの跡が少しもないんだよ」

　リドリーらはここまでに色んな部屋を見てきたがどこも綺き麗れいなものだった。血痕はなかったし、壁にも傷一つついていなかった。カーペットがよれてすらいなかったはずだ。動力室のエンジンだって、壊れていなかったではないか。

　二人がいる船長室も変だ。この日誌を書いたであろう船長の姿はないとおかしいはずだ。だって、日誌の筆跡を見るに、もはや満足に動くことすら叶かなわないはずなのだ。なのに、この部屋に死体は見当たらない。

「続きを読んでみよう」とワタリが促した。

　日誌はまだ続いていた。

　めくる。とうとう日付は、今日に追いついた。

　三日前までの弱弱しい筆跡が、突然以前の力強いものに戻った。




　二二××年●月◇日

　神はいた。

　最初に見えたのは、光。もはや動けない私に、それは話しかけてきた。

　──小さき者。弱き命よ。何な故ぜあなたは漂うのですか。

　脳に響く声。

　宇宙を漂うと稀まれに遭遇する、超常の生命体。我々地球人からすると神と呼称するほかない存在。全身に感じる緊張で、話しかけてきているものがその類いだと分かった。

　声は言った。

　──恐れることはありません。私はあなたを害したりはしません。ただ慈悲の心で哀れなあなたに呼びかけています。

　確かにその声からは敵意のようなものは感じない。だが同時に慈いつくしみの類いも感じ取れない。まるで人形がしゃべっているかのような印象を受けた。

　──私は銀河を駆ける者。そして小さき者に慈いつくしみを降らせる者。

　私は心の中で問うた。

　──慈いつくしみ……？　小さき者を助けているということですか？

　その存在は、私の心の声を読み取って答えた。

　──その通りです。

　──何な故ぜ、そのようなことを？

　──この宇宙は無情です。力ある者ほど冷酷に振舞う。だから、私は救いたいのです。

　その存在は言った。

　──望みを言いなさい。叶かなえてあげます。

　望み。

　確信がある。この存在は何でも叶かなえてくれるだろう。そう信じさせるものがあるのだ。

　だが、私は口にしたくなかった。本能的なところでどうしてもこの超常生命体を信じられずにいたのだ。

　私が黙っていると、声は少し焦じれたように言った。

　──早く言いなさい。でないと、恐ろしい目に遭わせますよ。

　──恐ろしい目？

　──無間地獄に閉じ込めましょうか。私は時を操れます。あなたを決して終わらぬ苦しみの中に放り込んでもいいのですよ。さっさと私に救済を行わせなさい。

　恐れ慄いた。そんな風に脅されれば、言うしかない。

　私の願い。それは。

　──安住の星を見つけたかった。

　──なるほど、それがあなたの望みですね。では、叶かなえて差し上げます。

　途端、私の体を満たしていた飢えと渇きの苦しみや体のだるさ、思考の曖昧さが取り除かれていった。

　理解した。慈悲の存在とやらは、確かに私の苦しみを取り除いてくれたと。

　再び動く力が満ちてくるのを感じる。

　最後に声が言った。

　──望みは叶かなえました。さあ、好きなだけ星を探すといいでしょう。




　ワタリが言った。

「これが……今日の日付の日誌……」

「なら、船長は治療されてこの船にいるってことになるが……」

　そこでリドリーが気付く。

「待て。この日誌、まだ続きがある」

「えっ、今日の日付まで来たのに続きが？」

　リドリーがページをめくる。翌日の日付で日誌がつけられていた。




　二二××年●月▽日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




「まだ続いているぞ」




　二二××年●月★日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　リドリーが目を剝むいて、日誌をめくる。

　ぱらぱらぱらぱらとめくるだけで十分だった。

　だって書いてあるのは同じこと。




　二二××年●月●日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　二二××年●月◎日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　二二××年▼月▼日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　変わるのは日付だけ。繰り返されるのは同じ文言。

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　二三五九年●月▽日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　三二一八年★月◎日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　四二七五五年●月▽日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　八六三四一二年◆月◆日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　九七七一五三二二八年□月◎日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　五三二四六一二五二八八九四年◎月★日

　漂流する。安住の星を見つけたが、近寄れず。




　二人の顔に脂汗が滲にじんだ。

「おいおいおいおい……いつまで続くんだこの日誌は……」

　めくれどめくれど終わりがない。

　リドリーは一度日誌を閉じると、ひっくり返して終わりから開いた。

　最新の日誌に辿たどり着つく。




　※（記述不能）年〇月☆日

　ずいぶん久しぶりに地球人と会った。

　彼女たち二人とともに、私は安住の星を探すことにする。

　乗ってくれて、ありがとう。




　リドリーが叫んだ。

「逃げ道を確保しろ、ワタリィ！」

　声に応じて、ワタリが動いた。船長室の扉に向かって駆ける。

　どういうわけか、船長室の扉が勝手に閉まろうとしていたのだ。

　扉はワタリの目の前で閉まった。だが、ワタリは止まらない。駆けた勢いのまま、蹴破ろうとした。

　ワタリの蹴りで船が揺れた。しかし、扉はありふれた木製でありながら、ワタリの蹴りを受けてなお壊れることはなかった。

　ワタリは続けて攻撃を繰り出す。武器を取り出して破壊を試みるが、やはり扉が壊れる気配は全くなかった。

　それでリドリーが彼女を制した。

「もういい。多分、無駄だ」

　それでワタリは攻撃をやめて、リドリーに尋ねた。

「一体どうなってるの」

「船にされたんだ」とリドリーは答えた。

「自称：慈悲の神様は、大変な勘違いをしたのさ。船長の望みは安住の星に辿たどり着つくことではなく、安住の星を見つけることだと。だから、船長を船に変えて、永遠に宇宙を漂流するようにしちまったんだ」

「そ、それはなんとなくわかったけど、日誌の日付のことは……」

「言ってただろ。時間を操れるって。この船は、普通とは違う時間軸を彷徨さまよわせられていたのさ。まさに無間地獄を、全くの悪意なく……」

「と、とにかく脱出しないと……」

「ああ。だが、力ずくでの脱出は無理だろう。どういう理屈か知らないが……例の神様は、未来永えい劫ごう漂流できるように抜群の耐久性をこの船に与えたらしい」

「それじゃあ……私たちずっとここに……」

「そうだな。飢えと渇きで死ぬまで……いや、死ねるのかな。この船に流れている時間は普通とは違うようだし。下手をすれば、この船長と永遠に……」

　ワタリが青ざめる。リドリーは周囲を見回して、脱出に役立ちそうなものを探したが何も見つからない。

　唯一、望みがあるとしたら……。

　リドリーは机の上にあったペンを手に取ると、航海日誌の空いているページに記入を始めた。

　──扉を開けてくれ。私たちはここに留まるつもりはない。わかるだろう、安住の星を見つけなくてはいけないんだ。

　船に変えられた船長だが、この日誌の更新だけはどういうわけか続けられているようだ。ならば、この日誌に記入をすることで、船長と会話ができるのではないかとリドリーは踏んだのだ。

　その通りだった。空いている個か所しよに、文字が浮かび上がってきた。

　──よくわかるとも。私の目的も君たちと同じだ。心配しなくていい。共に安住の星を見つけよう。

　続く字は少し震えていた。

　──寂しいんだ。永えい劫ごうの時を、一人で彷徨さまよっていた。苦しくて仕方なかった。

　リドリーは少し思案した後に記入をした。

　──君の苦悩は察するに余りある。だが、君と一緒には行けない。

　──何な故ぜ。

　──この船が安住の星に辿たどり着つくことはないのだろう？

　──そうだ。この船は安住の星を見つけるだけで、決して近寄ることはできない。そのように超常生命体は私を作った。

　──なら、君と一緒には……。

　字が乱れた。

　──お前にわかるか。このもどかしさ、苦しさが。いくつも星を見つけたのに、辿たどり着つけない辛つらさが。もう限界だ。私一人では気が狂う。けれど、頑健に作られた私は狂うことすら許されない。

　走り書きが続く。

　──お前たちも私と同じ苦しみを味わえ。それが私の慰めになる。私と共に漂流するのだ。

　そして船長はこう宣言した。

　──私がお前たちの安住の星となろう。

　リドリーが書き込む。

　──待て、頼むから扉を開けてくれ。

　それからリドリーは何度も書き込みをしたが、船長が答えることはもうなかった。諦めてリドリーは日誌を閉じた。

　他に何か使えるものがないかと部屋を見渡す。

　舵かじがあった。これで船を操縦することができるかもしれない。試しに舵かじを切ってみると、その通りに船を動かせた。

「船になった船長は、舵かじには勝てないらしいな」

　駄目で元々だが、ひとまず最寄りの惑星へと舵かじを切った。着陸さえできれば、取れる手段は増えてくる。

　が、案の定、船はいつまで経たってもその惑星に辿たどり着つけない。ある程度近づくと自然と船首がそれて、惑星の脇を通り過ぎてしまう。何度試してもダメだった。

　日誌に再び書き込んで、船長の説得を試みる。だが、もはや船長が返事をすることはなかった。

　その間もワタリはワタリで壁を壊そうと奮闘していたが、傷一つつかなかった。

　二人ともずいぶん格闘したが、何にもならなかった。やがて疲れ果ててしまって、少し休憩を取ることにした。

　ワタリが言った。

「なんだかさぁ。お腹なか空いたり喉渇いたりしないんだよね」

「この船に流れる時間がおかしいのか、あるいは船に乗った者は永久に朽ちなくなるのか……」

「そんなの頭おかしくなるよ」

「その余地すらあるかどうか……」

「……もう、出られないのかなぁ」

「そうかもしれない」

　この状況を作り出したのが超常の存在なら、リドリーたちに打つ手はない。

「少なくとも私には、ここから出る手段は思いつかない」

「そっか……」

　ワタリの声は諦めの色を帯びていた。

「いつかこういう日が来ると思ってたよ」

「私もだ」

　この銀河には、人知を超えた存在はいくらでもいる。そういうものに目をつけられたら、人間にできることなどない。この状況はワタリやリドリーの力不足などではなかった。誰がどうしたって、抗あらがえないのだ。

　そうわかっているはずだが、ワタリがリドリーに言った。

「ごめんね」

「何がだ」

「助けてあげられなくて」

「それはお互い様だ。言いっこなしだ」

　むしろ、とリドリーは言った。

「こんなこと言ったら怒るかもしれないけどね、一人で閉じ込められなくてよかったと思ってるよ」

「……そうだね。私も」

　ワタリが続ける。

「リドリーと一緒なら、何も怖くないよ。永遠だって……」

　ワタリの言葉を受けて、リドリーが呟つぶやいた。「何も怖くない、か……」

　その時、帆船がガスで満ちた領域に入った。ガスはきらきらと輝いていて、窓の外はまるで昼間のようになったから、二人の視線はつい窓の外に向けられた。

　それで、見つけた。きらめくガスの中に、漆黒の点があること。

「なんだろうあれ」

　リドリーが答えた。

「ブラックホールだ」

「えっ、ブラックホール？　ブラックホールって視認できないんじゃないの？」

「そうだ。ブラックホールは光すら逃さないから人の目では見えない。だが、周囲が明るい場合は別だ。ブラックホールの周囲だけが暗くなるから……」

　そこまで話して、リドリーは言葉を切った。何か考えているようだった。

「どうしたの、リドリー」とワタリが覗のぞき込んだ。

「……ワタリ」

「うん？」

「さっき、私と一緒なら何も怖くないと言ったな」

「言ったけど……」

「じゃあ、聞くが……私と一緒に死ぬ覚悟はあるか」

　ワタリは笑って答えた。

「そんな覚悟、地球を出る時には決めてるよ」

「その言葉が聞きたかった」

　言うとリドリーは操そう縦じゆう桿かんを握った。そして船首を動かす。

　向けた先は、ブラックホールだった。

「リドリー……！　何を……！」

　ワタリは科学には疎うとい。けれどブラックホールに突っ込めばどうなるかはわかっている。途方もない重力に潰されておしまいだ。

「まさか本当に心中を……」

　止めなくてはと思ったワタリだが、すぐにその必要がないことに気付く。正直に言って、ワタリは心中してもよかったのだ。リドリーと一緒に死ぬ覚悟ができているという言葉に偽りはなかった。

　だが、リドリーは答えた。

「違う。死ぬかもしれんが、死ぬ気はない」

　それでワタリはわからなくなる。

「じゃあ、なんでブラックホールに……」

「さあな。私にもわからん」

　そう言いながら、どうしてかリドリーは笑った。リドリーはおかしくなってしまったのかもしれない。だってそれは楽しくて仕方ないという顔だった。

「博打ばくちだ。いや、博打ばくち未満だ。奇跡的に全部うまくいったときのみ、生還できるかもしれん」

　船がブラックホールの重力圏に入った。すさまじい引力に船が引っ張られる。それでリドリーは歓喜の声を上げた。

「よし、もう操そう縦じゆう桿かんも用をなさないぞ！」

　どうしてそれで喜んでいるのか、やはりワタリにはわからなかった。でも、リドリーが楽しそうならそれでいいかもと思った。

　帆船はものすごい速度でブラックホールへと吸い込まれていった。

　周囲が真っ暗になった。恐ろしい重圧が船を潰そうとする。

　それでワタリはピンときたように思った。

「そっか、ブラックホールに船を壊させようとしてるんだね」

「違う」

　リドリーは即答した。

「そんなもんで壊れやしないだろう。大体、壊れてしまったら困る。私たちは船ごと潰れて終わりだ。まあ、その可能性もゼロではなかったから、聞いたんだがね。私と一緒に死ぬ覚悟はあるかと」

　ワタリは船の外を見た。リドリーの言う通り、船はブラックホールの重力すらものともしていなかった。甲板に留めてある馬車もそのままで闇の中に佇たたずんでいた。

「じゃあ……どうしてブラックホールに突っ込んだの」

　ワタリは試しに操そう縦じゆう桿かんを動かした。けれど、やはり船が動く気配はない。ブラックホールの中心にまで吸い込まれて、そこから全く動かない。

「これじゃあ何も変わらないじゃない。むしろ何もできなくなっちゃった」

「それが狙いだ」

「えっ」

「正直、一番困るのはブラックホールに吸い込まれないことだった。もし、超常生命体が与えた航行能力がブラックホールの重力すら無視できるような代物だったなら……この航行不能の状態を生み出すことはできなかったからな」

　それでワタリは、何な故ぜリドリーがブラックホールに吸い込まれた時に喜んでいたのかが分かった。

「超常生命体は、船長の願いを叶かなえた。『無限に宇宙を航行させる』という誤った願いだが……今、それが不可能となった。であれば、きっと……」

　まさにその時だった。窓の外から柔い光が射さしこんできた。それは普通の光とは明らかに別の色彩をしていた。

　声が聞こえた。

　──ああ、可哀かわいそうに。ブラックホールに閉じ込められてしまうなんて。これでは願いが叶かなっているとは言い難がたいですね。

　リドリーがしめたと拳を強く握った。それは超常生命体の干渉に他ならなかった。

　──私には船長の願いを叶かなえる責務があります。外に出してあげましょう。

　その瞬間、窓の外の景色が変わった。超常生命体は一瞬にして、リドリーたちが乗っている帆船をブラックホールの外に移動させたのだ。窓の外にはきらめく銀河が広がっていた。

　──では、さようなら。良き旅を……。

　声が去る前にリドリーが呼びかけた。

「待て！」

　気配が留まるのを感じた。

　──どうしました、地球人。

　窓の外にあった光が、室内に入ってきた。その超常生命体はガス状の光で、実体を持っていなかった。あるいは持っているのかもしれないが、三次元の感覚では認識できなかった。

　そんな得体の知れない存在を前にリドリーは物おじせずに言った。

「お前に言いたいことがある」

　それでワタリは今度こそリドリーの狙いが分かった気がした。

　リドリーはこの超常生命体の力を利用して、この船から脱出しようとしているのだ。だから、航行不能な状態──超常生命体が叶かなえたはずの願いが叶かなっていない状態──を作り出して、超常生命体を呼び出したのだ。

　超常生命体が言った。

　──私に言いたいこと？　ああ、何か困っているのですか。それならば力になりましょう。

　それはぞっとする声音だった。敵意はないが善意もない。温かみが感じられない声。それでワタリは思い出す。船長はこの生命体によって、歪ゆがんだ形で願いを叶かなえられてしまったこと。もしリドリーが素直に「この船から出してくれ」と願ったとして、それが自分たちの望んだ形で叶かなうとはとても思えなかった。

　ワタリははらはらしながら、リドリーを見つめた。リドリーの言葉に自分たちの命運はかかっていた。

「別に私は困っちゃいないさ。困っているのは……」

　リドリーは操そう縦じゆう桿かんをコンと叩たたいた。

「この船……いいや、船長だ。こいつを人間に戻してやれ。天文学的時間、困ってる」

　なるほどとワタリは思った。自分がかかわらない望みなら、どう叶かなえられても被害はない。そして船長が人間に戻れば、自然と自分たちは脱出できる。

　だが、声はリドリーを全く相手にしなかった。

　──困っている？　そんなわけはないでしょう。私は船長の望みを叶かなえてあげたのですから。

「いいや、困ってる。それがわからないから、お前はダメなんだ」

　──言葉を慎みなさい。私はこの無情な銀河に慈悲を降らせる存在ですよ。

　リドリーはにっと笑った。

「言ったな。お前は慈悲の存在なんだな。そこに二言はないな」

　──ありません。私はこれまでにたくさんの人々を救ってきたのですから。

「これを見ても同じことが言えるのか!?」

　リドリーは机の上から航海日誌を手に取ると、光に向かってページを開いた。

「お前に願いを叶かなえられてからの船長の日誌を見てもまだ!?」

　そこに記述されているのは、船長が苦しんでいるということの揺るがぬ証拠だった。人の心がわからない存在でも、曲解しようがないほどの絶望が綴つづられている。

　光は日誌の内容を吟味しているようだったが、追い打ちをかけるようにリドリーが言った。

「お前は慈悲の存在なんだろう？　だったら慈悲をかけてやれ」

　それでも抵抗するかのようにしばらく光は動かなかった。けれど、やがて穏やかな調子で言った。

　──なるほど、確かにこれは救う必要がありますね。

　その瞬間、リドリーらの乗っていた帆船が消えた。次の瞬間にはリドリーらは宇宙空間に放り出されていた。

　宇宙空間にはもうひとりの人間がいた。リドリーたちより少し年上の女性だった。船長だろう。けれど、女性は人に戻った途端、みるみる老いていった。そして朽ちて、塵ちりとなったのだった。散る前の彼女が安あん堵どの表情を浮かべていたのが二人にとって救いだった。

　そこに馬車がやってきた。リドリーが遠隔操作で呼び寄せたものだった。馬車は二人の前にやってくると扉を自動で開けた。それに二人が乗り込む。もうこの場所に用はなかった。

　リドリーが扉を閉めようとしたその時、宇宙空間を漂っている光が言った。

　──待ちなさい。

　リドリーが首だけ振り返って、光を見た。

　──私はあなたの願いを叶かなえたい。何か望みはありませんか。

　リドリーは答えた。

「そこまで言うなら私の願いを言ってやる。とびきりの願いをな」

　──それはどんな。

「二度と誰の願いも叶かなえないでくれ」

　それもまた曲解しようのない願いだった。

　光が消えた。それでリドリーは扉を閉めて、馬車を出発させた。










没の星




　サンタクロースをいつまで信じていたかなんてことはたわいもない世間話にもならないくらいのどうでもいい話だが、思い返すにサンタを信じていた頃の私は人生の絶頂期にいたような気がする。あの頃は大きくなったら素敵なことが待っていると信じて疑っていなかった。早く大きくなりたかった。具体的には、高校生になりたかった。高校生。それは私の中で半ば神格化されたジョブだった。当時、好きなアニメの主人公が大抵高校生だったせいだろう。恋愛、ドタバタ、アクション、サスペンス、ガールズバンド。そういうものが高校生になれば全て享受できるようになると思っていた。幼い私は一日も早く高校生になりたいと願いながら毎夜、眠りについたものだ。

　しかし、いざ自分が高校生になってみて、それが幻想、妄想、勘違いだったことに気付かされた。

　現在高校二年生。毎日学校に行き、できるだけ目立たないように過ごし、放課後は家に直帰する。さて、どこにアニメの主人公みたいな華々しさ・神こう々ごうしさがあるのかね。中学と何一つ変わらない灰色の日常。高校とは中学の延長でしかなかった。

　思うに、これがワタリという人間の一生なのだ。大学に行こうが、就職しようが、私は地味で退屈な人生を送って、老いて、そのうちに死んでいくのだろう。そこに悲観はない。まあ、そういうもんさと受け入れられるくらいには私も大人になったのさ。

　冬眠を終えた熊が思わずもう一眠りしてしまいそうなうららかな春の朝。私が行く通学路に、自分以外の生徒の姿はない。それもそのはず。この時刻にここを歩いていたら遅刻確定だ。つまり熊よろしく今朝は私も寝なおしたのさ。いや熊未満の間違いか。怠惰。無気力。今からこんなんじゃ成人しても選挙に行くか怪しいもんだ。

　だらだらと歩いて、曲がり角に差し掛かったその時。

　声が聞こえた。

「いっけなーい、遅刻遅刻ぅ！」

　どんっ。

　何か、華きや奢しやで軽いものが私にぶつかった。

　それは私にぶつかって、跳ね返されてアスファルトに尻餅をついた。

「いてて……」

　えらい美人がそこにいた。白金の髪をした女の子。日本人ではなかった。口にくわえていたであろうトーストが、イチゴジャムを塗った面を下にしてアスファルトに落ちていた。うちの高校の制服を着ているけど、初めて見る顔だ。

　女の子は尻餅をついたまま、怒った目つきで私を見上げた。

「ちょっと！　どこ見て歩いてるんだ、このモブ顔！」と嚙かみつくように言ってくる。

「ご、ごめんなさい……」

　咄とつ嗟さに謝った。とりあえず謝ってしまうのは私の悪い癖だ。飛び出してきた彼女が悪い気はするのだが……。それにしても美人が睨にらむと随分迫力がある。

「あの……大丈夫？」

　私はその女の子に手を差し伸べる。けれど、女の子は私の手を無視して立ち上がった。「別に一人で立てるわ」

　立ち上がった女の子は、私をじろじろと見た後、ため息をつく。

「はぁー、なんで男じゃないのかなぁ」

「は、はあ……？」

「曲がり角でぶつかるのは、男女って決まってるでしょ。私にぶつかりたいなら、男に生まれ変わって出直してきなさい」

　何やらよくわからないことを言う女の子だった。

「……ってこんなのにかまってる場合じゃなかった。急がなきゃ！」

　女の子は私に背を向けると、大慌てで学校の方向へと駆けだした。




　予想通り、遅刻して校門をくぐった。ホームルーム中に教室に入るのは気が重いなと思いながらクラスに向かう。だが、どういうわけかホームルームは行われていなかった。時計を見る。八時三十五分。とっくに時間のはずだが、担任は来ていなかった。ま、なんでもいいか。私にとってありがたいことは間違いない。

　二年二組の教室はざわついていた。何か大きなイベントやニュースがあるのだろうが、私には関係のないことだ。窓まど際ぎわ最後方の机に向かう。そこが私の席だ。クラスの端っこ。実に私に相応ふさわしい席だった。

　ホームルームが始まるまで、本でも読んで過ごそう。そう思って、鞄かばんからラノベを取り出して、読み始めた。が、集中できない。今日のクラスの騒々しさはいつもの比ではない。聞く気もないのにクラスメイトの話し声が耳に入ってくる。特に騒がしいのは男子たち。

「聞いたか、転校生だって？」

「マジ？　女？」

「女らしい！　しかも……」

「しかも!?」

「超美少女らしい！」

　うおおおおおおおと盛り上がる男子たち。

「それマジ？　マジなんだろうな？」

「職員室にタニを偵察に行かせてっからよ」

　そこでまさにタニが帰ってきた。大急ぎで、大慌てで、教室に入ってくる。茶髪をいつもワックスでばっちり決めているタニ。その芸術作品の髪が乱れに乱れて鳥の巣のようになっていた。職員室から全速力で走ってきたのだろう。肩で息をしている。

　男の子たちがタニに群がった。「タニ！　どうだった!?」

　タニが動揺している。何かすさまじいものを見たのか、声もろくに出ないようだった。

「しょ……しょ……」

「何？　しょ？」

「紙だ。紙とペン」

　男子の一人が紙とペンを喋しやべれないタニに渡した。タニは黒いペンで紙いっぱいに何かを書いた。そして、それをクラスのみんなが見えるように掲げた。

　書かれていたのは文字。

　勝訴の二文字。

　それを見た男子たちの盛り上がりと言ったら、ない。

「誰？　誰似？　芸能人で言うと誰!?」

「芸能人じゃわかんねーよ！　二次元キャラで言うと誰!?」

「もっとわかんねーよ！」

　男子たちの熱狂とは正反対に、女子の冷めっぷりもまたすさまじかった。転校生が美少女だから冷めているというのではなく、こんなくだらないことでぎゃあぎゃあ騒げる男子の短絡さに呆あきれているといった風だった。冷笑する気はないが、確かにこういう時の男子のノリにはついていけないものを感じるね。

　ほどなく教室の扉が開き、担任の教師──ブルドックと陰で呼ばれている──が入ってきた。顔のたるんだ皮膚同様に、気の入っていない授業を行うことで有名だ。ホームルームも同様。故にいつものホームルームは低いテンションで進められる。

　ブルドックがいつもの眠そうな声で言う。

「ホームルームが遅くなってすまない。転校生が遅刻してきてね」

「そうだよ、先生！　転校生だよ！」とお調子者のノリが教壇へと前のめりになって言った。

「転校生！　転校生！」

　他の男子生徒もノリに追従した。

「転校生早く！」

「早くしろぉ！　間に合わなくなっても知らんぞぉ！」

　ＸＹ染色体の呪いに取りつかれた男子たちの勢いにブルドックは完全に気け圧おされていた。




「あ、ああ……」

　ブルドックは廊下に声をかける。

「入ってきなさい」

　呼びかけに応じて、女生徒が入ってきた。

　それまで騒いでいた男子生徒たちが静まり返った。

　入ってきたのが男子の想像をはるかに超えた美少女だったからだ。

　私も私で言葉を失っていた。だが、それは転校生の美貌に見み惚とれていたからじゃない。そりゃあ男子の話を受動喫煙している時にもしかしてと一瞬過りはした。が、まさか本当にこんなことが起こるなんて誰も思わないだろう。だって、それが起きたらそれこそアニメの世界だ。

　なのに、それが起きてしまった。

　その少女は、今朝ぶつかった子だったのだ。

　少女は気品のある様子で、黒板の前に歩いてきた。しゃなりしゃなり。教壇をパリコレのランウェイと勘違いしているような歩き方だ。けれど、それがまた様になっているもんだから男子はもちろん、女子まで息を吞のんで見つめていた。

　少女はチョークを手に取ると、名前を黒板に書く。リドリーというファーストネームだった。

「イギリスから転校してきました。リドリーです。日本の文化──漫画、ラノベ、そしてアニメ──に興味があるので仲良くしてください。アニメみたいな高校生活を送るのが目標です」

　その友好的な自己紹介で、またもや男の子たちが盛り上がろうとした。ノリがそのお調子者っぷりをまたしても発揮して大声を出す。「俺、アニメ好きだから仲良く……」

　が、ノリの言葉は遮られた。

　ただし、とリドリーが付け加えたからだ。

「ただの人間に興味はありません。日本のアニメキャラクターみたいに面白い人だけが私に話しかけてください。そうですね、最低ラインを宇宙人とします」

　それで教室はしんと静まり返った。私も私で呆あつ気けに取とられてリドリーを見つめていた。今のはクラスに溶け込むためのジョークか？　それともイギリス人お得意の皮肉か？　カルチャーショックなのか？

　クラスメイト全員が頭に疑問符を浮かべて同じことを考えていただろう。「ここ、笑うとこ？」

　困惑する教室でブルドックだけが平常運転だった。日和見主義のこの教師は、エキセントリックな生徒だって気にしない。無関心な様子でリドリーに着席を促す。「じゃあ、席について。そこの空いているところ」

　そこの空いているところというのは、クラスの真ん中あたりにある席のことだ。一週間前までオギソという女生徒が座っていたのだが、彼女はウィーンに留学してしまった。

　リドリーはオギソの席に向かった。けれど、どうしてか着席しようとしない。何か不服そうに席を見つめている。

　怪け訝げんに思ったブルドックが尋ねる。

「どうした？」

　リドリーは答えなかった。代わりに、何を思ったのか机を持ち上げて──すごく非力らしく持ち上がらなかったが──移動させ始めた！

　ぎゃりりりりりりりりりりりりり！　机の脚が床をひっかいてすごい音を立てる。みんな彼女の奇行に完全に言葉を失って……いや、そんなお上品な言葉は適切じゃない。ドン引いていたというのが的確な表現だ。

　リドリーは机を引きずりながら、どうしてか私の方へやってくる。クラスメイトたちが自おのずと道を空ける様は、紅海を渡るモーセさながらだ。けれど、何な故ぜ私の方へ。

　まさか今朝のことをまだ怒っていて？　机で私をぶん殴ろうとでもいうのか。

　思わず身構えたが、リドリーは私の隣を通り過ぎていった。彼女が用があるのは、私の後ろだった。

「やっぱり主人公の席は窓まど際ぎわ最後方って決まってるんだよな！」

　続けて椅子も持ってくると、ようやく着席した。

　ベストプレイスに席を確保できたことに満足したのか、リドリーはにこにこしながらブルドックに言った。

「さ、どうぞ。ホームルームを続けてください」

「……まあ、席などどこでもかまわないが」

　ブルドックはそれ以上干渉しなかった。ここまで生徒に無関心だとさすがに問題だと思うね。なんで教師になったんだよ。




　休み時間。あれだけ盛り上がっていた男子どもが警戒一色になっていた。

「確かにツラはいい」「体も……出るところは出て引っ込むところは引っ込んでいる」「だがしかし……」

　彼らの言わんとすることはわかる。見た目はいいが、あまりにキ……いや、キャラが濃すぎる。

　男子の引きっぷりを見ながら、私は昔聞きかじったことを思い出していた。男の子は自分が支配できる女の子が好きだという。つまり、守ってあげたくなるような子。強すぎる女性は恋愛対象から外れてしまうとかなんとか。根拠に乏しい説だと思っているが、リドリーに対する彼らの態度を見ているとさもありなんと思わざるを得ない。

　それでもテストステロンに負けた男子の幾人かが灯あかりに誘われる蛾がのようにリドリーに話しかけ、そして燃え尽きていった。

　でも、その玉砕ぶりもまた奇特だった。例えばこんな会話があった。

「リドリーさん、よかったら校舎の案内……」

「ダメダメダメダメ！」

　リドリーは男子の誘い文句を遮ると、怒ったように立ち上がった。

「そんなありきたりな文句で私を誘おうっていうのか？　まるでモブの台詞せりふ！　出直して！　モブが伝う染つる！」

　などというありさま。

　女子も何人か話しかけはした。

「リドリーさん、よかったら放課後一緒に喫茶店でも……」

「お断り。何が楽しくて好きでもない連中と飯食わなきゃいけないんだ。家に帰ってアニメ見てた方がマシ！」

　さとり世代の新人社員か、お前は。

　男子が話しかけようと女子が話しかけようとほとんど同じ。三日も経たつと誰も話しかけなくなった。

　リドリーの奇行はそれにとどまらなかった。

　何な故ぜか彼女は、髪型が変わる。

　月曜日は肩までのボブ。

　火曜日は凜りんとしたポニーテール。

　水曜日は幼いツインテール。

　木曜日は黒髪ロング姫カット。

　金曜日は活発なデコ出しスタイル。

　あきらかに髪の長さも色も変わっている。ウィッグやエクステをつけているのだろう。うちが髪型自由の高校でなかったらとっくに生活指導室にドナドナされているところだ。

　私はといえば、彼女の前の席であるにもかかわらず彼女に話しかけることは一切なかった。どう考えてもヤバい人だし、私とは明らかに住む世界が違っていた。




　五月も終わりに近づいてきたある日。

　今日のリドリーの髪型は例によってポニーテールだった。ということは火曜日だ。それにしても腹が立つくらいにポニーテールが似合っている。目つきが鋭いのも合わさって、一気に大人びて見えるのだ。毎日変わる髪型の中で、これが一番好きだ。だからだろうか。気が緩んだ。

「曜日で髪型を変えるのは宇宙人対策なの？」

　油断して、声をかけてしまった。

　続く言葉が容易に思い浮かんでしまう。「違う！」「ダメ！」「やりなおし！」「モブ臭い！」前の席で一か月近くリドリーのダメ出しを聞いてきたせいだ。私もまあ、そういうことを言われるのだろう。「はいはい、悪うございました」と受け流す心構えで待っていた。

　けれど、彼女の反応はちょっと違った。

　リドリーは私の言葉を聞いて目を丸くしていた。なんだか、言葉もないみたいだった。そして妙に嬉うれしそうな顔をして、言った。

「正確には『曜日で髪型変えるのは宇宙人対策か？』だけど、まあいい。及第点ってことにしてやる」

　何か、合格してしまったらしい。

　リドリーが私の顔を見ている。思えばちゃんと向き合うのはこれが初めてだった。なるほど、男子が盛り上がったのもうなずける。超絶美人だ。肌なんてセラミックかよって感じだし、青い瞳はまあ、陳腐な言い回しだがサファイアが埋め込まれているみたいだった。黙っていればそれこそアニメの主人公みたいな学園生活を送れるだろうに。自分で台無しにしていることに気付いているのかね。気付いてないんだろうな。

「あっ！」

　リドリーがスットンキョーな声を出した。もしかして気付いたのか？

「あっ、もしかして君は……。転校初日にぶつかったモブ顔女か？」

　なんだ、そっちか。というより今の今まで私が転校初日にぶつかった相手だと気付いていなかったのか。だが、仕方ないかもしれない。なにせ私は自他ともに認めるモブ顔だ。

　私としては、リドリーと関わりを持ちたくなかった。自分まで奇異な目で見られるのはごめんだ。私は平穏に無難に高校生活を送りたいのだ。

「そうだよ。モブその一だよ。というわけで放っておいてくれると嬉うれしい」

「ふぅん……」

　けれど、リドリーは頰ほお杖づえをついてなにやらいやらしい顔をしていた。これまでたくさんの人間を門前払いにしてきたはずの彼女が、何な故ぜか私に関わろうとしている。

「確かにモブ顔だけど……。逆にありかもね。ラノベとかラブコメでは、君のポジションはモブ顔なのが定番だし……。あとはロリと無口とイケメンと……」

　何やらぶつくさ言っていたが、聞こえないふりをすることにした。




　翌日からリドリーは髪型を変えるのをやめた。それだけじゃない。どういうわけか、私に話しかけてくるようになった。

「まったく。呆あきれるよ、近頃の若者には」

「あー、そうだね」

　放課後。昼休みに購買で買っておいたアンパンをかじりながら、私は生返事をする。相手にしたくはないが、無視をするのは可哀かわいそうだからな。

「どいつもこいつもやること同じ。カラオケ、映画、喫茶店、ゲーセン、プリクラ……。オリジナリティに欠けると言わざるを得ないね。みんな、そんな人生で満足してるのかね。よりにもよって花の高校時代がそんなんで！」

「いいんじゃないの。むしろあなたの方がおかしいでしょ」

「どうして？」

「アニメみたいな高校生活を送りたいなんてさ、高二にもなって思わないでしょ。遅くとも中学くらいに気付くよ。ああ、アニメはアニメなんだって。そうやって大人になっていくんだよ」

「それは、本当はアニメみたいな学校生活にしたいっていう心の叫びだね」

　ちょっといらっとしてリドリーの顔を見る。言げん質ち取ったりみたいな表情をしてやがった。

「私に任せておきなさい」

「やめて。巻き込まないで。どうせ空回りして失敗して終わりだから」

　そういう二重の意味で痛い目は、中学二年の時に味わっている。

　なんとしても矛先を変えてほしくて、私は言った。

「そんなにバイタリティーがありあまってるなら、部活でもしたらどう」

　この一言を、私はこの先ずぅうううううううううううううううっと後悔していくことになる。

「そうだ！」

　リドリーがものすごい勢いで立ち上がったものだから、椅子もまた勢いよく倒れた。大きな音と大きな声で、教室に残っていたクラスメイトたちが一瞬、リドリーを見る。けれど、「ああ、またアイツか」という顔になって、すぐに各おの々おのの世界に戻っていく。お前の奇行も板についてきたな。

　リドリーはキラキラした目で私を見ていた。何が「そうだ！」なんだと聞いてくれと、雄弁に訴えていた。

「……何が『そうだ！』なんだ」

「部活だよ！　ああ、もうどうしてこんな簡単なことに気付かなかったんだ！」

　言いながらリドリーはどうしてか私の席の前にやってくると、私の腕を摑つかんだ。そして引っ張って立たせようとするのだが、非力なもので全然私を動かせない。

「た、立ちなさい！　行くぞ！」

「行くってどこに？」

「歩きながら教えるから！」

　やれやれ。私は嘆息して立ち上がった。そしてリドリーに引っ張られながら、あとをついていった。

　教室を出て、廊下を歩く。

　リドリーの歩幅は広かった。ずんずんと勢いよく進んでいく。長年くすぶっていたけどやっと目的地を見つけた冒険家みたいに。天てん竺じくを見つけた三蔵法師でももうちょっと落ち着いていると思うぜ。

「思い出した。小さい頃に見たアニメ……。私、憧れてた。部活動するアニメの女の子に」

　私もある程度はアニメを嗜たしなむ。だから、リドリーの言わんとすることは分かった気がした。

「まさか、自分で部活を作るなんて言わないよね？」

「それも択だけど」

　択なのかよ。

「でも、違う。君が男だったら多分そうしたけど、私たちは女子だ。そして部活。この二つが揃そろったら、やることはひとつ」

　そしてリドリーは高らかに宣言した。

「ガールズバンドだよっ！」

　そう来たかっ！

「だからモブ子。君には部活をやめてもらう」

「モブ子じゃない、ワタリだ。あと、部活はやってない」

「ええっ、高校生なのに部活をやってないなんて。高校生活送る気なさすぎでしょ」

　……お得意のアニメ理論を借りるなら、主人公格は大体部活はやってないと思うけどな。

　第二音楽室の前に着いた。漏れ聞こえるのはギターやベースの音。それにボーカルの声。

　軽音部が部活をやっているのだ。

　扉の前でリドリーが私に向き直った。

「さあ、覚悟はいい？」

「覚悟も何も。私、楽器なんて触れたことも……」

「そんなちんけなこと聞いてるんじゃない」

「じゃあ、何を？」

「アニメみたいな学園生活を送る覚悟はできてるかって聞いてるんだ」

　そんな馬鹿なこと……。

　そう思った。でも、思っただけで口にできなかった。それは何な故ぜか。そんなこと、わかりきっている。

　……本当は。

　私だって、この子と同じだからだ。

　毎日代わり映えしない生活。まさにモブみたいに目立たず過ごす。多分、死ぬまでこうだと思う。

　でも、好きでモブやってるわけじゃない。

　私だって、中学までは同じこと思ってた。

　アニメみたいな学園生活を送りたいって。だから中学の時分に二重で痛い目を見たわけだし。

　痛い目を見たから、もうそういうイタイことは言わないようにした。少し大人になった。けれど、それでそういう願望が消え去ったわけじゃないのだ。

　願望はまだ私の中でもくすぶっているのだ。

　だから、私は彼女を否定できなかった。

　私の目を見て、リドリーは言った。

「うん。それでいい」

　生意気にも私の目の奥でくすぶっているものを読み取りやがったのだ。

　リドリーが音楽室の扉のノブを摑つかむ。押し開ける前に、言った。

「目指すは、武道館だから」

　ありえない。無茶だ。そう思ったから、私は言った。

「いや、紅白でしょ」

　私の返事でリドリーがにっと笑った。彼女となら本当にできるような気がしてしまった。

　扉を開ける。音楽の奔流があふれ出てくる。それと一緒に眩まぶしい光。

　私たちは音楽室の扉を開けた。

　中にいた人たちが私たちを見た。




　──無数の忍者たちが……。




「に、忍者？」

　呆あつ気けに取とられている私たちに、忍者の一人が言った。

「どうも、旅人のお二人。貴殿らの脚本、しかと拝見させていただいた」

　忍者の頭領らしき人が恭うやうやしくお辞儀して、宣告した。

「ボツでござる」

　それはこの星において死刑宣告と同義だった。

「サプライズ忍者理論により、貴様たちに天てん誅ちゆうを下す。裁きの理由は『程度の低いパロディ』。これ以上続けても、この話が面白くなる望みなし」

　リドリーが冷汗をかきながら言った。

「いや、ここからどんどん面白くなってく……」

「後半から面白くなるんですよという戯たわ言ごとはつまらない創作がする言い訳の定番也なり」

　忍者たちが一斉に苦無を構えた。黒い刃が鈍色に光る。

「ワタリ、時間を稼いでくれ」

　言われて私は前に出た。

「成敗！　アイヤ───────ッ!!」

　忍者たちが一斉に襲い掛かってきた。百を超える苦無が飛び交う。私はその全てを叩たたき落おとし、忍者たちを蹴散らしながらリドリーに言う。

「早く宇宙船を！」

　リドリーが小物入れから宇宙船を取り出した。それに飛び乗って、私たちは音楽室を後にした。ばごんと大きな音を立てて、馬車は天井を突き破ると、そのまま宇宙へと向かった。




　どうにか銀河まで逃げきった。さっきまでいた星を見つめながら、私はリドリーに尋ねた。

「サプライズ忍者理論って……？」

　リドリーがブスッとした顔で答える。

「イギリスの脚本家フィービー・ウォーラー＝ブリッジが提唱した創作用語だ。『書き手が想定した通りに進行する物語』と『その物語のどこかで唐突に忍者が現れて登場人物を皆殺しにする展開』のどちらが面白いかを比較して、忍者が現れた方が面白いようなら当初想定していた物語は大して面白くない、というものだな」

「それはちょっと……乱暴な気がするな」

「そうだな。唐突に忍者が出てきたら普通に面白すぎるし……。それに……」

　私たちがいたのは、面白い脚本を書ければ移住が認められる星（逆に駄作を書くと処刑される星）だった。今回の脚本制作は、全面的にリドリーが行った。自信満々だった彼女に脚本は全て任せて、私は役作りに専念したのだが……。書きあがった脚本が本当に忍者にめちゃくちゃにされるレベルの仕上がりだなんて知ったら、そのフィービー先生とやらも爆笑だぜ。

　だというのに当のリドリーは自分の台本のしょうもなさに気付かず口く惜やしそうに言った。眼高手低。たくさん本を読んでるからって面白い話が書けるわけでもないんだな。まあ、そもそもリドリーはクリエイターではないし、先の四字熟語はビミョーに当てはまらないんだろうが。

「あともう少し。あともう少し続けさせてもらえれば、絶対面白くなったんだ。ワタリもそう思うだろ？」

　同意を求めてリドリーが私を見た。いやぁ、困るなぁ。傍はたから見たら忍者たちの言うことが正しいのは明白だ。だってどこかで見た展開と台詞せりふのオンパレードでしかなかっただろう。なんなら現在進行形でそうだろ。be動詞の現在形＋ingだ。

　が、そんな冷酷なことは言わない。相棒思いの私は、彼女を否定することができないのだ。だから、前記三行を迂う遠えんかつ誉ほめ言葉に聞こえる言い回しを探して伝えるのさ。

「……まあ、リドリーがアニメとか好きなのは伝わってきたね」

　手慰みで始めた小説の執筆活動に助けられた。芸は身を助けるというのはこの銀河でも真理らしい。苦心の甲か斐いあって、リドリーは私の言葉の真意に気付くことなく、数千年ぶりに活動を再開した活火山みたいに怒りを奔出させつづけている。

「ああ、もう！　腹立つなぁ！　あのあと放課後にお茶を飲みながら軽音楽やりつつ不思議なこと探しをしながらイギリス旅行に行くつもりだったのに！」

　こりゃ、あの後も芝居を続けたところで、忍者どもの評価が覆くつがえることはなかっただろうな。早々に見切りをつけてくれた忍者たちに密ひそかに感謝しつつ、リドリーの嘆きを聞き流す。

　相当悔しいのか、リドリーはこんなことを言った。

「なんてセンスのない忍者たち！　こんな思いをするくらいなら、あんな星寄るんじゃなかった」

　えっ、あの星に寄るんじゃなかった？

　いやいや、それはないだろう。相棒思いの私だが、その言葉は否定せざるを得ない。

　だから私は言った。

「……そんなことはないよ」

「どうしてだよ」と当然リドリーが聞いてくる。

「…………」

　そりゃあさ、地球では、私たちは高校生になれなかったじゃん？　たとえ芝居でも、二人で同じ制服着られたのは嬉うれしかったし、楽しかった……。

　というのが本音なのだが、こんなことを口にする気はない。あまりに湿っぽすぎるだろう。ならば、私の台詞せりふはひとつしかなかった。

「いつだったかのお前のポニーテールが、そりゃもう反則的に似合っていたからだよ」
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神？の星




「おお〜〜〜！」

　狼おおかみの頭を持ち、薄い衣を身にまとった星人がたくさんいた。ヒエログリフのアヌビスを表す文字に命を与えたかのような見た目なので便宜上、アヌビス星人と呼ぶことにする。

「天よりの使いだ。天使だ、天使だ」

　アヌビス星人たちはひれ伏して、天から降りてくる馬車を出迎えた。

　馬車が地に降りて、扉が開く。中から二人の旅の少女が出てきた。

　リドリーとワタリである。




　馬車から降りた二人は面食らった。目の前には、自分たちに向かってひれ伏すアヌビス星人たち。どういうわけか熱烈歓迎されている。

　アヌビス星人の中の一人が言った。

「天使が舞い降りた。これは神の復活が近い」

　自分たちが天使と勘違いされていることにリドリーたちはすぐに気付いた。文明レベルが高くない星に来ると、ままある勘違いだった。天から突如として見慣れない生き物が降りてきたとなれば、神の御使いだと思っても無理もない。

　リドリーが否定する。

「あの……私たちは天使などではありません。宇宙を旅する者でして……」

「はて、宇宙……？」

　アヌビス星人たちがリドリーの言葉を不思議がる。宇宙と言われてもよくわかっていないようだ。そもそも宇宙という概念を知らないらしい。

　それでリドリーは諦めて言った。

「そうです。私たちが天使です」

　宇宙という概念を説明するのは面倒くさかった。それに自分たちの正体は、ここでは問題ではない。

「天使である私たちにあなた方の暮らしぶりを教えてくれませんか？」

　リドリーたちの目的は安住の星を見つけることだ。星人たちの暮らしぶりを知ることができれば、その星が自分たちの生存に適しているかおおよそわかるだろう。見るからに文明レベルが低い時点で多くの期待はできなかったが、それこそ神話に出てくるエデンのような楽園である可能性もまだゼロではない。

　アヌビス星人は恭うやうやしく頭を下げたまま言った。

「もちろんお教えいたします。私たちは神を信じ、今日まで暮らしてきたのです。その敬けい虔けんぶりはあなた方の信徒に恥じないものと自負しております」

　そうしてアヌビス星人の中で最も位の高い者──服飾や髪飾りが豪華なので一目でわかる──が二人の案内を始めた。

　星人たちの暮らす都へと向かうことになった。

　暑い、否、熱い星だった。どこまでも黄色い砂漠が広がっていて、少し離れたところに王墓のような四し角かく錐すいが建てられている。ピラミッドに他ならなかった。

　太陽は容赦なく照りつけ、乾燥した風が砂を巻き上げる。リドリーたちは自分の周囲の環境を適切なものに調整できる装置を携帯しているから問題なかったが、それがなければ熱くてたまらなかっただろう。

「過酷な環境ですね」とリドリーが言うと、案内人が答えた。

「はるか昔に神の雷がこの地に落ちたせいです。以来、ここは荒れ果てた場所になってしまいましたが、それでもみな力強く生きております」

　やがて現れた都は、砂漠の中にあるオアシスを中心に作られたもののようだった。日干しレンガでできた家々が立ち並び、細い路地が迷路のように入り組んでいる。

　市場を歩くと、香辛料や焼きたてのパンの香りが漂ってくる。子供たちが元気に走り回り、商人たちは熱心に客引きをしていた。活気があって、悪い星ではないのがわかった。そう、悪い星ではない。

　しかし、住みたいかと言われればまったくそんなことはなかった。リドリーは都市の様子を観察しながら、いくつかの問題点に気づいた。気温が高いうえに、水の供給が限られていると思われる環境。それに人口が密集している上に、衛生環境もいいわけではない。食事も文明レベル相当の粗末さがあって、上等とは言い難がたいのが一目見て分かった。

　市場には貧相な果物や野菜の他に、手工芸品が並べられていた。

　お守りの中には、小さな鳥を象かたどったものがあった。ワタリがそれを見ていると、案内人が言った。

「それは、我らの神を象かたどった飾りです。それを肌身離さず持ち続けていれば、肉体が滅んだ後にも蘇よみがえることができるとされています」

「蘇よみがえった人がいるんですか？」とリドリーが意地悪な質問をした。

「まだ、その時ではないので」

「その時？」

「ええ、まだ神が復活されていないのです。けれど、復活されたならきっと我らを救済してくださるでしょう」

「フゥン……」

　地球にもそういう宗教があったなとリドリーは思った。神の復活によって、死した人類まで救済されるという教え。この星にもそういうものがあるようだ。

　見れば、道行く人々はみなこのお守りを身につけている。本当に救済されるかどうかは別として、信仰は彼らの心を穏やかにする助けになっているようだ。

　リドリーの目に好奇の光が宿ったのに案内人が気付いた。

「よろしければ、ご案内いたしましょうか。神のみもとに」

「神のみもと……？」

「ええ、神が眠るピラミッドへと」

「……神が眠るピラミッド？　つまり、神の墓ですか？」

「そうですね。私たちは復活を信じているので墓という言い回しはしませんが」

　リドリーが重ねて尋ねた。

「神が眠っているということは、そこにあるんですか。その、神の死体が」

「もちろんです。私たちはその骸の神秘を目まの当あたりにしています。だからこそ、我々は神を信じることができるわけです。……が、……あなたたちは天使ですよね？　主である神の骸がこの地にあることはご存じなのでは？」

「天使にもいろいろあるのです。階級によって知識も違う」などとリドリーは適当なことを言う。薄っぺらい噓うそを吐かせたら彼女の右に出る者はいなかった。

「我らの主の骸があるというなら、是非お目にかかりたい。案内をお願いできますか？」

　二人はもはやこの星に住む気はなかった。けれど、リドリーの方はこの星の神とやらを一目見てから去りたいと考えていたのだった。

「では、ご案内いたしましょう」

　そう言って、アヌビス星人の案内人は再び二人を先導し始めた。

　また砂漠を歩き、ピラミッドへ到着する。

　それは見上げるほどに巨大だった。表面は滑らかな石で覆われており、一つ一つの石は精巧に切り出され、隙間なく積み上げられている。その石は長い年月を経てもなお、風化することなく輝きを放っていた。

　砂に覆われた壁の前で、案内人は言った。

「こちらがピラミッドへの入り口になります」

　リドリーとワタリが周囲を見渡す。目の前にはピラミッドの壁があるだけで、入り口など見当たらない。壁に穴が開いているわけでも、地下への階段があるわけでもないのだ。

「入り口なんてどこにも……」

　そう口にしたまさにその時、壁の一部が切り取られるように消滅した。突如として生じた出入り口は、うす暗い内部へと繫つながっていた。不意の超常現象に二人が驚いているのを見て、案内人が言った。

「このピラミッドはまさに神秘の建物なのです。我らには理解の及ばない仕組みで構成されています。扉もまた人の接近に応じて、勝手に出現したり消えたりするのです」

「ほう……」

　リドリーがにやりと笑った。

「これは面白くなってきた。正直なところ、ここの星のお偉方の死体があるだけだろうと期待してなかったんだが……ともすると本当に神様かもしれない」

　ピラミッドの中は静せい謐ひつな空間だった。うだるような熱気の外とは打って変わって、過ごしやすい涼しさだ。点々と明かりがついているが、それは普通の燭しよく台だいではない。炎とは全く別の、熱を帯びない灯あかりだった。過ごしやすさは、ピラミッドの外とは比較にならない。

　地下への階段を下る。石段は、外の日干しレンガとは比べ物にならないほどにしっかりとした造りだった。壁面には無数の文字が彫られている。それらは市場や都で見た文字とは明らかに違う。

「神の文字です」と案内人が説明をした。

「神官たちが何代もかけて解読を続けておりますが、まだほとんど読み解けておりません。もっともあなたたちには何と書かれているかよくお判わかりでしょうが」

「そうですね」とリドリーは答えた。

　彼女の言葉はまるっきり噓うそというわけではなかった。リドリーが持つ翻訳機にかければ、何が書かれているかすぐにわかるだろう。だから、彼女は案内人に聞いた。

「何が書かれているか知りたいですか？」

　案内人は言った。

「知りたいですが、遠慮させていただきます」

「何な故ぜ？」

「大事なのは、結果ではなく経緯です。これらの文字を知ろうとする我らの努力、それこそが神へ信仰を示すことだと考えます。結果だけ与えられては、順序が逆です」

　リドリーは感心し、頷うなずいた。

「見事な信仰心です」

「恐縮でございます」

　やがて階段が終わった。重厚な扉が姿を現した。

「この先が『永えい劫ごうの間』になります」

　案内人が扉に触れる。すると、不思議な力によって扉が自ら開いていった。物音一つしなかった。

　二人の前に、広大な空間が現れる。思わず二人は目を剝むいた。

　そこには無数の棺ひつぎが規則正しく並べられている。

　近づく。棺ひつぎはクリスタルのような透明な物体で作られており、中の様子がはっきり見える。アヌビス星人とは全く違う容姿の星人が眠っていた。

　棺ひつぎの中に眠る彼らは、人間の体に鳥の頭がついていた。服は着ていない。棺ひつぎの中の体は冷え切っているようで真っ青だった。

　アヌビス星人が解説をする。

「これらの遺体は、推定によると数千年……いや、下手をすれば数万年前からここに安置されているのです。それだけの歳月を経ても全く腐ることなく……」

　リドリーは科学者の目つきになって、棺ひつぎの中の星人を観察している。

「神秘はそれだけではありません。この棺ひつぎもまた神秘。どれだけ強い武器でも決して壊すことは叶かないません。極めつけは、その碑文です」

　棺ひつぎには文字が彫られている。

「そこの文章は、部分的にですが解読されています。それによると、棺ひつぎの中の方々は神と明記されているのです。それだけではない。いつの日か必ず蘇よみがえり、この世界に君臨するとも予言されています。ですから、私たちはその復活の日のために、毎日欠かすことなく神に祈り、そしてこのピラミッドを守っておるのです」

「そうですか」と言いながら、リドリーは小物入れからカメラのようなものを取り出した。それで碑文を撮影する。それは翻訳機で、撮影した文字を別の言語に訳すことができた。

　翻訳結果を見たリドリーは得心がいったような顔をして呟つぶやいた。「なるほど……」

　ワタリが尋ねる。

「リドリー、何かわかったの？」

「まあ、後でね」とリドリーはワタリにしか聞こえないように言った。

　リドリーはアヌビス星人へと向き直る。

「あなたたちの信仰心の深さはよくわかりました。私たちは空に帰り、天におわす神の魂にあなたたちの篤信を伝えます。神の復活はまだ先ですが、それでも地上には恵が降り注ぐでしょう」

　それを聞いたアヌビス星人は、深々とリドリーたちに頭を下げた。

「なんとありがたいお言葉……」

「では、私たちはもう戻ります。案内をしてくださって、ありがとうございました」




　ピラミッドを出て、馬車に乗った。星を出て、銀河に戻る。

　車内でワタリが尋ねた。

「ねえ、あの碑文にはなんて書いてあったの？　棺ひつぎの中の人間は、本当に神様だったの？」

「違うよ」とリドリーは否定した。

「あれは神なんかじゃない。ただのうぬぼれ屋たちさ」

　言いながら、リドリーは翻訳機をワタリに渡した。搭載されているモニターには碑文の翻訳結果が表示されている。

　そこにはこうあった。

『我らは偉大なる種族。その知恵は海より深く、その栄誉は天よりも高い。我らは科学技術を駆使し、自然のほとんど全てを支配下に置いた。まさに神のごとき存在となった。だが、あともう少しのところで、星が滅んでしまった。我らの科学力に自然の方が耐えられなかったのだ。だが、我らは神となる望みを諦めきれない。悲願成じよう就じゆのため、持ちうる最高のテクノロジーを以もつて、同胞の中でも特に偉大な者たちをコールドスリープすることにする。この設備は、計算上、十億年は稼か働どうし続けるはずだ』

　それでワタリは知った。先のピラミッドは、あの星で大昔に生きていた種族がコールドスリープするための設備であったこと。

　碑文はこう続く。

『未来の同胞へ告ぐ。環境が落ち着いたら、我らをコールドスリープから目覚めさせよ。そしてその時こそ、我らの悲願を叶かなえるのだ……』

　そして最後はこう締めくくられていた。

　──今度こそ、本当に神となる。

　ワタリが何とも言えない顔をした。

「……地球の古代文明に出てきた神様とかも、案外正体はこんなんだったのかもね」

「そうかもな」

「案内人さんに教えなくてよかったのかな」

「教えなくていいだろ。信仰を揺らがせたらかわいそうだ。それに……」

　リドリーは、砂漠の星を見つめて言った。

「まあ、偉大なる種族のみなさんの願いも叶かなってるんだ。それを壊すのもかわいそうだろう」










産の星




　銀河を航行中、宇宙生物からの攻撃を受けた。かなり強力な生命体で馬車に搭載された武装を用いても撃退するのがやっとだった。

　馬車がかなり損傷した。あちこちが壊れてしまっていて、どこかで修理をしなければならない状態だった。それで二人は近くの星に降り立つことにした。幸いにしてその星は、リドリーたちが活動できる環境のようだった。

　馬車が星へと下降する。大気の層に辿たどり着ついた時、

「わぁ……」

　馬車の外に二人は綺き麗れいなものを見た。雲の上を飛び交う小さな生き物。人間の幼児の姿をしていて、背中には小さな翼がついている。

　天使。

　愛らしい姿の天使たちが、雲の上で遊んでいる。そう見えた。

　窓に張り付くワタリが言った。

「もしかしてここは、天使の星なのかな」

「さあな。降りてみないと分からない」とリドリーは淡泊に答えた。彼女は壊れた馬車を着地させるのに集中していたのだった。




　着地と同時に、馬車が力尽きるように停止した。扉がガコンと音を立てて、外れる。降りてきた二人はぼろぼろの馬車──あちこちから黒い煙を出している──を見つめた。

「これは手ひどくやられたな。修理に十日はかかりそうだ……」

「扉も壊れちゃったし、これ以上馬車の中で過ごすのは難しそうだね」

「どこか宿があればいいんだが……」

　辺りを見回す。

　二人が降り立ったのは、町はずれと思おぼしきところで、まばらに民家があった。中世ヨーロッパの田舎の農村といった風ふ情ぜいだ。

　一番近くの民家から、人が出てきた。この星の人間だろう。星人の容姿は驚くほどに地球人に酷似している。

　その星人は女性だった。大きなお腹なかをしていて、どうやら妊婦だった。

　女性は驚きに目を見開いて、リドリーたちを見た。

「あなたたち、今空から……」

　どうやら空から降りてくるのを見られていたらしい。

　リドリーが慌てて言った。

「怪しい者じゃありません。私たちは……」

「わかっているわ」と女性は言った。

「あなたたち、天使でしょう？」

　リドリーとワタリは苦笑した。少し前に別の星でも同じ勘違いをされたからだ。こういう時は、天使ということにしておいた方が大抵は話がスムーズに進む。なのでリドリーは言った。

「そうです。私たちは天使です」

　言って、気付いた。そう言えば、着地の前に本当に天使を見た。雲の上で遊んでいる子供の天使たちを。あれらの同族と思われているらしい。

　女性は言った。

「驚いたわ。大きな子供の天使もいるのね。今日まで見た天使は、みんな小さな子供の姿をしていたから。それに天使とおしゃべりできたのもこれが初めて」

　女性は興奮していた。それに興きよう味み津しん々しんと言った様子でリドリーたちと、そして馬車を観察していた。

「すごいわ。空を飛ぶ馬車だなんて。天国には、こんなに素敵な乗り物があるのね」

　話の内容から察するに、天使が住んでいると思われる雲の上の領域を天国と呼んでいるらしい。

　女性はリドリーたちの背中を見る。そして怪け訝げんな表情をした。

「……あれ？　あなたたち、天使なのに翼がないわね」

「成長すると抜けるんです」と咄とつ嗟さにリドリーが答えた。ワタリがぼそっとツッコむ。「白アリかよ」

「そう。そういうことね。翼を失なくしてしまったから、代わりに馬車に乗っているというわけね」

　女性は何やら勝手に納得してくれている。こちらに都合が良さそうなので訂正はしなかった。

　女性は、リドリーたちに尋ねた。

「それで……私のところにきたということは祝福を授けてくれるのよね？」

　そう言って、女性はお腹なかを突き出した。

「さあ、どうぞ」

　どうぞと言われても、二人には何が何やらわからない。

　天使でないことがバレる恐れはあったが、聞かざるを得なかった。

「あの……祝福って？」

　女性はまたもや目を丸くした。

「えっ、あなたたち天使なのに祝福も知らないの？　落第天使じゃない」

　リドリーが困り笑いを浮かべながら、頭の後ろに手をやる。

「そうなんです。私たち不勉強な天使なので。教えてもらえませんか？」

「天使に私が物を教えるなんてちょっと恐れ多い感じもするけど……いいわ、教えてあげる。祝福っていうのは……」

　そこで女性の言葉は途切れた。彼女の瞳は、リドリーたちを見ていなかった。

「あれは……」

　女性は夜空を見上げている。だから、リドリーたちも釣られてその視線の先を見た。

　少し高いところに白い影があった。暗い夜空にあって、淡く光っている。近づいてくるそれは上空で見た天使だった。柔らかな笑みを浮かべて、女性の方へと降りてくる。

　天使は女性の前までやってきた。そしてそっと女性のお腹なかに口づけをした。唇から仄かな光が出て、女性のお腹なかの中に染しみていった。

「ああ……」と女性は声を漏らす。

　天使は女性から離れる。女性は天使に言った。

「ありがとう、天使様……」

　天使はやってきた時と同じ微ほほ笑えみを浮かべたまま、再び空へと戻って行った。

　天使がいなくなった後、女性はいつくしむように大きなお腹なかを撫なでていた。

　リドリーが尋ねる。

「もしかして、今のが祝福ですか？」

「そうよ」と女性は自分のお腹なかを見つめたまま答えた。
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「今ので、私の子供は天使に選ばれたの」

「天使に選ばれる？」

「祝福を受けた赤ちゃんは、人間ではなく天使として生まれるのよ。背中に小さな翼を携えて生まれてきて……すぐに天へ昇るの。天国で幸せに暮らすのよ。苦しみの多い地上ではなく……」

　女性はしみじみと言った。

「ああ……本当に良かった」

　それは自分の子供の幸せを心から願っている母親の声音だった。だから、リドリーたちも女性を「おめでとうございます」と祝福した。

　そこで民家の扉がまた開いた。

「ママユヤ！　何をやってるんだ！」

　出てきたのは男性だった。

「近頃寒くなってきてるのに、外なんて出て……。お腹なかの子のことを考えろ」

「ごめんなさい。でも、どうしても祝福が欲しくて」

「祝福なんて授けてもらえるわけないだろう。天使が口づけをしてくれるのは、何百人に一人なんだから……」

「ふふ、それがね……」

　ママユヤは含み笑いを浮かべる。

「今さっき、天使が降りてきたのよ」

「えっ」と夫と思われる男性が間抜けな顔をした。

「……本当か、それは」

「こんな噓うそついてどうするの。それに祝福の瞬間は、そこにいる二人も見ているわ」

　リドリーが言った。

「はい。確かに私たち、天使がママユヤさんのお腹なかに口づけするのを見ました」

「お、おお……」

　夫は崩れ落ちるようにママユヤのお腹なかの前に跪ひざまずく。そして顔をお腹なかに当てた。

「それは……よかった。よかったなぁ……。奇跡だ……」

「続きは家に入ってからにしましょう。せっかく祝福を授かったのに、お腹なかの子の負担になったら大変だから」

「ああ、そうだな……」

　そう言われて、跪ひざまずいていた夫が立ち上がった。そこでやっと彼はリドリーたちの存在に言及した。

「この女の子たちは？」

「この子たちも天使よ。空から馬車に乗って降りてきたの」

「へえ、大きな子供の天使なんて初めて見た。翼もないし……」

「落第天使なのよ」

「……君がそう言うなら信じよう」

　妻の言葉で、夫はひとまず納得したようだった。

「とにかく、中に戻ろう」

「ええ」

　そう言って、ママユヤはリドリーたちを見た。

「あなたたちも来ない？」

「えっ」

「こんな寒い夜に天使を放り出すわけにはいかないから」

　ちょうど宿を探していた二人には、現地の星人が家に招いてくれるというのはまさに渡りに船だった。馬車の修理をしながら、この星について知ることができる。

「お言葉に甘えさせてください」

　ママユヤは微ほほ笑えんで、二人を家に招き入れた。




　民家はあまり上等ではなかった。生活レベルとしては中世ヨーロッパとほとんど同じだろう。暖炉に薪がくべてあって、暖かい。かまどでは大鍋が火にかけられている。

「ちょうど夕食にするところだったの。一緒に食べない？」とママユヤは言った。

「いいんですか？」

「もちろん。……と言っても、大したものは振舞えないけれどね。今日の夕食も、その鍋に入っているスープだけだし……」

　二人は大鍋を覗のぞいた。けれど、大きい鍋の割にあまりスープが入っていなかった。しかもスープの見た目もすごく悪く、どぶのような色をしている。具の類いも極めて少なく、おいしそうでないどころか健康的な食事にすら見えなかった。

　二人は思わず顔を引きつらせてしまった。それに気付いたママユヤが言った。

「ごめんなさいね。地上には、ろくな食べ物がないのよ。このところずっと不作だし、数少ない収穫は領主様に取られてしまうから……」

　リドリーとワタリが顔を見合わせた。二人の思いは同じだった。これじゃあ、お腹なかの子によくない。

　切り出したのはワタリの方が早かった。

「ママユヤさん。私たち、携行食料……天国の食べ物を持ってるんです。よかったら、それを食べませんか？　すごく栄養があるんです」

　二人の持つ携行食料は、味こそ雑だが栄養価だけは満点だ。少なくともこのスープよりはお腹なかの子の栄養になるのは間違いない。

　リドリーが万能小物入れから、袋詰めにされた携行食料を取り出した。開封すると、カロリーバーのようなものが姿を現す。

「さあ、どうぞ」とリドリーはママユヤに携行食料を手渡した。戸惑いながらママユヤは受け取った。

「見たことのない食べ物ね……。でも、仄ほのかにいい香りがする」

　ママユヤは一口、携行食料をかじった。そして、目を丸くした。

「おいしい！　こんなおいしいもの、生まれて初めて食べるわ！」

　そのままママユヤは、一気に携行食料を食べてしまった。

「すごいわ。天国ではこんなご馳ち走そうが食べられるのね」

「あはは……。こんなもので喜んでもらえるなら嬉うれしいです。まだまだたくさんありますから、旦那さんもどうぞ」

　リドリーは次々と携行食料を取り出すと、傷だらけの机の上に並べた。夫も携行食料を食べて、妻と同じ反応をした。その晩は携行食料をみんなで食べて、ちょっとしたパーティみたいになった。

「ありがとう。食べ物のことは……本当にずっと困っていたの。まさにこれは天からの恵みね」

　夫が言う。

「君たちを天使かどうか疑ってたことを謝るよ。こんなすごい食べ物を持っているなら、間違いなく天使だ」

「いやあ、わかってくれればいいんですよ」

　と言った後、リドリーが少しいやらしい顔をした。

「……ところで私たち天使からひとつお願いがあるんですが」

「何かしら？」

「食料を提供しますので十日ほど、この家に泊めてもらえませんか。あと馬車の修理のためにお庭を借りたく……」

「かまわないよ」と即答したのは夫だった。

「食料をもらえるなら、何日だっていてくれていい」

「ちょうど部屋が一つ空いているしね。使ってちょうだい」

　こうして二人は、この民家に滞在する約束を取り付けたのだった。




　翌日からさっそくリドリーは馬車の修理を始めた。ワタリはできることがないので、ママユヤ家の家事を手伝った。薪まき割わりなどの力仕事をこなしていく。ワタリの力強さに、夫婦は大いに驚いていた。「天使って力も強いんだなぁ」

　他にも掃除や洗濯などをテキパキとこなしていくワタリに、ママユヤが言った。

「あなたってすごく家庭的ね。人間だったら、きっといいお嫁さんになったでしょうね」

「あはは、ありがとうございます」とワタリは笑った。

　ワタリは地球でのことを思い出していた。仲のいい両親がいて、毎日家事の手伝いをしていた。何でもない日々が、今となっては大切な思い出だ。

「……ママユヤさん」

　だから、ワタリは思わず聞いてしまった。

「ママユヤさんは……寂しくはないんですか」

「寂しくないわ」とママユヤは即答した。

　何が寂しいのかはまだ言っていない。けれど、彼女は即答した。それは、きっとずっとそのことを考えているからに違いなかった。

　お腹なかの子供のこと。天使となった子は、生まれてすぐに天に昇ってしまうという。親としてそれが寂しくないのかとワタリは聞いたのだった。

「……食事を見たあなたたちは薄々気付いているかもしれないけれど、この星は凄すごく危ないの。食べ物が乏しいのもそうだけど、なにより病気がね……」

　医療が発達していないのだとワタリは思った。

「五歳になるまで育つことができるのは、三人に一人いるかいないか。そんな危ない橋を我が子が渡らなくて済むんだから……寂しがってる場合じゃないでしょう？」

　地球でも中世あたりの子供の生存率は、五割を切っていたという。見るからに環境が悪そうなこの星ではさもありなんといったところだ。

　ワタリは思った。ママユヤが寂しくないというのはきっと噓うそだ。子供の無事を願うからこそ、自分の感情を押し殺しているのだろう。

　そこで声がした。

「写真を撮りましょう」

　見れば、リドリーが家の中に入ってきていた。どうやら話を聞いていたらしい。彼女は手にカメラを持っていた。

「このカメラには超高性能のレントゲン機能がある。これで今日から十日間、写真を撮りましょう。お腹なかの子供の写真。そうすれば……少しは寂しさも和らぐでしょう」

「リドリー……。それは名案だね」

　ワタリにはリドリーの優しさが嬉うれしかった。

「是非そうしましょうよ、ママユヤさん」

「……えーと」

　ママユヤはあいまいな笑みを浮かべていた。

　ワタリが前のめりになって言った。

「何を迷うことがあるんですか。お子さんの写真が残るんですよ？」

「えっと」

　ママユヤは言った。

「写真って何？」

「あー……」

　二人で写真について説明した。説明を受けたママユヤはたいそう驚いていた。

「すごいわ。つまり、お腹なかの中にいる赤ちゃんの絵が描けるということね」

「まあ、大体そんな感じです」

「是非お願いできるかしら。きっとすごくいい思い出になる」

「任せてください」とリドリーがカメラをママユヤに向けた。ママユヤも胸を張るようにお腹なかを突きだした。シャッターを切る。最初の一枚を撮影した。

　リドリーの持つカメラはポラロイドカメラのようにその場で写真を現像できる。

「今、写真を出しますね。これで赤ちゃんの顔が……」

　けれど、待てど暮らせど排出口から写真が出てこない。

「あれ……」

　リドリーがカメラの調子を確認する。

「……現像機能が壊れてるみたいだ。馬車が攻撃を受けた時に、一緒に壊れたのかな」

「じゃあ、写真をママユヤさんに渡せないってこと？」

「いや、修理はできる。撮影データはちゃんと保存できてるから、大丈夫」

　リドリーは少し申し訳なさそうに言った。

「すみません。修理するので何日か待ってもらえますか」

「謝らないで。この子の写真が手に入るのなら、いくらでも待てるわ」

　ママユヤは大きなお腹なかを撫なでながら言った。

「ありがとう、二人とも。これで本当に……寂しくないわ」




　それから二人は毎日、ママユヤのお腹なかを撮影した。

　二人は時々、ママユヤに質問をした。母親になるということについて、聞きたいことはたくさんあった。年若い女性である二人には、どうしたって関心があることだった。

　ママユヤの家に泊まって四日目のこと、リドリーがこう尋ねた。

「……自分のお腹なかの中に子供がいるって……どんな感じなんですか？」

　ママユヤは笑った。

「そうね。思っていたよりもずっと存在感があるわね」

「存在感？」

「お腹なかの中で動いているのがわかるのよ。お腹なかを蹴ってきたりね。ほら、今も……」

　ママユヤは自分のお腹なかを軽くタッチしながら言った。赤ちゃんのキックに返事をしているみたいだった。

「あなたたちも感じてみる？」

「えっ、どうやって？」

「お腹なかに触るのよ」

「外からでもわかるものなんですか」

「わかるわ。とりあえず触れてごらんなさい。きっと驚くわ」

　言われてリドリーが壊れ物に触るような手つきでママユヤの大きなお腹なかに触れた。そして目を猫のように丸くする。

「うわ……すげ……」

「思っていたより、ずっと強く感じるでしょう？」

「はい……。胎児って言うから、もっとか弱い存在だと思ってたけど……」

　手のひらに軽い衝撃を感じながら言う。

「……力強い命なんだなぁ……」

　ワタリも一緒にママユヤのお腹なかを触って言った。

「……生きようっていう意思をすごく感じます」

「二人の言うとおりね。小さくても、立派な命なの」

「でも、いつもこんなにお腹なかの中で暴れてたら大変ですね」

「そうね。でも、今日はなんだか、とっても元気ね。どうしてかしら」

　ママユヤはなだめるようにお腹なかを撫なでた。

「もう、外に出たくて仕方ないのかもね」

　感傷かもしれない。でもその声は、わずかな寂しさを孕はらんでいるように二人には聞こえてしまった。




　馬車とカメラの修理は順調に進んでいく。

　リドリーとワタリの、赤ちゃんとの触れ合いも積み重なっていく。

　七日目の夜。

　貸してもらった部屋で、リドリーとワタリは並んで寝ていた。寝具は、馬車の中にあった毛布等を持ち込んだ。布ふ団とんを木の床に敷いている。暖炉の炎が二人を橙だいだい色いろに照らしていた。

　リドリーが天井の木目を見つめながら言った。

「なあ、ワタリ」

「うん？」

「ワタリは子供が欲しいって思ったことあるか？」

「あるよ」

　即答した。

「というか、将来的には絶対欲しい」

「へえ……」

「リドリーは？」

「私は逆だな。いらない。というか作っちゃいけない」

「なんでさ」

「子供を幸せにできるビジョンが全く浮かばない」

　天井を見つめたまま、リドリーは言う。

「私は偏屈だし、一つのことに集中すると他のことはおろそかになるし。もし私に子供ができたら、その子は不幸だ」

「実際子供ができたら、リドリーは変わると思うけどな。責任感あるし」

「変わらなかったら？　そんな博打ばくちに子供を付き合わせられない」

「そういうところが責任感があると思う」

「作らない」

　リドリーはぴしゃりと言った。会話の流れを乱暴に断ち切っていた。

　薪が爆はぜるぱちぱちという音がしていた。

「でも、まあ……本当は私は子供を作るべきとは思う。だって天才だから、私の才を継ぐ者を産まずに死ぬのは人類にとっての損失だと思う」

　今晩のリドリーはよくしゃべった。

「……そうだな。産んだ子供は、ちゃんとした施設に預けるんだ。私と違って、きちんと面倒を見てくれる場所だ。そうすれば、子供も不幸には……」

　それを聞いたワタリの顔が深刻になる。

「……リドリー、それは」

「あ」

　ワタリの指摘で、リドリーも気づいたようだった。彼女は皮肉っぽく笑った。

「はは、私の母親と同じことしてら」

　リドリーは幼い時に母親によって施設に入れられている。

「やっぱり、私には無理だな」

　自嘲するリドリーに、ワタリは言った。

「……大丈夫だよ」

「なんでまだそんなこと言えるんだよ」

「だって、子育てって一人でするものじゃないでしょ。旦那さんとか、家族とか、色んな人に助けられながらするもんじゃないかな。だから、リドリーにできないことは周りの人がきっと助けてくれるよ」

　言ってから「わかんないけど……」とワタリは付け加えた。彼女だってまだ少女にすぎない。わかるわけがないのだ。けれど、リドリーはワタリの言葉に説得力を感じた。

「……そうかもな。もしその時が来たら私にも多分旦那がいるんだよな」

「リドリーが選ぶ人ならきっと信頼できる人だよ。伴侶選ぶのに妥協しなそうだもの」

「そうだな。私が夫を選ぶなら、相手は世界で一番信頼できるやつだ。そうでないとずっと一緒にいたいなんて思えない。だからきっと見つからないよ」

「そんなことない」とワタリは言いさした。リドリーが横目にワタリを見ていたからだ。

「ワタリが男だったらよかったのに」というぼやきが聞こえた。

　ワタリの手に温かいものが触れた。リドリーが手を握ってきていた。ワタリもその手を握り返した。




　九日目は朝から大雪が降った。このあたりでは珍しいことなのだとママユヤが言った。

　家の外は吹ふ雪ぶいていて、とても外に出られる状況ではなかった。その日はリドリーも馬車の修理を諦める他なかった。

「まあ、今日はゆっくりすればいいさ。修理そのものは順調なんだし」

　ママユヤたちもリドリーたちの滞在は歓迎してくれている。部屋の中で暖を取って、穏やかに過ごした。

　夜のことだった。

　リドリーたちは居間で、ママユヤの夫と談笑していた。ママユヤとの馴なれ初そめのことや、プロポーズのことを聞いたりしていた。年頃の二人は、そういう話を興きよう味み津しん々しんに聞いていた。

　盛り上がっているところに、ママユヤがやってきた。彼女は自室で眠っていたはずだった。

　夫が声をかけた。

「ああ、ママユヤ。君もこっちにおいで。みんなで話でも……」

「ごめんなさい。それどころじゃないのよ」とママユヤは夫の言葉を遮った。

　見ればママユヤは額にうっすらと汗をかいている。そばにある木の手すりにつかまって立っている。

　三人が同じことを思った。

　まさか……。

　そして、ママユヤはその言葉を口にした。

「生まれそう」

　三人が三人とも呆ほうけたように停止した。

　少しだけ時間をおいて、夫が椅子から立ち上がった。

「産婆を呼んでくる！」

　言って、家の戸口に向かう。扉を開けたその瞬間、身を切るような冷たさの風と雪が吹き込んできた。外は強烈な吹雪で数メートル先すら見えない。

　ワタリが夫を止めた。

「無理ですよ、この吹雪じゃ！」

「だが……！」

　産婆は町にいるとリドリーたちは聞いていた。町までは平時なら一時間ほど歩けば着くらしいが、この吹雪ではどれだけかかるか。いや、町に行く前に凍死してしまうかもしれない。

「リドリー、馬車は？」

「ダメだ。まだ飛べない」

　足はない。産婆を呼んでくることは、どうやら無理だった。

「くそっ、まだ予定日より早いのに……」と夫が髪をかきむしる。そして軽いパニックになったのだろう。こう言った。

「あと一日、我慢できないか？」

　女子三人が三人とも「無理だろ……」と思った。

「う、うう……」

　ママユヤは呻うめいて、膝を突いてしまった。とっさにワタリが駆けよって支えた。

　ママユヤの足を透明の液体が伝った。全員に緊張が走った。

「破水だ……」とリドリーが呟つぶやく。夫が聞いた。

「それってつまり……？」

「もうすぐ生まれるってこと……」

　夫がいよいよ青ざめた。

「ど、どうすれば……」

　リドリーすら険しい顔をしている中で、ワタリだけが冷静だった。

「どうするもこうするもないですよ」

　言いながら、ワタリはママユヤを抱き上げた。

「私たちで赤ちゃんを取り上げるんです」

　思わずリドリーは聞いてしまった。「マジ……？」

「それしかないって言ってるでしょ。二人にも手伝ってもらうからね」

　ワタリはママユヤを横抱きにして、彼女の寝室へ向かった。

　その後ろ姿を見て、リドリーは自分の両頰をバチンと叩たたいた。

「……よし、やるしかないよな」

　言って、笑ってみせるがやはり少しひきつっている。それでも夫にこう言った。

「私たちも行きましょう」

「あ、ああ……」

　ワタリのあとに続いて、二人も寝室に入った。夫がぼそりと呟つぶやいた。「……こういう時、女の子の方が度胸があるな……」




　ベッドの上にママユヤは横向きにされていた。すでに口からは悲鳴が漏れていて、酷ひどく苦しそうだ。

「リドリー、どうしたらいい？　リドリーなら医学の知識があるでしょ」

「ホントは専門外なんだけどな。……でも、最低限のすべきことはわかる、はずだ」

　リドリーは科学者であって、医者ではない。医学知識は決して多くはないし、特に産婦人科の勉強は浅くしかしていない。それでも、記憶の奥底から必要な知識を手繰り寄せる。

「……とにかく妊婦をリラックスさせないと」

　リドリーは夫に指示する。「カイロ……じゃなくて水袋にお湯を入れて持ってきてください。妊婦の体を温めないといけません」

　続けて、ワタリに指示をする。「ワタリはママユヤさんをマッサージして。とりあえずお腹なかや足の付け根から始めよう。でも、どこをマッサージすると楽になるかは人によるから、適宜ママユヤさんに聞いて」

　最後にママユヤに言った。

「いきみたいと思いますけど、まだしないでください。却かえって、子宮口が開きにくくなるかもしれません。私の呼吸の仕方を真ま似ねして……」

　言って、リドリーが呼吸法を示してみせる。痛みから逃れようとしているかのように、ママユヤは懸命にそれを真ま似ねした。




　各人が自分にできることを行った。「飲み物を持ってきて！」「長丁場になるかも。軽食も準備しておこう」「うちわで妊婦を扇あおいで！」

　けれど、どれだけ手を尽くしてもママユヤが楽になる気配はない。

　狼ろう狽ばいしている夫が言った。

「むしろ、どんどん苦しくなってきているような……」

「そりゃそうでしょ、出産なんだから。でも、何もしなかったらもっと苦しんでるはずです」

　緊迫する空気の中、三人はママユヤに寄り添い続ける。

　数時間が経たって、ママユヤの苦しみはいよいよ最高潮に達したようだった。

　彼女の形相は、すさまじいものになっていた。想像を絶する苦痛を味わっているのだろう。まるで鬼のようだった。漏らす声ももはやうめき声ではなく、絶叫だった。リドリーたちも思わず、たじろいでしまうほどの迫力があった。

　悲鳴の内容もすさまじい。それはとてもここに書けるような内容ではない。普段のママユヤなら絶対口にしないに決まっている言葉を口にする。それら暴言の中でもどうにか記述できるものを挙げるなら……。「ちくしょう、殺せ。殺しやがれ！」「ぎゃあああああああああああああああああ！」「ふざけんな！　ふざけんなよ、クソが！」「無理無理無理無理無理無理無理無理無理！」

　リドリーとワタリも面食らっていたが、特に衝撃を受けているのは夫だった。妻と過ごした期間が長い分、大きな乖かい離りがあるのだろう。相当なショックを受けているみたいで、自おのずと妻から後ずさってしまっていた。

　それを見とがめたワタリが叫んだ。

「逃げないで！」

　夫の足が止まった。

「逃げないで。手を握ってあげてください」

　それで夫はようやく自分が何をしようとしているかわかったようだった。彼は申し訳なさそうに言った。「すまない」

　急いで妻の下に戻ると、彼女の手を強くつかんだ。それで妻の絶叫が収まることは全くなかったが、それでももう離さなかった。

「あっ！」

　今度大声を上げたのはリドリーだった。

「やっべ！　忘れてた！　くそっ、私としたことがテンパりやがって……」

　リドリーは小物入れから、錠剤のシートを取り出した。一錠の薬をシートから押し出す。

「ママユヤさん、もう大丈夫です。痛み止めを持ってるの思い出しましたから。すごく効きます。どんな痛みにも……。口を開けてください」

　錠剤を口に近づける。けれど、ママユヤは首を横に振った。

「……いえ、それはいらない」と息も絶え絶えに口にした。

「安心してください。胎児に悪影響はありません。痛みだけを完全に取り除いてくれます。だから……」

「ううん……大丈夫だから」

　リドリーが何を言っても、ママユヤは頑かたくなに口を開けない。

「ど、どうして……。そんなに痛いのに……」

　今もママユヤはびっしょりと汗をかいて、苦しげに息をしている。眉間に刻まれた深い皺しわからも苦痛が伝わってくる。浅い呼吸をしながらも彼女はどうにかこう言った。

「これが、この子を感じられる最後なのよ」

　ハッとした。

　これは普通の分ぶん娩べんではない。

　生まれた子供はすぐに天へと昇ってしまうのだ。出産と同時に待っている別れ。それを思えば、母にすればこの痛みすら愛おしいはずだ。

「……わかりました」

　これ以上、リドリーにできることはなかった。けれど、ママユヤは弱弱しく微ほほ笑えみながらも言った。

「……ありがとう」

　ママユヤが正気を保って話せたのはそこまでだった。直後、再び発狂したように彼女は叫び出した。




　陣痛を訴えてから、十時間以上たった。吹雪が弱まり、夜明けが近くなっていた。

　胎児の状況を確認していたリドリーが言った。

「頭が出てきた！　いきんで！」

　ゆっくりと出てくる赤ん坊。それをリドリーが受け止める体勢を取る。

　背中まで見えるようになった。そこにはぐしゃぐしゃに丸まった翼がある。少し血で汚れているけれど、白い翼。祝福を受けた天使だった。

　やがて体が、全部出てきた。軽い重みをリドリーが受け止めた。「お……」

　血液がリドリーの腕に付いた。

「……生まれた」とワタリが呟つぶやいた。

　夫が続く。

「生まれた！　生まれたぞ！　よく頑張ったな、ママユヤ！」

　夫は喜んで、ママユヤを抱きしめた。歓喜の叫びが聞こえてくる。

　一方、リドリーは言葉もなかった。子供を受け止めた時に、何か、強い衝撃のようなものを覚えた。すごいと思った。命を作るという行為のすさまじさ。知識ではなく体験としてそれを感じた。ただただ腕の中の温かい命に、言いようもない気持ちになっていた。

　赤ん坊はリドリーの手の中で大人しくしている。

「リドリー」

　ワタリの呼びかけで、意識が戻ってくる。「あっ……」

　疲れ果てているに違いないママユヤが軽く上体を起こして、リドリーを見ていた。

「赤ちゃんを、抱かせてくれる……？」

「あ、ああ……。はい」

　用意していた清潔な布に赤ん坊をくるんで、ママユヤに渡した。

「ああ……」

　ママユヤは天使の赤ん坊をしっかりと、けれど優しく抱いた。

　そこでリドリーは思った。

「そうだ。へその緒……」

　切らなければ。そのために鋏はさみも準備してあった。

　が、

「……あれ」

　天使の赤ん坊にへその緒はなかった。出産の際に、どこかで切れてしまったのだろうか。




　天使の血をぬぐって、綺き麗れいにしてやる。ママユヤと夫が順番に天使を抱いた。天使は大人しくて、泣き声を上げなかった。それでも両親の愛情は理解しているのか、微ほほ笑えみを浮かべている。

　丸まっていた背中の翼が、時間経過とともに伸び始めた。皺しわのない美しい形になっていく。

　天使を抱いているママユヤが言った。

「この綺き麗れいな翼で、天国に行くのね」

　翼を慈いつくしむように撫なでる。

「ママとパパは……あなたと一緒には行けないけれど……安心してね。天国は地上よりもずっと住みよいところだから。でも……もし何か困ったことがあったらいつでも戻ってきていいんだからね」

　天使の赤ん坊に、言葉を解かいしている様子はない。けれど、きっと伝わっているとそこにいる全員が思った。

　やがて、羽が伸び切った。途端、天使はママユヤの腕の中でもがき始めた。ママユヤから離れたがっているようだった。ママユヤが細く小さい声で言った。

「……もう時間なのね」

　ママユヤが夫に言う。

「窓を開けてくれる？」

　夫が窓に近づく。そして、少し躊躇ためらいながらも窓を開ける。

　ちょうど夜が明けていた。雪もやんでいる。朝の光が美しかった。

　天使はママユヤの手から這はい出でた。そして飛んだ。小さな翼をはためかせて、窓の外に出た。

　その瞬間、ママユヤと夫が一緒に叫んだ。

「元気でね！　元気で暮らすのよ！」

　夫婦は天使に手を振る。天使は振り返らず、朝ぼらけの空へと一直線に飛んでいく。二人は小さくなっていく姿を見送る。

　天使が見えなくなる直前、ママユヤが消え入りそうな声で言った。

「行かないで」

　それを聞いてしまって、リドリーは泣きそうになった。




　見送った後、みんな疲れ果てて丸一日眠ってしまった。馬車の修理は翌日に持ち越されたが、無事に完了した。

　二人は馬車の状態を確認するために、籠に乗り込んだ。従来と同じく、四次元の空間が広がっていて、無数の部屋があった。

「いつでも航行可能だ」とリドリーがワタリに言った。

　この星に残る気は、残念ながらなかった。ママユヤたちはいい人だが、ここの環境は二人の望むものではなかった。

「じゃあ、ママユヤさんたちに挨拶しないとね」とワタリが言う。

「いや、まだ少し早い。まだカメラが直せてない」

「あ、そっか。この十日、ずっと赤ちゃんを撮ってたもんね」

「ああ、写真を渡さないままじゃ出ていけない」

「修理にどれくらいかかる？」

「馬車の修理が終わって完全にこっちに集中できるから、まあ、一時間もあれば」

「じゃあ、私は外で待ってるね」

　リドリーを修理に集中させたいという計らいだった。「ああ、助かる」と言って、リドリーは早速修理に取り掛かった。

　ワタリは馬車の外に出ると、この星の環境を観察して過ごした。地球人によく似た星人がいるし、本当に環境だけが残念だった。やはり理想の星というのは簡単には見つかってくれない。

　そろそろ一時間が経たつという頃に、再び馬車に戻った。リドリーの部屋の前に行く。

　扉を開けようとしたその時だった。

「ふざけんな!!」

　大声が聞こえてきた。リドリーの声。長年一緒に旅をしているワタリですら聞いたことがないほどの声量だった。

　何かあったのかもしれないと急いで扉を開ける。

「リドリー!?　どうしたの!?」

　部屋の中にリドリーはいた。テーブルの上にはカメラ。そして現像した数十枚の写真が散らばっていた。

「ふざけんな！　ふざけんな！」

　言いながら、リドリーは机をがんがんと殴っている。こんなに取り乱しているリドリーを見るのは、ワタリも初めてだった。

「お、落ち着いて、リドリー！　どうしたの、何があったの！」

　とりあえずリドリーの手を摑つかんで制止する。既に拳の皮は剝がれて、血が出ていた。けれど、それでもリドリーは暴れるのをやめなかった。

「許されるか！　あってたまるか！　こんな、こんな……こんなことが……！」

　怒りの混じっていた声が、次第に悲しみに変わっていく。それでリドリーは暴れるのをやめた。ワタリもリドリーを解放した。

「ねえ、どうしたの。リドリー……」

　ワタリが尋ねても、リドリーは答えない。それは無視しているというわけではなく、打ちひしがれて答える余裕がないという風だった。

　何な故ぜ、リドリーはこんなに取り乱しているんだろう。

　その理由は、一つしか考えられなかった。

　写真だ。

　テーブルの上に散らばる写真の一枚を手に取り、ワタリもまたそれを見た。




　リドリーとワタリは馬車を出た。ママユヤたちに別れの挨拶をするためだった。

　ママユヤの部屋に行く。彼女はベッドにいた。出産の疲れがまだ残っているだろうから、しばらくは安静にしていなければいけなかった。ベッドの脇の椅子に夫が座って、妻に寄り添っていた。

　部屋に入った時、二人は窓の向こうの空を見上げていた。その行為の意味が分かって、リドリーたちの胸が痛んだ。

　ママユヤたちがリドリーたちに気付いた。

「あら、あなたたち……」

　切り出したのは、リドリーだった。

「……ママユヤさん。お世話になりました。馬車が直ったので、私たちはもう行こうと思います」

　ママユヤが目を伏せた。

「……そうね。あなたたちも天使だものね。寂しくなるわ」

「……お写真の件ですが」

「ええ。楽しみにしていたの。私の赤ちゃんの姿がわかるという絵。見せてもらえる？」

「……すみません！」

　リドリーとワタリが同時に頭を深々と下げた。

「機械が完全に壊れていたみたいで、写真は一枚も撮れていなかったんです。本当にごめんなさい」

「……あら、そうなの」

　けれど、ママユヤは残念そうな顔はしなかった。むしろ、気遣うようにリドリーたちに微ほほ笑えんだ。

「気にしないで。大丈夫よ。私、ちゃんと覚えているから。この目で、この腕で、この体で。あの子の顔と温かさを……」

　けれど、リドリーたちの表情は浮かない。

「元気を出してちょうだい。それじゃあ、天国に戻った後、妹の天使たちに心配されるわよ。あなたたちは、私の子のお姉さんなんだから」

「……そう、ですね」

　言われて二人は、どうにか顔を上げる。

「それじゃあ……もう行きます」

「ええ。うちの子に会ったら、かわいがってあげてね」

「……はい」

　それで二人は家を出た。そして馬車に乗って、空を飛んだ。窓から見下ろすと、ママユヤたちが見送っていてくれた。

　それを暗い目でリドリーは見下ろす。そして、憔しよう悴すいしきった様子で呟つぶやいた。

「どうすれば、よかったんだろうな」

　隣にいたワタリにも答えられない質問だった。




　コンボウアメバチという蜂がいる。

　寄生性の蜂で、ヤママユなどの蛾がの幼虫の体内に卵を産み付ける。

　彼らに寄生された幼虫はすぐには殺されない。繭を作るまでは平穏に過ごせる。

　けれど、繭を作るとコンボウアメバチの幼虫は本格的に動き始める。繭の中で幼虫を食いつくし、成長するのだ。結果、蛾がの繭から蜂が羽化するという奇々怪々な事態が起こる。

　ママユヤに起きていたのも、同じことだった。おそらくは天使の口づけが産卵に当たる行為なのだろう。

　写真はちゃんと撮れていた。

　一日目は、胎児の姿が。

　二日目は、胎児の脇で幼虫が孵ふ化かする姿が。

　三日目に、孵ふ化かした幼虫が大きくなって、胎児を圧迫し始めていた。

　そして四日目から、捕食を始めていた。

　食われるのを逃れようと、胎児がもがいているさままではっきりと。必死に暴れているのが見て取れた。

　そして、九日目には完全に食い尽くし、胎児に取って代わってしまった。

　だから、アレは天使などではない。

　天使に見た目が似ているだけの、寄生生物だ。

　がっくりと肩を落としているリドリーにワタリが言う。

「町に行ってさ、偉い人にさっきの写真を渡すって言うのもあると思うけど……」

「……わかってる。わかってるさ。でも、それをしたら……」

　リドリーらの話を町の人間が信じたら……真実が明るみに出るだろう。

　二人の脳裏には、ママユヤの顔がよぎった。

　馬車は町に寄ることなく、空へと上がっていく。

　リドリーが窓の外を見る。微ほほ笑えみを浮かべた天使たち──それも偶然人間に微ほほ笑えみに見えるだけか、あるいは人間に取り入るためにそう進化したのか、どちらであれ決して表情などではない──が雲の上を乱舞している。

「……これからも……あの生物たちは……胎児を食い続けるんだろうな」

「私たちが町に行かなければ、そうなるね」

　それでも馬車は、もう地上には降りなかった。

「最低だ、私……」

　項うな垂だれるリドリーの頭を、ワタリが胸に引き寄せて抱いた。










皮の星




「移住には最高の星であることを保証しますよ」

　その星人は、にこやかにリドリーたちを迎え入れた。リドリーたちも星人の言葉にうなずいた。

「そのようですね。この星の環境は私たちにうってつけです。それに文明のレベルも高い」

　リドリーの言葉に、星人は緩やかに首を横に振った。

「いいえ、この星にはもっと素晴らしい点があるのです。最高の美点が」

「とおっしゃると、どのような」

「なんと、あらゆる悪口が禁じられているのです」

「悪口が、ですか？」

「はい。悪口を言った者は死刑です」

「……なるほど。少々、過度な気もしますが」

「いえ、そのようなことは。言葉の乱れは心の乱れ。逆に言うと言葉が整えば、心も整うのです」

「悪口と言ってもレベルがあるでしょう？　どのレベルからダメなんですか？」

「全部です」

「教えてくださいよ」

　星人は「とんでもない！」という顔をした。

「言えません！　どんな文脈であろうと、口にしたら死刑なのですから」

「例えば、死ね、消えろ、ゴミ、殺すぞ、失うせろ……」

「ああ！　完全にアウトです！　あなたたちがこの星の住人だったら、この場で射殺されてますよ！」

「どう思う、リドリー？」とワタリが尋ねる。

「私はね、リドリー。悪口が禁じられているのは、いいことだと思う。感情的になって酷ひどいことを言って、後悔することもあるし……」

「確かにそうだ。だが……」

　ちょうどその時、リドリーらの近くで二人の星人がすれ違った。男の星人と、女の星人だ。男の星人は何かに躓つまずいて、転んだ。その拍子につい女の星人の服を摑つかんでしまった。びりりと音を立てて、女の服が破れてしまった。

　転んだ男が起き上がりながら口を開く。「ご、ごめんなさ……」

　だが、男の言葉より早く女がにこやかに言った。

「まあ！　私のドレスを素敵にしてくださってありがとう！　この独創的なデザイン！　どうやらファッションデザイナーの才能をお持ちのようで！」

　女の言葉を受けて、男は謝罪の言葉を飲み込んでしまった。

　男は女にこう言った。

「お褒め頂いて、ありがとうございます。あなたのお洋服こそ、素晴らしい。羽根のように柔らかな素材でできているんですね。きっとお財布に優しい生地だったのでしょう。倹約家の才があって羨ましい」

「あらあらあらあら」

　女は一層優雅な微ほほ笑えみを浮かべる。

「そんなに褒めてくださって、嬉うれしいったらありません。あなたの先ほどの身のこなしもうっとりするほどに素晴らしくて。特にあの足さばき、舞踏会に招かれた貴族のようでしたわ！　思わず見み惚とれてしまいましたの」

「ほうほうほうほう」

　男もまた凄絶な笑みを浮かべた。

「それは嬉うれしい！　次にお会いする時はもっと素敵な演出をご覧に入れますよ！」

「あらあらあらあら！」

「ほうほうほうほう！」

　リドリーとワタリは言葉を失って、そのやりとりを眺めていた。

　ワタリがぼやく。

「……普通に悪口言われた方がマシかも」

「そうだな。私だったら、殺しているかもしれん」

　リドリーたちの言葉を受けて、彼女たちと話をしていた星人が言った。

「お分かりになっていただけたようですね、この星の素晴らしさを」

　星人の言葉の真意を理解した二人は、さっさと星を後にした。










虚の星




「宇宙嵐だ！」

　それがいかにして発生したかはわからない。唐突に宇宙空間に強力な磁場が発生した。不運なことにリドリーらの馬車はまさにその宇宙嵐のど真ん中にいた。

　宇宙嵐は人工衛星をはじめとしたさまざまな機械に障害を発生させる。リドリーらの馬車も例外ではなかった。瞬またたく間まにほとんどのシステムがダウンし、航行不能に陥った。電気も落ちて、馬車の中は真っ暗だ。

　静まり返った闇の中で、ワタリが不安げに言う。

「これ、どうなっちゃうの？」

「わからない。嵐が収まって磁場が正常に戻るのを待つしかない。果たしていつになるか……」

　そうして籠ろう城じようが始まった。嵐が止やむまでの耐久戦。けれど、嵐は弱まる気配すら見せない。

　三日が過ぎた。リドリーたちに嫌な予感がよぎり始めた。このままずっと嵐は収まらないのではないか……。だとしたら自分たちはここで朽ちる他ない。宇宙において時の流れは壮大だ。百年、千年程度は瞬またたきに等しい。自分たちが死ぬまで嵐が止やまない可能性は十分にある。

　もはや嵐が止やむのを祈ることしかできない。縋すがるような目つきでリドリーたちが窓の外を見ていると、遠くに虹色の光が見えた。針の先のように小さなそれが、みるみる大きくなる。光はこちらに近づいてきているようだ。

「彗すい星せいか!?」とリドリーが言った。この経路では衝突する。けれど、避けられない。絶望的な思いで虹の閃せん光こうを見つめるしかできなかった。

　閃せん光こうは、馬車の近くまでやってきた。果たしてそれは彗すい星せいではなかった。

　やってきたのはロボットだった。

　少女型のロボットだが、地球産でないことは確かだ。体を構成する機器が見たこともないものばかりだったのだ。脚部と腰にブースターと思われるものがついていて、バーニアから虹の光が出ていた。

　ロボットは馬車の車輪を摑つかむと、引っ張り始めた。少女の顔が力むと同時に、虹色のバーニアが一層強く光る。小柄でありながらすさまじい力だった。馬車はみるみる速度を増して、ロボットに牽けん引いんされていく。あっという間に少女は馬車を宇宙嵐のエリアの外に引っぱり出してしまった。

　馬車のシステムが復旧し、室内に光が戻ってくる。車窓からロボットを見つめて、リドリーが呟つぶやいた。

「助けてくれたのか……」

　その声が聞こえたわけではないだろうが、まるで返事をするようにロボットはウインクをした。そして再びバーニアを吹かして、リドリーたちの前から去ろうとした。

　が、バーニアの光がかすんだ。

　少女のロボットは戸惑った様子で再びバーニアを吹かそうとした。けれど、頼りない光が噴出するだけに終わる。

　リドリーが状況に気付いた。

「彼女も宇宙嵐の影響を受けたのかもしれない」

　機械の御者に指示を飛ばす。馬車をロボットに近づけると、迎え入れるように扉を開けた。意図に気付いて、ロボットは馬車の中に転がり込んできた。迎え入れたリドリーたちはお礼を言おうとしたが、それよりも早くロボットが口を開いた。

「ありがとー！　助かったよ。いやぁ、参っちゃうね、まさかあの嵐、私まで狂わせるなんて。こう見えて宇宙嵐には強い方なんだけどなぁ」

　陽気に笑う。快活なロボットだった。

「本当に強い嵐だったからね」とリドリーが応じる。

「こちらこそ助けてくれてありがとう。君が通りかからなかったら、いつあの嵐を抜けられたかわからない」

「お礼なんて。大したことしてないし。……あ、今の噓うそ。やっぱりお礼して。バグったシステムを調整したいんだけど、宇宙空間に漂ってたんじゃ安心できないからさ。私の調子が直るまでここにおいてくれないかな？」

「もちろん、そのつもりだ」

「わー、ありがとう。優しいんだね！　多分、十五分くらいで直ると思うからそれまでよろしくね」

「ああ、よろしく」

「私はメイズ。あなたたちは？」

「私はリドリーだ。後ろにいるのがワタリ」

　リドリーの後ろからワタリが顔を出す。「助けてくれてありがとう……」

　メイズが二人に言う。

「あなたたちは地球人ね。旅の途中で何人か地球人に会ったからわかるよ。安住の星を探してるんでしょう？　大変だね」

「ああ。君はどこの星のロボットなんだい？」

「私はヴァニタス星で作られたの」

　ヴァニタス星という星にリドリーたちは聞き覚えがなかった。けれど、それも当然のことだと思う。この宇宙には無限と思うほどにたくさんの星がある。リドリーたちが知っている星の方が少ないのだ。

「どんな星なんだい、ヴァニタス星は？」

　場合によっては、次に行く星にしてもいいかもしれないと思ってリドリーは尋ねた。

「すごくいいところよ。科学技術がすごく発展していて、特にロボットを作る技術はどの星にも負けないわ。それにみんな優しいの。困ってる人は異星人だって助けるの。だから、大好きな星」

　科学力の高さはメイズを見ているとよくわかる。彼女の思考能力は少なく見ても地球人と同等だし、性能の方も地球の科学力を超えているのはさっきの牽けん引いんで証明されていた。

「……でも、問題もあって……星の資源を使いすぎちゃったの。今は資源の枯こ渇かつに苦しんでる。それを解決するために色んなプロジェクトを計画したの。私もその中の一つ」

「メイズが計画の一つ？」

「私……ううん、星を出た時は私以外のロボットもいたから私たちが正しいんだけど、私たちは無限エネルギーを探すために作られたの。銀河のどこかにあるっていう、尽きることないエネルギー。それを見つけて持ち帰るのが私たちの使命なの」

　リドリーが難しい顔をした。

「そんな夢みたいなエネルギー、存在するとは……」

「じゃーん」

　メイズが薄い胸を張る。すると胸部が割れるように開いた。メイズは中から乾電池程の小さな物体を取り出す。

「メイズちゃんは優秀なロボットであるからにして、果てなき旅の果てについにそれを見つけたのですー」

　その電池様の物体の中には、虹色の光が渦巻いていた。

「……本当に？」

「本当に本当」

　リドリーが前のめりになった。

「本当に無限エネルギーなるものならもっとよく見てみたい。少し貸してくれないか？」

「あっ、ダメダメダメ！」

　メイズはエネルギーを胸に抱えて、守るような体勢を取った。

「これは渡せないよ」

「安心してくれ。奪ったりなんてしないよ」

「そうじゃないの。あなたたちがエネルギーを奪うような人じゃないのはわかってるけど、そういう問題じゃないんだ」

　メイズは辛つらそうに瞳を伏せた。胸の中のエネルギーを見つめる。

「このエネルギーを手に入れるために、私の仲間はみんな壊されちゃったんだ。すごく強い宇宙生命体と戦わなきゃいけなかったから……。だから、母星に戻るまで誰の手にも渡せない」

「そんな事情が……」

　リドリーとワタリも俯うつむいた。

「わかった。そういうことなら、もう貸してくれなんて言わないよ」

「うん。あなたたちならそう言ってくれると思ってた。だから、エネルギーを見せたんだけどね」

　メイズは微ほほ笑えみながら胸部にエネルギーをしまった。開いていた胸部が閉じる。

　リドリーが言った。

「エネルギーが見つかっているなら、メイズはもう母星に帰るだけだな」

　リドリーは思い出す。馬車を宇宙嵐から助け出してくれた時のメイズの航行速度。地球の化学水準と比較すると超越的と言ってよい速度が出ていた。

「あんなに速く動けるなら、星に戻るのもすぐだろうな」

「いやぁ、そうもいかなくてさ」とメイズは恥ずかしそうな顔をした。

「宇宙生命体と戦った時に、壊されちゃったんだよね」

「何を？」

「母星の位置を感知するセンサー」

　言って、メイズは頭部を指した。そこにはアホ毛のようなものがあったが、よく見ると中ほどで折れている。

「参ったよ。だってエネルギーを手に入れたのは、母星から何億光年も離れた場所だったからさ。いくらスピードがあっても方向がわかんないとどうしようもない。だから、もう手当たり次第にやってるよ」

　リドリーとワタリが目を丸くする。

「手当たり次第って……まさか……一つ一つの星を巡って、母星を探しているのか」

「それしかないよねぇ」

　なははとメイズは困り笑いを浮かべた。

「そ、そんなの終わるわけない。この宇宙にどれだけ星があると思ってるんだ」

「大丈夫。私の体は不朽だし、無限エネルギーも持ってるからね。理論上は、永遠に旅ができるの。だから、時間はかかるかもしれないけれど、ヴァニタスは必ず見つけられる」

　メイズは続けた。

「それに私……よく覚えてるから。荒廃して赤茶けたヴァニタスの星。あの色を私が見落とすはずない」

　メイズは立ち上がった。腰よう部ぶのバーニアを吹かす。噴出された虹の光は若干霞かすんではいるが、さっきまでの頼りなさはない。

「うん。調子、戻ったみたい。これなら行ける」

　メイズは馬車の扉へと向かった。
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「休ませてくれてありがとう」

「もう少し休んでいってもいいのに」

「嬉うれしいけど、そういうわけにはいかないよ。私は永遠に旅ができるからいいけど、星のみんなはそうじゃない。必ず星ここに帰ってくるって、手を振るみんなに約束したんだから」

　メイズは扉を開ける。そして無限に続く大宇宙へと飛び出した。

「それじゃあね。お互い、目当ての星が見つかるといいね」

　最後にメイズは無邪気に微ほほ笑えんだ。次の瞬間には、彼女の姿は消えていた。後にはただ、尾のように後を引く虹光の残ざん滓しだけが残っていた。




　メイズとの出会いから少し経たった頃。

　リドリーとワタリはある星に、旅支度のために立ち寄った。

　美しい緑の星。花咲く丘には鳥がさえずり、澄んだ川には魚が泳いでいる。

　素晴らしい自然があるだけではなく、文明レベルが地球よりずっと高かった。文化的な上に資源も豊か。是非とも移住したいと思えた。だから、リドリーとワタリは、その星の役人に申し出た。

「この星に移住させていただきたいのですが……」

　けれど役人は鋭い目つきでリドリーたちを睨にらむと、拒絶するように言った。

「移民は受け入れていないのです。昔からの教訓でして」

「教訓？」

「ええ。もう何万年も前のことですが、この星は一度滅びかけたのです。異星人の移民を受け入れたのが原因でした。その異星人に資源を消費されてしまい……。どうにか異星人の殲せん滅めつはできましたが、その時にはこの星の資源は完全に枯こ渇かつしていて、滅びは目の前でした」

　この時点でリドリーとワタリは、少し嫌な予感がしていた。

「当時の人々は資源確保のためにあらゆるプロジェクトを打ち出しました。本当にあらゆることをしました。宇宙の果てに無限エネルギーを探しに行くなどという荒唐無稽なものもあったくらいでして……」

「……星の様子を見るに、資源問題は解決したようですね」

「ええ。ある科学者が再生可能エネルギーを発明したのです。それを機に、この星は生まれ変わったと言っていいでしょう。先に申し上げた教訓も、その時に生まれたものです。『星の資源は、この星の住人だけで享受する』。もうこの星の人々は、二度と異星人に情けをかけません」

　リドリーが尋ねた。

「もしかして、この星の名は……ヴァニタスというのではありませんか」

「ああ」

　役人が遠い目をする。

「ずいぶん久しぶりに聞きました。幼い時に学校で習って以来かな。ヴァニタスは、この星の古い名前ですよ。再生資源を発明した時に、星の名も変えたのです。過去の過あやまちを二度と繰り返さないという思いを込めて……」

　役人との話を終えて、二人は星を出た。

　ワタリがぼやいた。

「メイズの話を聞いた時に思ったんだ。もしかして、ヴァニタスはもう滅んじゃってるんじゃないかって」

「滅んではいただろう。これも滅びの形だよ」

　ワタリが心底辛つらそうに言う。

「……かわいそうだね。絶対に見つからない星を探しているなんて」

「……どうだろう。私たちは、果たして同情できる立場かな」

「えっ」

「私たちは、理想の星を探してる。環境はもちろん、文化や文明レベルまでも自分たちに適合する星を。でも、そんな星が存在するなんて保証がどこにある？」

　馬車を駆る少女。虹の彗すい星せいの少女。

　辿たどり着つくべき場所がないのなら、どちらも目指しているのは虚うつろの星。










真の星




　目覚めた。

　私、ワタリは真っ白な部屋にいた。硬いベッドの上に寝かされていた。

　起き上がって、周囲を見回した。

　狭い部屋。無機質な部屋。

　ここはどこだ。

「リドリー？」

　近くにリドリーはいない。

　私は頭を押さえた。なんだここは。どうしてこんなところにいる。眠る前のことを思い出そうとする。

　昨日は……どこぞの星を脱して、馬車に戻って……銀河を航行しながら眠ったはず。

　けれど、自分がいるのはどう見ても馬車の中ではなかった。見知らぬところ。白い壁紙に白い床に白い天井。窓はある。小さな……。けれど、その先に見えるのは外の風景ではない。別の部屋。執務室のような場所だ。尤もつとも部屋には誰もいなかったが。

　ここにある調度品は便器とベッドだけ。

　扉には鍵がついていたが……少し扉が開いているから用をなしていなかった。

　……何があったか、判然としないなりに考えてみる。

　おそらくは……拉致をされたのではないかと思う。どこかの宇宙人から攻撃を受けて、別の宇宙船にでも運び込まれたのかもしれない。だとしたらリドリーのことが心配だ。

　扉を押して、部屋の外に出た。

　外に出てすぐに気付いた。自分がいるのは宇宙船ではないこと。廊下に窓があって、そこから外の景色が見えたのだ。広がっているのは見慣れた銀河の闇ではなく、どこかの星の風景だった。

　夕暮れの街並み。目に染しみる朱色の陽ひ射ざし。背の高いビルがいくつか立っているのと、ほんの少しの自然が見える。驚くべきはそれらが間違いなく地球の建築様式だったことだ。

「…………」

　しばし茫ぼう然ぜんとして、窓の外を見つめていた。そこは滅ぶ前の地球にしか見えない。だって、太陽があるではないか。太陽に似た恒星ではなく、まごうことなき太陽が。この目に染しみる朱色を地球人が見間違えるはずがない。でも、そんなはずは……。だって地球はとっくに……。ありえないとわかっている。なのに、何度も目を擦ってみても、やはり……。

　もしかすると、自分たちは辿たどり着ついたのか？

　安住の星、第二の地球に。

　私が寝ている間に辿たどり着ついていて……。いや、考えにくい。そんな星についたらまずリドリーが私を起こすだろう。ついに着いたぞと……。

　そう、とにかくリドリーだ。助けるにしても、事情を聴き出すにしても彼女に会わなくては……。

　何な故ぜだろう。

　リドリーに会えば、全てが解決する気がしていた。予感。

　窓辺を離れて、歩き出そうとした時、

「渡わた利りさん？」

　声をかけられた。振り向く。

　知った顔がそこにいた。

「ルナ……」

　どういうわけか、ルナもこの星にいた。ただ服装がいつもと少し違っていた。彼女は華美なドレスワンピースを好んで着ていたはずだが、今は簡素なスクラブに身を包んでいた。それに顔つきが記憶の中より大人っぽい。

　でも、知り合いに会えて少しばかり安心できた。

「ルナ、どうしてここに？　確か月に残ったはずでしょ？」

「月に……？」

　ルナはちょっと眉間に皺しわを寄せ、考えてから言った。

「ああ、そうね。そうだったわね」

　言いながらルナは私の下にやってくるとその手を摑つかんだ。強い力だった。

「どうやって部屋から出てきたの？」と聞いてきた。

「えっ、どうやってって……」

「白い部屋にいたでしょう？」

「あ、うん。部屋の扉が少し開いてて……」

「なんてこと！」とルナは信じられないという様子で言った。

「あってはならないミスだわ。新人の子にはよく言っておかないと。それに……きっと監視もおろそかにしてたのね」

「監視？」

「白い部屋の隣に執務室みたいなのがあったでしょう？　そこにあなたを見張っている人はいた？」

「ううん、誰も……」

「大問題だわ。これは……」とあきれた様子で言いながら、ルナは私の手を摑つかんで歩き出そうとした。

「とにかく、戻りましょう」

「も、戻りましょうって？」

「部屋によ。あなたはここにいちゃいけない」

　ルナは強く私の腕を引っ張った。行く先は白い部屋のようだったから、踏ん張って抵抗した。

「や、やめて！」

　戻るわけにはいかない。リドリーを捜さなければいけないのだ。

　けれど、ルナは冷酷な声で言い放つ。

「抵抗しないで。仲間を呼ばないといけなくなるわよ？　あなただって痛い目には遭いたくないでしょう？」

　その言葉で確信する。

　ルナは、敵だ。

　多分、自分をさらった宇宙人の味方なのだろう。だから、私を白い部屋に閉じ込めて監視していたのだ。悲しい。あの星で、自分たちはわかり合えたと思っていたのに。

「やめて、ルナ。私たち仲間でしょう」

「ええ、私はあなたの仲間よ。だからあなたを部屋に戻すの」

「どうしてそんなことを……」

「そんなことって？」

「私を閉じ込めるようなことを……」

「どうせあなたには説明してもわからないでしょう」

　ルナは冷たく言い放ち、また私の腕を引っ張った。痛い。

　されるがままになってはいけない。また閉じ込められてしまう。

「放して！　私はリドリーを助けなきゃいけないんだから！」

　思い切り腕をねじった。突然に抵抗したことで不意を突けたのか私の腕はルナの手をすり抜けた。

「あっ」

　ルナは驚いたようだが、すぐにまた襲い掛かってきた。私は手のひらを突きだして、ルナの胸を押す。それで彼女は尻餅をついた。その隙に逃げた。

　とにかくリドリーを捜し出さなければ。

　めったやたらに廊下を走る。右側には窓、左側には無数の部屋がある。すべての部屋にのぞき窓がついていた。中が垣かい間ま見みえる。

　どの部屋にも地球人が閉じ込められていた。みな、どこか虚うつろだったり、中には発狂している者もいて、尋常ではない。壁に頭を打ち付ける者、窓ガラスをひっかく者、奇声を上げる者、鳥のように手を羽ばたかせて部屋をかけている者、自分の糞ふん便べんを壁に擦なすり付つける者……。

　かわいそうに。宇宙人に閉じ込められて、おかしくなった者たちだろう。リドリーと合流できたら必ず助けると決意した。

　走り回っているうちに、大きな扉に行き当たった。木製で両開きのそれを押し開ける。

　開いた先にあったのは、図書室のような場所だった。

　テーブルがあって、そこには数人の地球人が本を読んでいた。自分と同じく囚とらわれの人たちだろう。ワタリはその人たちに呼びかけた。

「みんな逃げて！　もうすぐここにルナが来るわ！　彼女に捕まる前に！」

　けれど、呼びかけられた地球人たちはきょとんとしている。私の言っていることの意味がよくわかっていないようだった。

「もたもたしないで！　急いで！」

　けれど、地球人たちは戸惑うばかりで動かない。

「とにかく立って！」

　やきもきした私は、座っていた男性の一人の腕を摑つかんで、立ち上がらせようとした。私の力なら男性一人くらいは片手で持ち上げられる。なのに、どういうわけかその男性はびくともしなかった。

「やめろよ！」と男性は私を振りはらった。改造人間である私をはるかにしのぐすさまじい力だった。きっと彼も改造人間なのだろうと思った。

「頭おかしいんじゃないか」と吐き捨てて、男性は立ち上がった。

　彼は胡う散さん臭くさいものを見るような目で私を見つめながら、逃げるように部屋の外に向かったのだった。……まあ、とにかく逃げてくれたならそれでいい。

　続けて他の人たちにも再び呼びかける。

「みんなも！　逃げて早く！」

　それで他の人たちもそそくさと去っていった。けれど、やはり声に応じたという風ではない。みんな、さっきの男性と同じ目で私を見ていた。避けるように部屋を去る。

　部屋に誰もいなくなった。みんなきちんと逃げてくれるといいのだが……。

　さて、リドリーの捜索に戻ろう。そう思って部屋を改めて見渡した。それで部屋にはいくつかの絵画が飾られていることに気付いた。そのうちの一枚がワタリの関心をいやおうなしに引きつけた。それは酷ひどく見覚えのある絵だった。

　本に囲まれた幼い少女の絵。この少女をワタリはよく知っていた。

　近づいて、よく見る。額縁の下に、絵のタイトルを印字したネームプレートが下げられていた。

　──Esprit du livre

　フランス語だ。日本語訳も付記されている。

『本の精霊』とあった。

　書かれている少女は、ワタリの友達である本の精霊に他ならなかった。

「どうして……本の精霊の絵がここに……？」

　啞あ然ぜんとして見つめていたその時だった。図書室の扉が開けられて、数人の地球人が入ってきた。全員がスクラブを着ていて、中にはさすまたを手にしている者もいる。先頭にいるのはルナだった。彼女は私に向かって叫んだ。

「いたわ！　確保！」

　ルナと一緒にやってきた地球人たちが、テーブルの隙間を縫うようにしてやってくる。きっとみんなここの星人の息がかかっているのだろう。

　やむを得ない。

　手荒なことはしたくないが、ここで捕まるわけにはいかないのだ。

　私は黒いワンピースの下から、武器を取りだすことにした。四次元ワンピースの中には、リドリーが開発した強力兵器が無数に収納されている。その中から機関銃を取り出そうとして……。

「あれ？」

　できなかった。

　スカートの中に、武器は何もなかった。ありもしないものを取り出そうとして、長いスカートが翻ひるがえっただけに終わった。

　当惑しているその隙を突かれた。男性たちがワタリを床に押し倒した。跳ねのけようとするが、どうにもならない。みんな改造人間──それも自分よりずっと強い──のようだった。何人もの男性に押さえつけらえて、もはや体を芋虫みたいに捩よじることしかできなかった。

「は、放して！　ルナ、助けて！」

「落ち着いて、渡利さん」

「リドリーを助けないといけないの。わかるでしょう!?」

「わかった。わかったから」

　押さえつけられているワタリの前にルナがしゃがむ。そして宥なだめるような柔らかい声で言った。

「リドリー先生に会わせてあげるから。今は大人しくして、ね？」

　ルナの胸元には『月森』という鈍色のネームプレートが光っていた。




　力で敵かなわないことは明白だった。だから私は無抵抗で、例の白い部屋に連れていかれるしかなかった。男性たちは乱暴に、私を部屋に押し込んだ。

　一応脱出できないか考えてみるが、とても無理だった。今度は扉がちゃんと施せ錠じようされていたし、隣の執務室にいる地球人たちが窓越しに私を監視していた。ルナがリドリーと引き合わせてくれるのを大人しく待つしかなかった。

　二時間くらい待って、やっとその時が来た。

　部屋の扉が開けられる。入ってきたのは三人の地球人。真ん中にいるのはリドリーで、左右に男性の地球人が護衛のように控えていた。

　リドリーは白衣に身を包んでいた。ルナ同様に記憶の中よりも大人びている。三十代くらいに見えるが、間違いなくリドリーだった。その証拠に、彼女は部屋に入ってくるなりこう言った。

「やあやあ、待たせて悪かったね。我が相棒」

「リドリー！」

　思わずリドリーに抱き着いた。護衛の男性たちが引きはがそうとしたが、リドリーがそれを制した。私はリドリーの体をペタペタと触る。

「大丈夫？　この星の人に何かされてない？」

「ああ、大丈夫だとも。この星の人たちはみな友好的だからな」

　それを聞いて安心した。ひとまずリドリーの身に危険が及んでいることはなさそうだった。

「リドリー、聞きたいことがたくさんあるの。まず……」

「まあ、待ちたまえ。いつものを君に渡しておこう」

　言いながら、リドリーは小物入れを取り出した。そのふたを開けると、中から手のひらサイズの玩具が出てきた。

　酷ひどく不吉なものだった。

　馬車の玩具である……。

「ほ〜ら、私たちの宇宙船だよ〜」

　言いながらリドリーはワタリの手の上に馬車の玩具を置いた。

「……リドリー？」

　つい怪け訝げんな表情でリドリーを見てしまう。

「うん？　どうした？　いつもはそれを持つとすごく喜ぶじゃないか」

「……何言ってるの。こんな玩具渡されて、喜ぶわけないじゃない。子供じゃないんだから」

　ワタリの言葉に、リドリーは目を零こぼさんばかりに見開いた。

「お、玩具……？　玩具と言ったのかい？」

「そうだよ？　玩具でなかったら……模型？」

「わ、わかるのか！」

　リドリーの声は震えている。

「わかるのか!?　それが玩具だと！」

　リドリーは何か、感動しているようだった。

「すごいじゃないか！　そうか、ついに……」

「リドリー？　さっきから何を言って……」

　リドリーは口元に手を当てて思案しながら、何かぶつぶつと言っている。「そうか。そうか。そういうことなら……他の物がどう見えているかも確かめねば……」

　言い終えて、またワタリに向き合う。

「なあ、君。さっき外に出ただろう？　他の部屋を見たかい？　そこには何がいた？」

「他の部屋……」

　思い出す。

「……閉じ込められた地球人たちが苦しんでいるのが見えたよ」

「それは奇声を上げたり？」

「うん。あとは奇行をしてたり」

「そうか、そうかそうか！」

　どんどんとテンションが上がっていくリドリー。私はそれに困惑し、ただただ置いていかれる。

「もう宇宙人に見えなかったんだな！」

　その一言は、何か、どうしようもなく嫌な響きを有していた。

「よし、今の君ならちゃんと話ができるはずだ」

「ちゃんと……話……？」

「渡利」

　リドリーは真剣みを帯びた声で、ワタリに言った。

「真実を聞く覚悟はあるかい？」

「し、真実……？　真実って何？」

　リドリーは私の言葉など聞いていなかった。

「いや、君が拒否しようと……もはや拒むことはできない。君は妄想の世界から戻ってきてしまった。もうこの現実に立ち向かうしかないんだ」

　私は手のひらをリドリーに向けて、制するように言った。

「やめて。聞きたくない」

「あれはもう、七年も前のことだ。まだ高校生だった君は……帰り道に悪い男たちに攫さらわれてしまったんだ。君は一か月ほど、その男たちに監禁された。そして、本当にひどい目に遭わされたんだ」

　リドリーはぼそっと付け加えた。「それはもう、君の世界が終わってしまうほどのことを」

「君は警察に救出されたが……心に深い傷を負ってしまっていた。そのせいで現実を見ることができなくなってしまったんだ。君は様々な妄想の世界を考えて、そこに逃げ込んだ。それだけが傷ついた君の心を癒いやす、唯一の手段だったからだ」

「リドリー、やめて」

「ここ数年は、宇宙を漂流する妄想だった。私は君の相棒に選ばれた。二人で色んな星を巡ったね。でも、その星は別の患者の部屋だったんだ。新しい患者と触れ合うたびに、君は星の物語を作った」

「違う！　違う違う違う！」

　ワタリは両耳をふさいで、ぶんぶんと頭を振った。

「私以外には図書室もお気に入りだったね。本の精霊の絵を見つめて、何度も話しかけて……」

「やめてって言ってるでしょ！」

　ワタリが叫ぶと、部屋は静まり返った。

「……どうしてそんなこと言うの」

　ワタリの目からは大粒の涙が零こぼれていた。

「妄想なんかじゃないよ。一緒に旅したんだよ。色んな星があって、辛つらいこともあったけど、いつか必ず安住の星に辿たどり着つくって……。私たち、約束した。なのに、どうしてこんなに酷ひどいことを言うの」

　仮に全て妄想だったとしても。

　私はそれでいい。あの優しい妄想の世界にいたいのだ。

　私は俯うつむいて、リドリーを見ないようにした。

「……ワタリ」

　リドリーは私の手に、そっと自分の手を重ねた。

「………何年も君を見てきた。君の境遇に心から同情したし、なんとしても治してあげたかった。私にできることはすべて行った。それでも君の心の病が快癒の兆きざしを見せたことは一度もなかったんだ。でも、ついに、ついにそれがほの見えた」

　リドリーは私の手を握った。

「残念ながら……私は君の相棒じゃない。一緒に宇宙を旅してはいない。けれど、君のことを好きな気持ちは本当だ。現実に向き合うのは、辛つらいだろう。けれど、約束する。私も一緒に立ち向かう。君を一人で戦わせたりしない。だから……」

　握る手に、力がこもる。

「顔を上げてくれないか。立ち向かってはくれないか。銀河を抜け出して、一緒に暮らそう。この地球で……」

　すぐには返事ができなかった。私はずっと俯うつむいていた。何分も、何十分も、もしかしたら何時間もそうしていたかもしれない。けれど、リドリーは辛抱強く私の傍そばにいてくれた。

　すごく長い時間をおいて、私は掠かすれた声で言った。

「……ここが、地球なんだね」

「……ああ」

「銀河を旅してたっていうのは、妄想なんだね」

「……ああ」

「全部、全部。私の頭の中の出来事だったんだね」

「……ああ」

　でも、とリドリーはつけ加えた。

「……やっとたどり着いたんだよ、安住の星に」

　私は、即答できない。

「すぐには……受け入れられないよ」

「わかってる。いくらでも付き合う」

「……ねえ、リドリー」

「うん？」

「明日もまた、会えるかな？」

「君が望むなら、会いに来るよ」

「じゃあ、会いにきて。その時には、心の整理をつけておくから」

　私はまだ顔を上げることはできなかった。けれど、頭上でリドリーが喜ぶ気配は感じられた。

「ああ……！　ああ！」

「ありがとう、リドリー。じゃあ、今日はもう寝たい」

「わかった。眠って頭をすっきりさせるといい」

　リドリーは立ち上がって、控えていた男性──看護師──たちと一緒に部屋の外に向かった。

「明日の朝一で会いに来るよ」

　それで部屋の扉が閉められた。

　私はベッドに横になる。そうして、砕かれた心の整理を始めた。私の頭の中には、バラバラになった妄想のピースが散っていた。




　翌日。

　出勤してきたリドリーは、渡利の部屋に行く前にナース室へ向かった。本当は渡利のいる隔離室に直行するつもりだったが、その前に心を決めておきたかった。

　ナース室には、月森瑠る奈なだけがいた。彼女はまだ二十代半ばだが、その辣腕ぶりから実質的にここの師長を務めている。渡利との付き合いもリドリーほどではないが、深い。

　テーブルに着くと、リドリーは白衣のポケットに手を突っ込む。自販機で買ったブラックコーヒーが入っていた。それを取り出すと、プルタブを上げて、一気に飲み干す。コーヒー、特にブラックは好きではないが、カフェインの力を借りてでもしっかり思考できる状態にしておきたかった。

　月森が話しかけてきた。

「本当に大丈夫でしょうか」

「何がだい」

「もちろん、渡利さんのことです。いきなり彼女に現実を突きつけて……。いえ、先生の治療方針に口出ししたいわけじゃないのですが……。私も彼女を長年見てきていますから。ほら、決して心が強いわけではないでしょう？　もっとゆっくりと教えてもよかったんじゃないかと……」

「君の言う通りだ」

　リドリーは飲み切った缶をテーブルの上に置いた。カンという音が静かなナース室に響く。

「確かにカルテ上、彼女の心は強くない。昨日の私の行いは荒療治だったよ」

「なら、何な故ぜ？」

「何な故ぜだろうな」とリドリーは笑った。

「……ずっと彼女の妄想を聞かされていただろう？　そうするとね、不思議なことにね、そんな気がしてくるんだよ」

「そんな気って？」

「本当に、彼女と星間を漂流してた気がね。私が覚えてないだけで、本当に相棒だったんじゃないかとさえ思うこともある。そしてもし彼女が私の相棒なら……私は信じたいと思うんだ。この程度の苦難は乗り越えられると。それが私の知る……たくさんの星を渡ってきたワタリという少女だ」

　リドリーはゴミ箱に向かって、缶を投げた。それは緩い放物線を描いて、綺き麗れいに箱に収まった。小さくガッツポーズをして、リドリーは立ち上がった。

「では、行ってくる」

　月森は何も言わなかった。けれど目礼はして、リドリーを見送った。




　白い隔離室の扉の前に立つ。リドリーは深呼吸をした。まだ、緊張している。けれど、それを気取られないようにしなくては。私は彼女の主治医なのだから。

　扉をノックする。「入るよ」

　返事はない。扉を開けた。

　ベッドの上に渡利は座っていた。彼女はリドリーを見つけると、微ほほ笑えみかけた。

「ああ、リドリー。来たんだ」

「朝一で来ると言っただろう」

「そうだったね」

「それで、どうだい。調子は」

「どうだろう。……正直何とも言えないかな」

「まだ、向き合う覚悟はできてないか」

　リドリーの言葉に渡利は目を伏せた。

「……正直言って、怖いよ。私にとっては知らない世界も同然だし。うまくやっていけるか、自信ない」

　やはり性急だったか。そう思ってリドリーは歯は嚙がみしそうになった。

　だが、渡利が続けた。

「でも、向き合ってみようと思う。リドリー、言ってくれたよね。自分が一緒だって。リドリーが一緒なら、どうにかなると思うんだ。一人じゃないなら……」

　渡利は困り笑いを浮かべて、リドリーに言った。

「私が困ったら、助けてくれる？」

　リドリーの目の端から、水のしずくが伝った。

「ああ、ああ……！　もちろんだとも。絶対に助けになる。約束する」

「それを聞いて安心したよ」

　リドリーは思った。今日までの七年は、決して無駄ではなかった。ついにこの傷ついた少女──もはや少女と呼べる年齢ではなくなっていたが──が救われるときが来たのだ。医師をしていて、こんなに嬉うれしいことはなかった。

「やはり君は……私の相棒だ。すごく強い心の持ち主だ」

「それは褒めすぎだよ」と渡利は照れ笑いした。

　これからも大変なことは続くだろう。けれど、そう悲惨なことにはならないはずだ。彼女はもう自分の現実に立ち向かう決意をしたのだから。今日まで辛つらいことがたくさんあった分、きっとこれからは楽しいことがたくさん待っているはずだ。

　そう確信しているリドリーに、ワタリは言った。

「じゃあ、さっそく朝練始めよっか」

　その不吉な言葉にリドリーは全身が総毛立つような思いがした。

「……なんだって？」

「何って？　朝練だよ。私、楽器なんて扱ったことないから人一倍頑張らなきゃ」

　頭の中が真っ白になるリドリーに気付かず、ワタリは続ける。

「楽しみだなぁ。目指すは紅白だね。一緒に頑張ろうね、軽音楽部！」

　啞あ然ぜん。

　たまらずリドリーは天井を仰ぎ見て、うめき声を漏らした。

「……ああぁ」

　新たな妄想を解くには、いったいどれだけの年月が必要なのだろうか。

[image: ]







　銀河を航行する馬車の中、ワタリの部屋でリドリーは原稿を持って震えていた。

　傍かたわらにいるワタリが、期待するようなまなざしでリドリーを見ている。

「どうかな、どうかな」

　リドリーは震える声で言った。

「わかった……。もうわかったから……」

「わかったって何が？」

「君が小説の腕を上げたのは、よくわかったから！　前に『読めるゴミ』とか言ったのは謝るから！」

　ワタリが気恥ずかしそうに頰をひっかいた。

「えへへ、自信作なんだ。楽しんでもらえてよかった……」

「楽しめない！　怖すぎるだろ！」

「ええっ……。リドリーってそういうお話が好きでしょ」

「好きだけど……自分たちの旅がバッドエンドになってほしいとは思わない！　次はもっとハッピーなものを読ませてくれ！」

　少女たちの星間漂流は、今日も平和に続いている。







あとがき

　昔話をしよう。私がプラスチックだった時の話だ。

　ご存じだろうか。プラスチックは微生物に分解されない。とんでもなく長い時間、自然界に残り続ける。私はそこに永遠の命へのヒントがあるように思った。全ては『少女星間漂流記』を書き続けるため……。

　こうして私はプラスチックとなった。コーラの入ったペットボトルとなって、コンビニで売られた。高校生の男の子が私を買った。夏の暑い日だった。彼は土手を歩きながらコーラを飲むと、私を放り捨てた。私は草の生えた斜面を転がって、背の低い木々の茂みに至った。ちょうど隠れるみたいになった。

　すぐに小さな虫がやってきた。私の中にはまだ甘いコーラが少しだけ残っていて、それにつられたのだ。虫は黒くて甘い露を吸いながら、私に言った。

「ここを住すみ処かにしていいかい？　外にいるとカマキリやら鳥やらに狙われて危ないんでね」

「かまいやしないさ」と私は答えた。私の中に誰が住もうとどうでもよかった。関心があるのは永遠だけだ。私の思索を邪魔しなければ、私の中に何が住もうとかまわない。虫は「ありがとう」と言って、私の中に住み始めた。

　数日後、虫は雌の虫を連れてきた。「僕たち、結婚するんだ。一緒にここに住んでもいいかい」

　私はやはりかまわないと答えた。

　ある時、虫が死んだ。そういえば風が冷たくなっていた。私の中にいた他の虫たちも一緒に死んでいったが、私は関心を向けなかった。ただ思索に没入していた。

　それから長い年月が過ぎた。土にまみれた私は永遠へのとっかかりを見つけられずにいた。このままずっと見つけられないような気すらしていた。もはや諦めて思索をやめ、現実に意識を戻した。

　その時、私は私の中にありえないものを見た。それは何百年も前に甘い露を求めて私の中にやってきたあの虫だった。とっくに死んだはずの彼が生きていた。けれど、よく見るとそれは別人だった。それで私は気付いた。そういえば、私の中で彼らが卵を産んでいた気がする。ならばこの彼は、あの彼の子孫なのだろう。

　この彼は、私に言った。

「今度、結婚相手をここにつれてきてもいいかな」

　それで私は気付いた。永遠とはここにあったのだ。

　万物は滅ぶ。それは避けられない。けれど、その滅びの中で命のバトンを繫つないでいく試み。それこそが永遠に違いなかった。

　気付いて私は悔やんだ。プラスチックである私には、もうそういうことができなかった。だから、せめて私は永遠の命を見守ることにして、この彼に言った。

「ああ、いつまでもここにいていいとも」
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